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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　私、播はり機はた遙はるかは、思考がパニックしたまま下り坂を自転車で駆かけ抜ぬけた。






　桜の花びら舞まい散るキャンパス中央通りを猛もうスピードで下りながら私は、今さっき図書館で起きた状じよう況きようと光景について考えをまとめようとして、それに失敗し続けていた。

　私が通う私立北ほく凰おう学園は、高校には似つかわしくない敷しき地ち面積の広さ、充じゆう実じつした設備が特とく徴ちようで、広大なキャンパスを生徒が移動する為ための手段は基本的に自転車になる。学校で貸し出してもいるのだが、マイ自転車を校内に常備している生徒がほとんどだ。

　中央通りは緩ゆるい下り坂になっていて、坂の上の方には図書館などの施し設せつ棟とう、一番下まで下りると校門、その途と中ちゆうに教室棟とうが集まっている。もうすぐその教室棟だ。

　腕うで時ど計けいを見る。８時45分。今さっき私が遭そう遇ぐうした図書館内でのボヤ騒さわぎの関係で、朝のＨＲは30分延期になったそうだ。ということは、あと15分猶ゆう予よがある。

　よし、せっかくだからちょっと寄り道しよう。左右に見える教室棟を通り過ぎる。ペダルを漕こぐのをやめ、ブレーキも開きっぱなしにして自転車に身を任せる。

　桜のトンネルが私と私の自転車を包み込む。

　舞い散る花びらと同じ桜色のブレザーが風を切ると、飾かざりボタンがカチャカチャと心地ここちよく鳴る。広がった袖そで口ぐちとそこから覗のぞく刺し繡しゆう入りのブラウスがパタパタとはためく。ネクタイがブレザーの外に出たいと言いたそうにクネクネしている。

　この子供服のような、じゃなきゃ、ファンタジー小説に出てくる宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの礼装のようなデザインの制服は、変わってはいるけど割と私は好きだ。そして、この制服で風をいっぱいに受け止める事の出来る、この季節の、この場所が、私は大好きだ。

　校門まで行ってから戻もどってきても十じゆう分ぶん間に合うだろう。気分が高こう揚ようしてきたので、サドルから腰こしを浮うかせ立ち乗りで漕ぎ始める。風景が流れ、視界がピンク色に染まる。

　下り坂なので速度はぐんぐん上がる。臙えん脂じのスカートが風に舞い上がるが、そんな事は気にしない。皆みな、もう校舎に入ってる。見てる人などいないのだ。

　左右から空に伸のびる桜のアーチに目を奪うばわれる。だから、目の前の人ひと影かげに気づかなかった。

「！」

　ハッと我に返る。前方に人影。男子生徒だ。いつからそこにいた？　まるで突とつ然ぜん現れたようにすら思えた。あまりに近きん距きよ離りで逆にスローモーションで近づいてくるように見える。私はとっさに──これが失敗だったのだが──全力で、ブレーキを握にぎってしまった。

　おりこうさんの私の自転車は主人の命令に従って全力で車輪をロックする。しかし運動エネルギーは私と私の自転車から急に消えたりしない。しかも間が悪い事に私の自転車は前輪の方が良く止まるのだ。なにが起きたか想像つく？

　一いつ瞬しゆんで後輪が空中に跳はね上がり、私と私の自転車は空中で円を描えがくように舞い上がった。





２　僕、秋あき津つ安あ芸きは、反射的に右手を空中にかざした。






　そして、目の前で空中高く飛び上がった自転車と、その自転車に乗っている女の子に向けて呪じゆ文もんを紡つむぐ。




「《質量制せい御ぎよ▽対象数[image: ]２：重量[image: ][image: 0.3]：着地点[image: ]自動：継けい続ぞく時間[image: ]２秒◇即時発動》！」





３　私は、怖くて目をつぶっていた。地面に落ちるまでの時間がやたら長く感じた。






　すぐ近くで誰だれかが短く叫んだ気がした。が、そんなの聞いてる余裕などあるはずも無い。

　そして、ふわっと地面に着地した、ように感じた。感じただけだ。そんな訳がない。私は空中で一回転してそのまま地面に投げ出された筈はずで……。

　ゆっくりと目を開ける。一面の桜並木。私と私の自転車は下り坂の途中に立っている。

　……もしかして、ぐるっと回転してそのまま着地したのか？　いやいやいやいや、それはさすがに無いでしょ？

　ふわふわとした気持ちのまま、とりあえず自転車から降りようとして、体勢を崩くずした。ハンドルを握ったまま私は道に転がり──

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　──そうになった所で、背中に回された腕うでのおかげで持ちこたえた。顔を上げる。

　男の子が立っている。というか、私の体を支えている。

　さっき私が避よけようとした男の子である事に気づくのに数秒を要した。

　男の子は、何を喋しやべればいいのやら、という感じの顔をしながら話しかけてきた。

「ああ、ええと、大丈夫？　怪け我がしてない？」

「あ、うん。大丈夫」

「ええと、それで、その、一人で立てる？」

　そう言われて初めて、男の子にほとんどの体重を預けていた事に気づいた。私は慌あわてて足に力を入れて体を起こし、彼の腕から離はなれる。

「ありがと。支えてくれて」
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　お礼を言いつつ、改めて男の子を観察する。

　不思議な雰ふん囲い気きを醸かもし出している子だった。

　年は同じくらい。切れ長というか眠ねむそうな目にかかってるセルフレームのメガネは、根こん拠きよは無いけど度が合っていない気がする。背は高めで、髪かみを無造作にかき上げている。

　よく見ると、着ている服は、制服というよりはスーツのようだった。少なくともウチの生徒では無いようだ。

　特に気になったのは風に躍おどっている彼のネクタイだった。複数の色のストライプからなるそれは、好意的に言えば個性的、悪く言えば彼に似合ってるとはさっぱり思えなかった。

　少なくとも、私なら、この男の子にコレよりも似合うネクタイをプレゼント出来るだろう。うーんと、例えばベースの色はブルーで──

　脳内コーディネートを始めて、黙だまってしまった私の顔を、男の子は心配そうに覗き込んだ。

「ええと、どこかぶつけた？」

　距きよ離りがちょっと近い。彼を上から下まで眺ながめ回してた気き恥はずかしさと相まって、顔が上気するのを感じる。落ち着け、何か喋ろう。

「あの……、君が私を助けてくれたの？」

「いや、僕は何もしてない。君は物もの凄すごくうまく着地しただけ」

　信じがたい話だが、見てた人が言うんだから間ま違ちがい無いのだろう。

「ごめんね、僕が急に飛び出したから、ブレーキをかけたんだよね？」

「ああ、まあ、そうだけど、無事だったからいいよ」

「でも──」

　男の子がなおも何かを言いかけた所で着メロが鳴り出した。私の携けい帯たいだ。このメロディが流れたら二フレーズ以内に取らなければならない。妹からの緊きん急きゆう連れん絡らくなのだ。

「ちょっとごめんね」

　男の子を手で制し、急いでカバンのポケットに差し込んである二つ折り携帯を抜ぬき取って通話ボタンを押す。制限時間クリア。直後に耳元で大音量が響ひびく。

『おねーちゃんっ!?　大丈夫!?』

　私は耳をちょっと携帯から遠ざけながら答えた。

「仄ほの香か？　うん、全然平気。なんともない」

　妹の仄香は、私の身になにか起きると必ず電話をかけてくる。何故なぜかわかるんだそうだ。我が妹ながら変な奴やつ。私は心配かけないように明るく喋る。

「中央通りの坂道下りてたらさ、男の子が、えっと……」

　なんとなく男の子の方を見ると、彼はすぐに名乗った。

「秋津安芸」

　その反応に、外国人みたいだな、と思った。外国人に知り合いはいないけど。

「うん、目の前に秋津安芸君が飛び出してきてね、あわててブレーキかけたら自転車が空中で回転しちゃったんだけど、なんとそのまま着地しちゃった。いやあ、我ながら凄すごい運動神経！」

『はあ？　なに言ってるの？』

「とにかく大丈夫。心配無いよ。ちょっと足ひねったかもだけど秋津君が支えてくれたから」

『支えた!?　その秋津って男、お姉ちゃんの体からだに触さわったの!?　セクハラよ！　痴ち漢かんだわ！』

「いやいやいやいや、落ち着いて。違ちがうってば。助けてくれたんだよ」

　しばらく電話の向こうで仄香がわめいていたが、やがて落ち着いた。

『……まあいいわ。秋津君、ね。覚えておく』

　何を覚えておくのだろう。

『おねーちゃん、気を付けなさいよね』

「なにに？」

『自分の不注意さによっ！　どうせ空とか花とかに気を取られてたんでしょ？』

　う、図星。答えられずにいると、

『じゃあ、また後でかけるから』

　と、向こうから切れてしまった。カバンのポケットに携帯を差し込む。そして改めて秋津安芸と名乗った男の子の方を向いた。

「私は播機遙。ねえ、ここで何してたの？　君、ここの生徒じゃないよね？」

「え？　ああ、うん、生徒ではないね。ええと、何をしてたんだっけ……」

　彼は慌あわてたように頭を搔かく。そして、まるで今思いついたかのように続けた。

「ええと、職員棟とうに行くつもりだったんだけど、地図を持ってくるのを忘れちゃって、どうしようか考えてて、そしたら桜が綺き麗れいだったから、上見て歩いてて……」

　なんか噓うそくさい。

「どこから来たの？」

「ええと、英国の……」

「え、イギリス？」

　そう言われてピンと来た。

「そういえば、ウチって、イギリスに姉妹しまい校こうがあるんだっけ。もしかして、そのスーツみたいの、そこの制服？　秋津君、編入生？」

「まあ、姉妹校から来たようなものかな……おおまかには」

　おおまかってなんだ、って思ったけど別に気にする事でもないので聞かなかった。

「私が学校案内してあげるよ。職員棟に行くんだっけ？」

「いいの？　ええと……」

「播機遙」

「播機さん。二度も名乗らせちゃったね。案内してくれると助かる。ありがとう」

　そう言って彼は手を伸のばしてきた。ああそうか、こういう動作がいちいち日本人らしく無いんだ。見た目とのギャップを感じる。私はちょっと照れつつ握あく手しゆした。

「あ、でも播機さん。ＨＲが始まるんじゃない？」

「え？　ああ、知らないんだ。今日図書館でボヤ騒さわぎがあってね、時間割がずれてるの。だから大だい丈じよう夫ぶ。こっち。行こ」

　私は自転車を引いて、桜並木を歩き出した。





４　僕は播機さんと一いつ緒しよに坂道を上った。降り注ぐ桜の花びらが二人を包む。






　職員棟に行くには、まずこの坂を上って噴ふん水すい広場とやらに出る必要があるらしい。

　播機さんは歩きながら色々と話を振ふってきたが、それには適当に答えつつ、僕はその時二つの問題について並行して検討していた。

　一つ目の問題は、今すぐ僕が英国に戻もどる為ために姉を説得する言い訳の考案だ。

　今さっき自転車が宙に舞まい上がった時は、38個目のアイデアをボツにして39個目のネタ出しを始める所だった。早く思いつかないとタイムリミットが来る。

　そしてもう一つの問題はすぐ側にある。僕の横を歩いている播機遙という女生徒の事だ。

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな大きな瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて僕を見ている。右の前まえ髪がみは下ろして髪かみ留どめで留めてある。長い髪を結ゆって頭の左側にお団子を二つ作っている。その根本に、白しろ詰つめ草くさをモチーフにしたと思われる髪かみ飾かざりが巻かれていた。白と緑のアクセントが髪かみ型がたと相まって、よく似合っている。いや、外見的特とく徴ちようは別にどうでもいいか。

　さっきは、空中でほぼ逆さまになった自転車と彼女の構図に焦あせってしまい、とっさに《質量制せい御ぎよ》の魔ま術じゆつを使ってしまった。これは本来するべき事ではなかった。

　ここは英国の研究所の敷しき地ち内とは違う。一いつ般ぱん人の前で魔術を使うなど言語道断だ。久々の日本だったので感覚を忘れている。修練が足りない。後で反省しよう。

　まあ、とりあえず心配する必要は無いようだ。彼女は偶ぐう然ぜん上手うまく着地したという事を疑って無いようだし、皆みな校舎に入ってるので他ほかに目もく撃げき者もいない。

　なので最初の問題に戻ろう。英国に帰る理由だ。なにか無いか。なにか。なにか。

「──な、わけよ。秋津君、聞いてる？」

「え？　あ、ごめん、なんだっけ？」

「私は、４月から２年生なんだけど、秋津君は？」

「え？　ああ、ええと、今は17歳。今年で18になる」

　質問の答えになってないのは重々承知だが、今はこれ以上状じよう況きようをややこしくしたくない。

　播機さんは僕の答えを聞いて、元々大きな目を更さらに広げて驚おどろいた。

「え？　じゃあ上級生じゃないですか！」

「いや、突とつ然ぜん敬語にならなくてもいいと思うけど」

「あ、そう？　実はその方が助かる」

「僕も」

　そうか、日本はこういうのうるさいんだっけ。たかだか二年英国で暮らしてただけなのに、もうこの感覚を忘れつつあった。

　この国には忘れたい事が多すぎるから。

「この国には忘れたい事が……」

「ん？　秋津君、なんか言った？」

　無意識に思ってた事が口から出てしまう。悪い癖くせだ。あわてて取り繕つくろう。

「え？　いや、なにも」

「そう？　あ、ここで桜並木は終わりね」

　坂道を上り切ると、中央に噴水がある大きな広場に出た。

　播機さんが自転車を引きながら振り返る。

「ここは中庭。みんなは噴水広場って呼んでる。この学校の中心地点かな」

　噴水の周りは芝しば生ふが広がりベンチもある。生徒達の憩いこいの場なのだろう。

「綺麗な場所だね」

「うん。ここから施し設せつ毎ごとに道が延びてて、今来た道が校門と教室棟のある通り」

　彼女は指を差して、広場から放射状に延びる道を一本ずつ説明してくれた。

「……で、職員棟とうはあのレンガの道。通りによって建物や道路の形が違ちがってて面おも白しろいよ」

　芝生を迂う回かいして職員棟に続く通りに入る。この道は桜並木では無いけど、新緑の林に囲まれたレンガの道は歩いていて気持ちがいい。なんとも贅ぜい沢たくに土地を使った学校だ。

　職員棟が、つまりは理事長室が──もっと具体的に言えば姉が──近づいてくる。早く、早く対策を打ち立てねば。





５　レンガ通りを歩きながら、私は秋津君にとりとめもなく話を振った。






　例えば、私が現在図書委員長職にある事とか、図書館の利用率の低さに悩なやんでいる事とか。

　が、秋津君はどこか上の空で返事するので会話が続かない。まあそれは別にいい。

　さて次は何の話をしよう。先ほど図書館で私が遭そう遇ぐうした事件を話そうかと一いつ瞬しゆん思ったけど、私の中でもうまくまとまっていないので、それはやめた。

　代わりに図書館つながりのネタを投入してみる。

「私の中での最近の話題は『れしあの会』かな、やっぱり」

「え？　れしあ？　なに？」

　お？　なんか脈ありだぞ。心の中で喜びつつ、私の中で最近──今朝の図書館での出来事を除いて──一番の関心事を転校生に披ひ露ろうした。

「どこから話すのがいいのかな。ええと、女の子が失しつ恋れんしたとするね。そうすると、誰だれからともなく、こんなメモが回ってくるの」

　私は胸ポケットから四つ折りの紙し片へんを取り出して、秋津君にそれを広げながら渡わたした。紙には五冊の本のタイトルとその作者名が書いてある。




『TUGUMI』　吉よし本もとばなな

『アルジャーノンに花束を』　ダニエル・キイス

『たんぽぽ娘むすめ』　ロバート・Ｆ・ヤング

『スキップ』　北村薫かおる

『ライオンハート』　恩おん田だ陸りく




　秋津君はしばらく紙を見つめた後、返しながら言った。

「本の名前だね。ジャンルがバラバラだけど、共通点は『恋れん愛あいモノ』かな？」

「お？　タイトル見ただけで分かるんだ。割と本を読む人？」

「誰と比べるかによるけど、活字は好きな方」

　背が高くてメガネで短たん髪ぱつに加えて本好き。しかもＳＦ方面まで手が伸のびてる。うーん、いいね。ん、なにがいいんだ？　よく分からない。

　私は話を続けた。

「この紙をもらった人は、図書館でこの中のどれかを借りて読むわけ。すると、その本の中に『れしあの会』への招待状が入ってる、っていう噂うわさなの」

「えらく具体的な噂だね。『れしあの会』は何をする所なの？」

「さあ？　恋こいに破れた女の子達が集まってお茶会してて、慰なぐさめたり、励はげましあったりしてるって話だけど。『れしあの会』に入った人がまだいないから」

「いない？　招待状が入ってるんじゃないの？」

「ここが面白い所なんだけど」

　特に理由も無く小声になる。

「実際に本を読んだ人の話では、招待状じゃなくて、別の物が挟はさまってるんだって」

「別の物？」

「あのね、紫むらさき君くん子し蘭らんって花のしおりが挟まってるらしいの。知ってる？　紫君子蘭」

「ムラサキクンシラン？……ああ、アガパンサスか」

　お、凄すごい。その通り。紫君子蘭はアガパンサスの和名だ。紫むらさき色いろの小さな花がたくさん咲さく、綺き麗れいで可愛かわいい花。

「秋津君、花の事詳くわしいの？　じゃあ花言葉分かる？」

「アガパンサスの？　確か……」

　秋津君は右手で髪かみの毛を弄いじった。考える時の癖くせだろうか。指が細くて綺麗だ。

「『実直』、『知的な装い』、あと、……ああ、この場合は『恋の訪おとずれ』かな？」

「そう！　良く知ってるね！」

　本好きの上に花や花言葉まで知ってるとは、あなどれん。

「なるほど、そのしおりを受け取った人は『あなたにはまだ恋の予感があるから、「れしあの会」に入る必要はありません』って事なのか」

「そういう事。多分ね。逆に、ホントになんの希望も無い人には、しおりの代わりに招待状が入ってるらしいよ。招待状の方は見たこと無いけどね」

「しおりは見たことあるわけ？」

「あるよ。友達が持ってた。れしあの会が実在する証しよう拠こだよね」

「ふうん……」

「どうかした？」

「いや、興味深いなと思って」

「興味深い？」

「だって、その一連の作業、播機さんがやってるんでしょ？」

「!?」

　思わず立ち止まる。今、なんて言った？

　彼も立ち止まり、相変わらず何か他ほかの事を考えているような感じで続けた。

「まあ、一人では無理だろうから、チームでやってるのかな。その行こう為いが興味深い」

　落ち着け。沈ちん黙もくはまずい。何か言おう。何か言うんだ。

「……なにを証拠に」

　うわあああ、沈黙よりなお悪い。自白と同じだ。どこの二時間ドラマの犯人だよ私。

　彼は私の言葉は気にしてない感じで、また歩き始めた。

「歩きながら話そう。時間があまり無い」

　私は慌あわてて自転車を押して彼に追いつく。秋津君は指を一本折りながら言った。

「さっき、君が図書委員長をしていると聞いた。話し振ぶりから、その職務に誇ほこりを持っていると感じた。『れしあの会』は図書館の本を私的に使っている。にもかかわらず、君はその事を楽しそうに話している。これは君が『れしあの会』を了りよう承しようしているという事だ。違ちがう？」

　私は答えられない。完全に図星だったから。彼は二本目を折りながら続けた。

「また、図書館の利用率が低いという話もしてくれた。これは特にエクスキューズの無い種シードだけど、直後に『れしあの会』の話が始まった。利用率と『れしあの会』には因果関係が無い。しかし君には、この二つはシームレスに繫つながる内容なんだ。つまり『れしあの会』の噂は、図書館の利用率を上げる為ためのギミックとして作用しているという事。ならば『れしあの会』は、図書委員会自体か、じゃなきゃ君個人が運営主体だと推測出来る。それに」

「……それに？」

「そもそも、なんでその本のリスト、播機さんが持ってるの？　最近失しつ恋れんした？」

　それはちょっとデリカシーに欠ける質問じゃないかと思ったけど、もちろん失恋したからコレを持ってる訳じゃない。配る為に持っているのだ。なので何も言えなかった。

　気が付くと、職員棟とうの入り口に到とう着ちやくしていた。私は立ち止まり、自転車を固定して、それから、このやたらと頭が切れる男の子を見つめた。

「全問正解です。恐おそれ入りました」

「いや、別に。思いつくままに喋しやべっただけ。証拠は別に無いし」

「あのね」

　彼の言葉を遮さえぎり、私は彼の目を見つめ、いつになく真しん剣けんにお願いした。

「これ、誰だれにも秘密にして欲しいんだけど」

　女の子だけの秘密を男子に話してしまったのだってホントは不味まずいのに、まさか真相までバレるとは思っていなかった。

　種が明らかになれば魔ま法ほうが解ける。それで傷つく女の子がいたらとても困るのだ。

「お願い！」

「いいよ」

　あっさりした返事に拍ひよう子し抜ぬけする。

「……いいの？」

「別に話す相手もいないし、話す必要性も感じない。女の子だけの秘密なんでしょ？　僕は男だから、その秘密の範はん囲いにいない。だから大だい丈じよう夫ぶ」

　ん？　その理り屈くつちょっと変じゃないか？　と、思ったけど、突つっ込まない事にした。黙だまっていてくれるならなんでも構わない。私は１２０％スマイルを作って答える。

「ありがとう、秋津君」

「ええと、理事長室行きたいんだけど、入ればわかる？」

　おいおい、私の笑え顔がおサービスに対するリアクションは無しか？　まあいいけど。

「とりあえず中に入って。ちょっと驚おどろくよ」

　私達は玄げん関かんの階段を登って職員棟に入った。下げ駄た箱ばこを抜ぬけた所で天てん井じように向かって叫さけぶ。

「ジェシカ！　聞こえる？　対話モードで開始して」

　即そく座ざに、無機質だがよく通る声が返事をする。

『聞こえます。生徒番号０９０３３１、播機遙さん。対話モードを開始します』

　天井にあるカメラのような機械が、にょいん、とこちらの方を向く。側のランプがチカチカ点てん滅めつする。すると目の前に突とつ然ぜん、半はん透とう明めいの女生徒が浮うかび上がる。ジェシカ登場だ。

「これは……」

　秋津君はつぶやきながらジェシカを見つめている。む、あまり驚いていないようだ。

「彼女はこの学校のマスコットみたいなもの。ホログラフィーって奴やつ」

　まあ、正直ホログラフィーがなんなのかについて私はよく分かって無い。けど、わからなくてもジェシカと会話するのには困らない。

「この学校の建物の中なら、どこでもジェシカを呼べるの。主な目的は来客用の道案内。でも、生徒はみんなジェシカと話せるよ」

　ジェシカは私達と同じ制服を着ている。ただしブレザーの色は桜色ではなく澄すんだ水色。金きん髪ぱつに青の瞳ひとみ。そして肌はだが白い。欧おう米べい人風の外見は外国人の来客が多いから、らしい。

「ジェシカ、彼を理事長室まで案内してあげてくれる？」

　彼女は首を少しだけ傾かたむけて柔やわらかく微笑ほほえんだ。腰こしまであるストレートの金髪が揺ゆれる。

『かしこまりました。お名前を教えて頂けますか？』

　人間味のある声。ちょっとボワッと聞こえるけど、とても機械のものとは思えない。

　秋津君は見つめたまま。見とれてるのか？　確かに美人だけどもさ。私は背中をつついた。

「ほら、聞かれてるよ、名前」

「え？　あ、ああ。秋津安芸、です」

『秋津安芸様ですね。伺うかがっております。理事長がお待ちですので、どうぞこちらへ』

　よし、これで私の役割は終わりだ。私は秋津君の肩かたをトントンと叩たたいた。

「あとはジェシカに付いて行けばいいから。じゃあ、またね、秋津君」

「うん……。……あ、ちょっと待って」

　引き留められるとは思って無かったので、私はちょっと体勢を崩くずしながら振ふり返る。

「なに？」

「ああ、ええと、案内してくれてありがとう」

「どういたしまして」

「お礼をしないと」

「は？」

　つくづく変な子だな。欧米スタイルか？

「さっきの話を秘密にしてくれるなら、それでいいよ」

「それじゃあお礼をした事にならないよ。なにか欲しい物とか、食べたい物とかない？」

　食べ物、ねえ。後で奢おごってくれるのかな？

「うーん、ストロベリー味のガムなら、食べたいかな」

　ためしに言ってみる。ホントに奢られたりしたら困るので、安めの物をチョイス。

　すると、秋津君は胸ポケットから何かを取り出した。取り出した物はチューインガムだった。え？　持ってるの？

　そしてチューインガムに向かって、私に聞こえないくらいのささやき声で、早口でなにかつぶやきかけた。

　まるで呪じゆ文もんを唱えているみたいだなと、私は思った。何故なぜか、そう思ったのだ。

　つぶやき終わると彼は、器用に包装紙と銀紙を半分だけ剝むいて、むき身になったチューインガムを私の口に素す早ばやく差し込んだ。

「はむっ」

　考える暇ひまも無く反射的にくわえる。口の中いっぱいにストロベリーの香かおりが広がる。

「たまたま持ってた。これで貸し借り無しという事で。ジェシカ、案内してくれる？」

『了りよう解かいしました。秋津様、こちらです』

「その『様』っての、どうにかならない？……」

　秋津君はジェシカと話しながらスタスタと廊ろう下かを歩いて行った。

　私は、不思議な男の子にくわえさせられた、半分銀紙が被かぶったままのガムを嚙かんだまま、少しの間そこで呆ぼう然ぜんとしていた。

『れしあの会』の事を一発で見破った彼。目の前でストロベリーガムを取り出し私の口に突っ込んだ彼。私の頭の中では言いようの無い感情が桜の花のように舞まい踊おどっていた。

「……あ、ＨＲの時間、もう過ぎちゃったかな……」

　でも、もう少しだけこの状態でいたかった。ちょっとだけ心地ここちが良い。特に理由は無い。

　特に理由は無いけど、鼓こ動どうが、少し、速くなっていた。





６　僕が理事長室の扉とびらの前に立つと、ジェシカはこちらを向いて深々と一礼した。






　そして光に包まれるように姿が消えていった。なかなか演出が効いている。

「さて」

　僕は深くため息をついてから扉をノックする。無言。もう一度ノック。やはり無言。これを言い訳に、そのまま帰る訳にいかないだろうか。いかないだろうな。無む駄だな事を考えつつ、ドアノブに手をかける。

　中に入ると正面に大きな応接セットが並び、その奥に巨きよ大だいなマホガニーの執しつ務む机が配置されている。机の後ろに巨大な椅い子すがあるが、そこには誰だれも座っていない。留守か？

「おかえりなさい、ア・キ・く・ん♥」

　耳元で囁ささやかれ、背筋をぞくりと悪お寒かんが駆かけ抜ぬける。後ろ!?　気配がしなかったぞ！

　声の方を向く。彼女が立っていた。彫ほりの深い整った顔立ち、美しい笑え顔がお。青く澄んだ瞳が、獲え物もの──つまり僕──をまっすぐ捉とらえている。真しん紅くのスーツが完かん璧ぺきな体のラインを隠かくし切れず窮きゆう屈くつそうだ。ソバージュがかった栗くり色いろの髪かみが、僕には幾いく筋もの蛇へびの群れのように見えた。

「た、ただいま」

　そう言いながら、姉から一歩離はなれようとした。その途と端たん、タイトスカートからこぼれそうな太ふと股ももが器用に回転し、僕の膝ひざ裏に一いち撃げきを加える。不意の攻こう撃げきに、体勢を崩しよろける。すると、よろけた先に彼女が先回りしていて、僕はそのまま彼女の胸むな元もとによりかかった。

「……また、このパターンか」

「まだまだアキくんは甘いなあ♪　どんな行動でも、二重三重の保険をかけておくものよ♥　もちろん、そこが可愛かわいいんだけどね♥」

「……肝きもに銘めいじます」

「それにしても大きくなったわねえ。アキくん♥」

　姉は嬉うれしそうに僕の名を呼びながら、両手で僕の頭を抱だきかかえて、ぎゅうぎゅう胸に押さえつけた。端たん的てきに言おう。息が苦しい。あえぎあえぎ助けを乞こうた。

「ね、姉さん、息が、で、きない」

「No good.『姉さん』じゃなくて『絵え里り子こ』でしょ？　私とアキくんの仲じゃな～い」

　姉を「姉さん」と呼べないのはどんな仲なんだ。しかし反論してたら窒ちつ息そく死ししてしまう。

「わ、わかったから、絵里子さん、離して。く、くるし」

「No good.『絵里子さん』なんて他た人にん行ぎよう儀ぎなのは、ダ・メ。うーん、まあ今日はこのくらいにしておいてあげようかな～」

　姉さんはようやく僕を解放してくれた。ぜえぜえと息をする。彼女は嬉しそうに言った。

「これからは毎日だって二人の愛を確かく認にん出来るものね♥」

「いや勘かん弁べんして下さい」

　何故この姉はここまで弟かわいがりなんだろうか。というか、ある種のイジメなのでは？

　スキンシップに満足したのか、姉さんは執務机に戻もどり黒革の椅子に腰こし掛かけた。

　僕は息を整えながら机の前に立った。机の上のプレートには「周す藤とう絵里子理事長」と書いてある。我が姉の現在の肩かた書がきだ。

「周藤姓を名乗ってるのですね。秋津の家に戻ってきているのに」

「どっちの名字を名乗ろうと私の自由♪」

　姉さんは歌うように言った後、突とつ然ぜん口調を変えた。

「改めて、北凰学園へようこそ、秋津安芸」

　まるで別人かのように雰ふん囲い気きもガラリと変わる。笑ってはいるが眼光は鋭するどく、指先が優ゆう雅がかつ妖よう艶えんに机をなぞる。外見が、仕草が、大人の女性と言うに相応ふさわしい風格を醸かもし出していた。

「よく戻ってきてくれたね。君が帰ってくるのを待っていたよ」

　これは、姉さんが言うには「外向きモードへのチェンジ」だそうだ。いつもの事ながら、このギャップには眩暈めまいを覚える。あらゆる女性は二面、いや多面性を内に持っている事を、僕はこの人から学んだ。

　僕が黙だまっていると、姉さんはくすりと笑って続けた。

「さて、安芸」

「なんでしょうか」

「まずは言い訳を聞こうか」

「なんの事ですか？」

「『姉さんをなんとか説得して英国に帰る』為ための言い訳。他ほかにないだろ？」

「…………」

　駄だ目めだ。この人には勝てない。分かっていた事だ。早々と白旗を揚あげよう。

「この部屋に入る前までに53個考えましたが、全すべて廃はい案あんにしました」

「よろしい。では、なにか質問はある？」

「……『ある』？」

　その言葉で頭のヒューズが飛んだ。修練が足りないと思うのはこういう時だ。

「『ある』どころじゃないですよ！」

　思わず机に両りよう腕うでをついて乗り出し、一気にまくし立てた。

「姉さんは『春までに日本に帰って来い』のメール一本で僕の人生設計を無に帰するつもりですかっ!?　僕はあっちでやりたい研究が山ほどあるんです！　なのに気がつけば英国のあらゆる機関に手が回っていて、もう承服せざるを得ない状じよう況きようになってた！　姉さんの仕し業わざなのは分かってます！　こんな事を出来る人は他にいないんですから！　しかし、何故なぜ、僕が、こんな目に、遭わなきゃ、ならないんですか！」
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　青の瞳ひとみを真正面から睨にらみ付ける。姉さんは眉まゆ一つ動かさずに、つぶやくように答えた。

「イドがね、脱だつ獄ごくしたんだ」

　全身の肌はだが粟あわ立だつ。その名前を聞いた途と端たん、感情の沸ふつ点てんを一気に突とつ破ぱしそうになる。気づくと拳こぶしを握にぎりしめていた。体中の筋肉が緊きん張ちようしている。目を閉じて、意識を保つ。落ち着け。

　体から緊きん張ちよう感かんを追い払はらいながら、ゆっくり目を開ける。大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だ。姉さんは、僕をずっと見つめている。その瞳がちょっと沈しずんで見えた。その瞳が何を意味しているのか、その時の僕にはわからなかった。

「安芸」

「わかっています。そうじゃなきゃ僕が呼ばれる理由なんて無いんですから。大丈夫です」

「そうか。では始めよう」

　そう言って姉さんは立ち上がった。顔から微笑ほほえみが消える。右手を広げて僕の胸元に向けてかざし、そして言った。

「《蒼マーレ》の血を継つぐ者、秋津安芸よ。身の証あかしを立てよ」

　それは神話の時代から伝わる儀ぎ式しきだった。僕は左手を握って胸の前に置き、そして答える。

「我は《血族クラン》の一つ、《蒼マーレ》の血を継ぐ者。我は秋津安芸。我は、《論理ロジカル魔術師・メイガス》」




　論ろん理り魔ま術じゆつ師し。これが僕の真の肩書き。神話の時代より受け継がれてきた魔ま術じゆつの知識と力を行使する《蒼マーレ》の《血族クラン》の末まつ裔えい。論理魔術師秋津安芸、それが僕。

　論理魔術は、万ばん物ぶつが持っている《可能性ルウキス》を、呪じゆ文もんを紡つむぐ事によって活性化させ、増ぞう幅ふくあるいは変へん換かんする事によって、あらゆる事象を使し役えきする異能の力だ。

　論理魔術師は職業の名前ではない。《血族クラン》の末裔は生まれながらにして論理魔術師であり、それを辞する事は不可能だ。『血が論理魔術を使うんだ』と良く父親に言われた。だから一族の血を引かない人間には、ある例外を除けば、論理魔術を使う事が元々出来ない。

　もちろん、血だけで魔術が使えるようになる訳ではない。理論を学び、呪文を紡ぐ修練を積んで、かつ魔術を実行出来るだけの環かん境きようを整える必要がある。《血族クラン》はそれらを提供し、そして外部からそれらを隠いん蔽ぺいする。論理魔術の存在は本人達を除けば、ごく一部の人間以外には存在すら把は握あくされていない。

　論理魔術の存在を世界から隠かくし通す。そして同時に末代までこの能力を継けい承しようさせる。これが我々《血族クラン》の重要な役割の一つだ。

　そしてもう一つの重要な役割がある。




　姉さんは僕に手をかざしたまま続けた。

「《盟ギアル約・タナス》を唱えよ」

「我らは《論理ロジカル魔術師・メイガス》。我らはこの世果つる時が来るまで、人間と共に歩きそれを守る者」

「よろしい。では《論理ロジカル魔術師・メイガス》秋津安芸に命ずる。《鴉ノツクス》の一人、イドを探し、これを倒たおせ」




　もう一つの役割、それは祖先より継承されたこの超ちよう常じようの力を用いて、人類の天敵である《鴉ノツクス》を討うち、人間を守る事。戦いは現在も続いている。そして多分この先もずっと。




　僕は握っていた左手を広げて胸に当てて答える。

「我は《鴉ノツクス》の一人、イドを探し、これを倒す。その命を果たす事を、我はここに誓ちかう」

「《蒼マーレ》の血に賭かけよ」

「《蒼マーレ》の血に、賭けて誓う」

「よろしい。契けい約やくの光との接せつ吻ぷんを以もつて、その誓いが成されたものとする」

　姉さんのかざした手が、柔やわらかい光に包まれる。僕はその手を取り、まるでその光を吸い込むかのように、手ての甲こうにキスする。

　すると光は集束し、そして消えた。僕は顔を上げ、ゆっくりと手を離はなす。儀式は以上だ。

　姉さんの表情が和やわらいでいた。

「立派になったな。安芸」

「それはどうも」

　彼女は椅い子すに座り直し、僕を見上げた。

「イドは安芸に復ふく讐しゆうしに来るだろう。それを迎むかえ撃うつ。ここなら、安芸をサポート出来る」

　北凰学園は、秋津家が管理している論理魔術研究施し設せつの一つだ。姉を含ふくめ仲間の魔術師も数名いるし、秋津の家のスタッフが多く常じよう駐ちゆうしている。設備も揃そろっているので僕も動きやすい。

　姉さんは少し顔をほころばせて続けた。

「まあそれに、日本の高校生と一年間交流してみるのも人生経験としては面おも白しろいと思うよ」

「面白い面白くないで交流されたら、彼らの方が迷めい惑わくでしょう」

「どうかな？　彼らは意外とそういう所をちゃんと楽しめるから」

「どういう意味ですか？」

「いずれ分かる。まあ気にするな。安芸には選せん択たく肢しなんて最初から無いんだから」

　それもそうか……。あきらめの気持ちが相まって、緊きん張ちようが解けてきた。軽く息を吐はく。

「わかりました。やりますよ」

「そう言ってもらえると助かる。私も無む理り強じいはしたくないからな」

　これまでの経けい緯いが無理強いじゃ無いとでも言うつもりかと思ったけど黙だまっていた。

「ところで安芸、さっきのはどうやったんだ？　お前ガムはブルーベリーしか嚙かまないだろ」

　見てたのか？　それとも盗とう聴ちよう器き？　どっちの回答が来るのも嫌いやだったので、黙って胸ポケットからブルーベリーのチューインガムを一枚出して空中にかざし、呪文を紡ぐ。




「《材質変換▽味覚成分[image: ]ストロベリー◇即時発動》」




　言葉を連ねた直後、僕の右手から青白い光の泡が湧き上がる。魔術発光だ。

　青い光の泡は結合と分裂を繰り返しながら僕の右手を離れて上昇し、やがてブルーベリーガム上で、直径５センチほどの小さな光の円環──魔ま法ほう陣じん──として安定した。

　複雑な紋もん様ようから構成された魔法陣は、ゆっくりと回転しながらブルーベリーガムを通過する。先さき程ほど播機さんの前でやった時は、魔術発光が彼女に見えないように手で隠していたのだ。

　魔法陣は僕がつまんでいるガムの根本まで下りて、そして消えた。見た目は何も変わってないけど、ストロベリーガムの出来上がりだ。僕はガムをマホガニーの机に放り投げながら言った。

「無からガムを生み出すのは困難ですが、味を変える事くらいは簡単に出来ます。我々、論理魔ま術じゆつ師しならね」

「人前で簡単に魔ま術じゆつを使うなよな。《完結したフオル・円環キアカル》が怒おこるぞ」

「気を付けましょう」

「真しん剣けん味みに欠ける答えだな……。まあいい。詳くわしい話は後で葉は山やま先生から聞きなさい。もうすぐここに来る事になってる。彼女はどうしてる？」

「彼女？　ああ、香か音のんの事ですか。別行動です。あいつももうすぐここに来ますよ」

「ならいい。それともう一つ」

「まだあるんですか？」

「いや、イドとなにか関係あるかもしれない。今朝、図書館でちょっとした事件があってね……」





７　私は教室に駆かけ込んだ。２─Ｄ、今日から新しい教室だ。






　ガムはもう嚙んでない。入るなり私を名指しする声が飛んでくる。

「遅おそいぞー、遙」

　声の主が近寄ってくる。宮みや原はら美み奈な。私の親友の一人だ。

「おはよう美奈。色々あって遅くなっちゃった。間に合ったのかな？」

「何故なぜか、間に合った。他ほかのクラスはＨＲが始まってるのにウチだけ担任が到とう着ちやくしてない」

　側に立つ彼女を見上げる。美奈は私より５センチも背が高い。腰こしまで伸のびたストレートの黒くろ髪かみと細ほそ面おもての顔立ちから、良家のお嬢じよう様さまのように見えるし、実際良家のお嬢様なのだ。しかし、割と男っぽい喋しやべり方と明るい性格が外見とのギャップを生み、女生徒のファンがやたらと多い。

「担任って、葉山先生の事？」

「じゃない？　クラスが同じで担任だけ変わるって事は無いだろ」

「そうだよね」

　この高校では１年から２年になるときにクラス替がえが無い。私も美奈も１─Ｄからそのまま上がってきている。１年生の時の担任は葉山先生。今年も多分同じだろう。

　教室を見み渡わたすと、去年と同じクラスメイトが適当に集団を作って、立ったままお喋りしている。まだ席が決まって無いのだから無理も無い。私も彼らにならって適当な机にカバンを置き、そこに腰こし掛かける。美奈が私の側に立って嬉うれしそうに人差し指を立てた。

「しかし遙、喜びたまえよ」

「なにを？」

「新学期早々遅ち刻こく記録を作る名めい誉よを授さずかったのは遙では無いという事をだよ」

「え？　私より遅い人がいるの？」

「うん。驚おどろくなよ。なんとあの無遅刻無欠席の石いし丸まる矢やノの歌かがまだ来ていないのだ！」

　素す直なおに驚いてしまう。顔に出たかもしれない。矢ノ歌が遅刻？

「……どうしたのかな？」

「さあ？　間ま違ちがって１年の教室行っちゃったんじゃない？」

　そう言って美奈は笑った。つられて私も笑う。ひとしきり笑った後、美奈は指を一本立てた。

「更さらにだな、遙。もう一つニュースがある」

「なに？」

　美奈はふふんと得意そうに笑い、立てた指を振ふりながら説明する。

「聞いて驚くなよ。いや、むしろ驚け。なんと、この２─Ｄに転校生がやってくるのだ！」

　すぐさま、さっき会った男の子の事が頭に浮うかび上がる。

「あ、その子ならさっき会ったよ」

　美奈が、得意そうに揺ゆらしていた肩かたと指を停止する。攻こう守しゆ交代。今度は私のターンだ。

「名前は秋津安芸君、年は17歳って言ってたけど、２年に編入するならダブリなのかな？　イギリスから来たって言ってたからそういうのもあるのかも。背はけっこう高くて、１８０センチくらい。スーツっぽい服を着てた。ちょっと高そうな奴やつ。カバンは革製で、ちょっとビジネス用っぽかったかな。あまり学生が持ち歩く感じじゃなかった。靴くつは焦こげ茶ちやの革かわ靴ぐつで、左足の先っぽがシミになってた。多分、雨の日に濡ぬらしてそのままにしたんじゃないかな。そういえば、ネクタイのデザインがちょっとというかかなり変わってて、配色は──」

「遙、遙。分かったから、ちょっとストップ」

「え？　なに？」

「そんなに細かく説明する必要はこれっぽっちも無い」

　あ、しまった。またやってしまった。悪い癖くせ。舌を出して謝意を示すと美奈は笑った。

「しかし遙の記き憶おく能力は相変わらず凄すごいな。どうせ、その男の子とは数分も会って無いだろうに、よくそこまで覚えられるな」

　美奈に改めて感心される。私にはちょっとした特技があるのだ。

　簡単に言えば、私は人より記憶力が多少良いのだ。一度見た光景は、必要であればいつでも寸すん分ぶん違たがわず思い出せる。美奈はそれを特とく殊しゆだというけど、私は単にコツの問題だと思っている。

「うーん、でも、やろうと思えば誰だれでも出来ると思うよ」

　私の主張を、いつものように美奈は手を振って否定した。

「遙のは次元が違ちがうよ。去年の蔵書整理の時だってそうだったじゃない。棚たなから出した本、他の人は目録でチェックしながら一冊ずつ本ほん棚だなに戻もどしてたのに遙だけ何も見ないで次々としまってたもんね。あれはつまり、どの本がどこにあったのか全部覚えてたって事でしょ？」

「……そうです」

　それほど役に立つ特技とも思えないのだが、意識してなくても興味のあるものは自然と覚えてしまうので、例えば蔵書整理とかでは便利だったりする。

「それに、英単語の暗記が趣しゆ味みの女子高生なんて世界中探しても遙くらいだよ」

「えー、そんな事ないよ」

　ホントは英単語だけじゃなくて６カ国語が趣味の対象なのだが、それは言ってない。

「ふむ。しかしおかしいな。遙が会った男子が転校生の筈はずが無い」

　話題が元に戻った。記憶能力の話はあまりしたくないので助かる。

「え、なんで？」

「私が朝イチで仕入れた情報では、転校生は女子の筈だ。遙、幽ゆう霊れいでも見たか？」

「ええ？　そんな筈無いよ。男の子だよ。しゃべったし、ストロベリーのガムももらったよ」

　私はブレザーの左のポケットから今朝もらったガムの包装紙を取り出して、美奈に見せた。

「ん？　これ、ブルーベリーガムじゃないか？」

「あれ？　ホントだ」

　秋津君がくれたチューインガムの紙にはブルーベリー味と書いてあった。だが、先さき程ほどまで嚙かんでいたのは確かにストロベリー味だった。ん、どういうこと？

「まあそんな事は別にいい。それよりもだ」と、美奈はまた話題を戻そうとした。

　ちょうどその時、扉とびらがガラリと開き、パタパタと特とく徴ちよう的な足音が駆かけ寄って来た。音だけで誰が来たのかわかる。やっかだ。

「はうー！　間に合ったー！」

　小さな身長とそれにふさわしいウィスパーボイスが聞こえる。石丸矢ノ歌。私は「やっか」と呼んでいる。その身長に童顔が相まって、制服を着ていなければ高校生には見られないだろうというのが私と美奈の共通見解だ。

「矢ノ歌ー。遅おそいぞー」と、美奈が肩で息をしているやっかに声をかける。

「あー、みーちゃんおはよー。はるちゃんもおはよー」

　くりくりした瞳ひとみが私と美奈を交こう互ごに見つめる。「みーちゃん」は美奈、「はるちゃん」は私の事だ。私はやっかに笑いかける。

「おはよう、やっか。今日遅かったね、どうしたの？」

「ねぼうー。起きたら目覚まし止まってたのー。あうー」

　ちょっと落ち込んだ顔。あまりの愛くるしさに抱だきしめてしまいたくなる。そうか、寝ね坊ぼうか。確かに髪かみがちょっとセット仕切れてない。首筋で揃そろえてある髪の毛けをなでつけてやる。

　やっかはカバンを置くと、くるりと回ってこちらを向き、興奮気味に喋しやべった。

「ねえ！　はるちゃんもみーちゃんも聞いて！　来る途と中ちゆうで、すっごく可愛かわいい女の子見たよ！　葉山先生が案内してたから、転校生だと思う！」

　美奈が私を見る。そして芝しば居いがかった感じで勝ち誇ほこったように手をかざした。

「というわけだ。遙。やはりお前の見み間ま違ちがえだな。転校生は女子だ」

「いやいやいやいや、もっと簡単な解法があるでしょ美奈。転校生は二人いるんだよきっと。私が見た男の子と、やっかが見た女の子の二人」

「ふむ、じゃあウチのクラスに来るのは女子の方という事か」

「なんの話？　男の子って？」

　やっかが上うわ目め遣づかいに問いかける。私が秋津君の話をしようとした時、また扉がガラリと開いた。去年の担任だった葉山先生が、教室の生徒に呼びかけながら入ってくる。

「はーい、みんな席についてー。あー、席は、とりあえず去年の時と同じ場所に座ってくれ」

　入り口をくぐる葉山先生の後ろから二人、男の子と女の子が入ってくる。二人は教室の隅すみっこに立った。ちょうど、私のすぐ近く。男の子の方は見知った顔だ。

　先生の登場で一いつ瞬しゆん静まった教室がまた大きくざわめく。

「うるさいうるさい。わかったから、とりあえずお喋りをやめて、席につきなさい」

　私は小声で、男の子に声をかける。

「よっ。秋津君」

　彼は私を見て、少し目を開いた。驚おどろいているようだ。

「ええと、播機さんだっけ。ここのクラスなの？」

「うん」

「そうか……。こういうの日本語でなんて言うんだっけな」

「『偶ぐう然ぜんの一いつ致ち』とか、『奇き遇ぐう』とか？」

「いや、そうじゃないな。……ああ、思い出した」

「なに？」

「『お気の毒に』」

「え？」

「気にしないで」





８　葉山先生が教きよう壇だんに立ち生徒達を席に座らせる。僕と香音はその後ろに立っていた。






「えー、まず転校生を紹しよう介かいするぞ。笠かさ木ぎさん、自己紹介よろしく」

　葉山先生の言葉に、香音は「はい」と答えて一歩前に出る。そして口を開く。

「笠木香音です。よろしくお願いします」

　深々と礼をする香音を見ながら僕は、やっぱり制服を用意出来なかったのはマズかったかなと考えていた。

　香音の服は常に特注の為ため、北凰学園の制服をすぐに用意出来なかった。なので今は、二年前まで日本にいた時に着ていたセーラー服を出して着せている。首には巨きよ大だいな白いヘッドフォンをかけている。肌はだが白く、髪も染めているので、全体的なイメージが「白」で統一されている。まあ、別に意図してそうした訳ではなく、これは香音の趣しゆ味みだ。

　香音は顔を上げた。整った顔立ちの中で多少柔やわらかい表情を持った目が、クラスを見み渡わたす。生徒同士が小さく話しているのが聞こえる。

「はい、転校生の紹介はおしまい。笠木さん、あそこ空いてる席に座って」

　香音がスタスタと歩いて席に着く。徐じよ々じよに教室全体がざわつき始める。妥だ当とうな反応だ。だって僕が紹介されていないのに転校生の紹介が終わってしまったのだから。

　葉山先生は構わず続ける。

「実は、今年は僕はこのクラスの副担任をする事になった」

　そして僕の方を手で指し示す。

「ここにいる秋津安芸先生が、君達の担任になる」

　一瞬の沈ちん黙もくの後、たちまち教室内が大おお騒さわぎになる。無理もない。自分達と同じ背格好の男の子が、自分達のクラスの担任だと聞いたのだから。

　日本に戻もどるのは了りよう解かいした。仕方が無い。ただし英国でやっていた研究は続けさせて欲しいという僕の要求に対し、姉さんが出した条件は「日本で教師をする事」だった。曰いわく「働かざる者食うべからず」との事。なんだそれ。

　まあ、研究施し設せつがあるのは国内ではこの学校だけだし、生徒として学校に通うよりは、多少の雑務が増えても教師特権が使える方が効率的だろうと判断して、僕はその条件を吞のんだ。

「静かにー、静かにしろー」

　葉山先生が声を張ると、たちまち騒そう音おんが収まる。

「じゃあ、秋津先生、挨あい拶さつお願いします」

　先生の声は、わずかに笑っているように聞こえた。この事態を楽しんでいるようだ。

　僕は交代して教壇に立った。そして、これから一年間、僕に担任される貧びん乏ぼうクジを引いた生徒達を右から左まで眺ながめる。その時、意外な事に気づいた。

　彼ら彼女らの瞳ひとみに映っているのは疑念でも困こん惑わくでも無く「好こう奇き心しん」だった。いつのまにか教室は期待を含ふくんだポジティブな緊きん張ちよう感かんに満ちていた。彼ら彼女らは、何かが起きようとしているこの状じよう況きようを一瞬だって見のがすまいと、僕を見つめている。

　なるほど、「彼らは分かってる」ね。姉さんの言った意味が分かった。彼らはあらゆる事態を楽しむ為の柔じゆう軟なん性が卓たく越えつしている。確かにこれならやりやすそうだ。

　もちろん皆みなが皆そうだという訳では無い。好奇心とは真逆の表情を見せている生徒もわずかにいる。そのウチの一人が既すでに見知った女の子だった為、僕はちょっとひるんだ。

　彼女は呆ぼう然ぜんとしているというか、気が抜ぬけた顔をこちらに向けている。播機遙さんだ。仕方ない。誤解を与あたえるような言動をしたのは僕なのだし。深く考えない事にしよう。

　ええと、自己紹介だ。教壇に両手をつき、高圧的に見えるかなと思ってすぐにその手を離はなす。行き場の無い両手をぶらぶらさせる。授業の時は白衣でも着て、ポケットに手を突つっ込んでおきたいなと思った。

「本日より一年間、皆さんの担任をさせてもらう事になりました秋津安芸と言います。見ておわかりかと思いますが、僕は現在17歳です」

　また教室がざわめき、葉山先生が抑おさえる。

「皆さんの困惑はごもっともです。はっきり言うと実は僕も同じ気持ちです。しかし、世の中には、自分の意思では、どうしようも出来ない大きな流れというものがあるようで、それに巻き込まれるといくら抵てい抗こうしてもやるだけ無む駄だだったりしまして……」

　いかん、勢いに任せて喋しやべってると愚ぐ痴ちモードになってしまう。軌き道どうを修正しよう。

「……今のは忘れて下さい。ええと……。うん。さっきも言いましたが僕は今17歳です。君達と同い年か、一つ上くらいの筈はず。人生経験的には君達となんら変わる所が無い。だから年長者からのアドバイスみたいな事はとても出来ない。そういうのは葉山先生にお任せします」

　生徒達から小さく笑いが起こる。葉山先生も笑って頷うなずいている。

「僕に出来る事はあまり多く無い。出来る事があるとすれば……」

　何十もの瞳が体を貫つらぬく。彼らの期待に応こたえる事は僕には荷が重い。大きく息を吸う。

「……出来る事があるとすれば、君達と一いつ緒しよに悩なやむ事ぐらいじゃないかと思います」

　喋り終わると同時にチャイムが鳴り、生徒達の会話が教室を満たす。ガタガタと椅い子すが動く。その中の一人──播機さんの後ろの席の女生徒──が「はい」と声をあげて挙手した。葉山先生がそちらを見る。

「はい、宮原さん。なに？」

「秋津先生に質問する機会はありますか？」

　葉山先生はこちらを見た。僕が代わりに答える。

「ええと、宮原さん、だっけ」

「はい、宮原美奈です」

「宮原さん。質問をリストにしてもらえる？　他ほかの人もあったらそれもまとめて」

「はい。いつ頃ごろお持ちすればいいですか？」

「いつでも。出来るだけ早く回答します」

「わかりました。ありがとうございます」

　宮原さんはお辞じ儀ぎをして座り、さっきから硬こう直ちよくしている播機さんの肩かたを軽く叩たたいた。その行動の意味が僕には分からない。まあいいか。

「もういいかな？　知ってると思うけど図書館でボヤ騒さわぎがあって、その対応で予定が全体的に遅おくれてる。始業式の開始は30分遅れて１時間後だから。それまでは教室で待機。外そと出てもいいけど、10分前までには戻もどっておけよ。ではＨＲは終しゆう了りよう」

　葉山先生の一言で教室の空気が休きゆう憩けい時間モードに切り替かわる。早さつ速そく、香音の方に先さき程ほどの宮原さんと別の女生徒が歩み寄って、楽しそうに話しかけていた。順応性が高くて助かる。

「秋津先生、先生は研究室にご案内します」

「はい」

　葉山先生について教室を出る直前、一つ忘れていた事に気づく。振ふり返って香音を呼ぶ。

「そうだ、笠木」

　休憩時間モードだった教室がもう一度静まり返る。あれ？　今なんか変な事言ったかな？　あ、名字で呼ぶのは堅かた苦くるしかったかな？　それとも生徒に対して呼び捨てするのがマズいとか？　だが言ってしまったものは仕方がない。

　香音はこちらに微笑ほほえみながら答えた。

「はい、なんでしょう、安芸先生」

　この返答が更さらに意外だったらしく、教室が更に変な空気に包まれて行く。ファーストネームで呼ぶのもまずいのか？　色々めんどくさいな。

　僕は教室中の注目を集めているのを自覚しながら会話を続けた。

「始業式が始まる前に、一度僕の研究室に寄るように」

「わかりました」

　視線が痛かったので逃にげるように扉とびらをくぐる。僕が外に出た途と端たん、何故なぜか室内が大おお騒さわぎになったようだが、無視する事にした。葉山先生に付いて研究室に向かう。





９　私と美奈とやっかは、転校生の笠木さんを囲んで立ち話をしていた。






「はい、みーちゃん、あーん」

「はむ」

　やっかが家で焼いて来たクッキーを差し出し、それを美奈がやっかの指ごとくわえる。

「ちょっ、ちょっとみーちゃん、指舐なめちゃ駄だ目めだよう！」

「むふふ」

「お二人は仲がよろしいのですね」

　笠木さんが静かに感想を述べる。美奈は笑え顔がおでやっかの首に腕うでを回して彼女を抱だき寄せた。

「そう！　私達は愛し合っているからな」

「ああ。そうなのですか。お二人は愛し合っているのですか」

「ちょ、ちょっと、笠木さん本気にしちゃ駄目だよう！　みーちゃんも、あの、腕、どかして～」

　抱き寄せられているというか押さえつけられている体勢で、やっかが必死に否定すると、美奈が少し口を尖とがらせる。

「なんだよ～、私を愛してないと言うのかお前は～？」

「え～困らせないでよ～。あう～」

　こんな感じでさっきからどうでもいい話が延々展開していた。美奈とやっかは次々と笠木さんに質問を投げては、その返答を楽しんでいた。休憩時間の過ごし方としては十分有意義だ。

　しかし、私は頭がフル回転中で、三人の会話をさっぱり聞いていられなかった。

「おーい、遙。聞いてるかー？　さっきの質問の奴やつ、先生を見つめたまま硬直してた遙の為ために、気を利きかせて提案してあげたんだぞ？」

「みーちゃん、いつもの事だよう。きっと後で図書館行くんでしょ。はるちゃん、本の事になると他はなーんにも見えなくなっちゃうもん」

[image: ]

　二人の声が少し遠くに聞こえる。やっかの言う通り、今は他の事を考えている余よ裕ゆうがない。なにが「遙の為に」なのか、「気を利かせて」がドコにかかっているのかは多少気になったが、それどころでは無かった。

　さっき、秋津先生が自己紹しよう介かいをしている間、私の頭の中は巨きよ大だいな感情が渦うずを巻いていた。

　一言で言えば、恥ずかしい！！！

　確かに、今朝会ったとき、彼の言動は微び妙みようにずれていた。私は転校生だと思いこんでいたが、彼はＹｅｓとは一度も答えなかったではないか。私は、単に帰国子女が日本語に慣れて無いせいかと勝手に結論づけて、好き勝手に喋しやべってしまった。

　恥ずかしい。猛もう烈れつに恥ずかしい。彼は大人側の人間だったのだ。私が日ひ頃ごろ不干かん渉しようを貫つらぬいているコミュニティに属する人間だったのだ。にもかかわらず、私はいくつかの我々のコミュニティの秘密を、得意げに喋ってしまった。

　彼に対して怒いかりは湧わかない。間ま違ちがえたのは私なのだ。だからこそ恥ずかしい。顔から蒸気が噴ふき出そうだ。今すぐ逃げ出したくなる。どこへ？　どこだっていい！

　落ち着け。羞しゆう恥ち心しんに身み悶もだえている場合ではない。本日の懸けん案あん事じ項こうが二つに増えたというだけの話だ。内ポケットの中身の対応に加えて、後で秋津先生の研究室に行かなければ。

　ということは、一つ目の懸けん案あんを処理するタイミングは、今の休憩時間しかない。

「ごめん、ちょっと図書館行って来る」

「あいよ、行ってらっしゃい」

　美奈が呆あきれたように手を振る。すると笠木さんも柔やわらかい物もの腰ごしで言った。

「では、私は兄さんの所に行きますので……」

　そのセリフに美奈が悶もん絶ぜつする。笑いを堪こらえているようだ。

「『兄さん』！　『兄さん』て！」

「みーちゃん、失礼だよう。別におかしな事言って無いしー……」

　会話を後ろに聞きながら教室を飛び出し、自転車置き場を目指す。まずは図書館だ。秋津先生は放課後。図書館が先なのは、放課後になったら生徒が大勢いるかもしれないから。

　今すぐ秋津先生と顔を合わせて話すのが気き恥はずかしいからではない。もちろん違ちがう。





10　葉山先生が職員室に戻もどった後、僕は研究室で羽織る物を探していた。






　すると、すぐ横にジェシカが投とう影えいされた。

『秋津先生』と、ジェシカが口を開く。『笠木香音が入室許可を求めています』

「え？　研究室に入るのに許可が必要なの？」

　部屋の隅すみには段ボールが山のように積まれている。英国から送った私物だ。四つ目を開けて、ようやく目的の物を見つけた。

『はい。一いつ般ぱん生徒の立ち入りが制限されている部屋への入出は、全すべて私の管理下にあります』

　段ボールの中からビニールに包まれた白衣を取り出す。正確には魔ま術じゆつ衣だけど。

「わかった。入室を許可する」

『かしこまりました』

　ジェシカが消えると同時に、扉とびらが自動的に開く。香音が立っていた。

「入っていいよ、香音」

　香音が部屋に一歩入ると扉は閉まった。

　ビニールを剝はがして、白衣を広げる。サイズは若じやつ干かん大きめ。袖そで口ぐちに魔ま術じゆつ紋もん様ようが染めてある。

「さっき、なんか聞かれた？」

「宮原美奈さんに『秋津先生とどういう関係なのか』と聞かれました」

「想定質問13─Ａだな。宮原って、最後に質問してきた子だよね。ちゃんと答えた？」

「『兄きよう妹だいです』と答えた所、『何故なぜ名字が違うの？』と、想定質問16─Ｃが来ました」

「それで？」

「シミュレーション通り『血が繫つながってないから』と答えた所、教室内が５・３６秒沈ちん黙もく。直後に室内生徒の８３・７％が関連雑談を開始、その内６４・５％は笑っていました」

「？　なにそれ？」

「一般に言う『室内は爆ばく笑しようの渦に包まれた』という状態です」

「え？　なんで？　その設定って日本じゃ受け入れられないの？　そんなに不自然かな？」

「不明です。宮原さんが笑いながら『お約束過ぎる。もしかして二人暮らしとか』と言われたので、既定設定に即そくして『両親はイギリスにいるのでイエスです』と答えた所、机に突つっ伏ぷして動かなくなりました。この所作も意図不明です。検討をするにはデータが足りません」

「もう少しディテールに凝こるべきだったかなあ」

「今から設定を変へん更こうする事は困難です」

「そりゃそうか。もうこれで通すしかない」

「はい」

　やれやれ、噓うそをつくのも一苦労だ。僕は白衣の袖そでに腕うでを通しつつ、椅い子すに戻ろうとする。

「他ほかには？」

「会話ではありませんが、気になる事があります」

「なに？」

「一いつ緒しよに食事をした、播機遙という女生徒に魔術反応がありました」

　立ち止まる。播機遙に魔術反応？

「……種別は？」

「おそらくは物アーテイ体フアクトです。彼女の胸むな元もと、内ポケットから反応がありました」

「まいったな。彼女が今どこにいるかわかる？」

「急用があるとの事で、図書館に向かわれました」

　図書館。さっき姉から聞いた話を思い出す。播機遙。魔術反応。

　赴ふ任にん一日目から、嫌いやな予感がした。







[image: ４月８日　待機時間]





11　自転車を走らせて図書館にたどり着いた私は、息を切らせて自動扉をくぐる。






　エントランスの先に図書館と司書室の入り口が並んでいる。どちらも閉まっているが、私は図書委員長なので図書館の方の扉は開けられる。歩きながら天てん井じように向かって叫さけぶ。

「ジェシカ、図書委員特権、図書館の入室許可を求めます」

『播機遙さんの特権を確かく認にん。解かい錠じようします』

　小さな電子音がするのを確認して、両開きの扉のノブに手をかけ、ゆっくり開く。

　今日は一学期初日なので、図書館は放課後から開館になる。全ての窓にカーテンが下りていて、中は薄うす暗ぐらかった。もちろん誰だれもいない。中に入り、後ろ手で扉を閉める。

　入り口から更さらに一歩入ってそこで立ち止まり、ポケットから紙し片へんを取り出して目を走らせる。それは今朝、転校生だと思いこんでいた男の子に見せた本のリストだった。




『TUGUMI』　吉本ばなな

『アルジャーノンに花束を』　ダニエル・キイス

『たんぽぽ娘むすめ』　ロバート・Ｆ・ヤング

『スキップ』　北村薫

『ライオンハート』　恩田陸




「一冊ずつ見ていこう。まずは『たんぽぽ娘』」

　急に不安になったので、思っている事を声に出してみる。よし、大だい丈じよう夫ぶ。

　我が高校の驚おどろくべき大きさに輪をかけて大きいこの図書館は、だいたい四つの空間に分ける事が出来る。今私が歩いている入り口の周辺は生徒の自習用の大机が並んでいる。

　机の間を縫ぬって右に進むとその先に、届いてから１ヶ月以内の新刊書しよ籍せきを並べた棚たながある。『たんぽぽ娘』は先月私がリクエストして入れてもらった本なので、当然この棚にある。

「あった」

　あるに決まっている。今朝確かめたのだ。手にとって裏表紙をめくった。

　紫の花の押し花ばながされているしおりが挟はさまっている。手にとって眺ながめる。

「……アガパンサス」

　彼はこの花の花言葉を知っていた。恋こいの訪おとずれ。

　私が今日、早朝から図書館に来ていたのは、このしおりを本にはさむ為ためだった。そう、「れしあの会」の活動の一いつ環かんとして、だ。美奈が花を育て、やっかが押し花を作り、私がしおりにして本に挟む。そういうチームワークなのだ。

「次だ」

　新刊書籍の棚たなに本を戻もどして次の目的地に進む。ここからは本棚の森が広がっている。ここは、おおまかには辞典や資料など「小説以外」の本が並んでいるスペースだ。私はあまり読まない類たぐいの本だが、高校生の図書館としては、むしろこういう知識のベースになる本の方が、よりふさわしいのかもしれない。

　これらの本棚を抜ぬけると、突とつ然ぜん目の前に骨組みのみの螺ら旋せん階段が現れる。鉄、なのかな？　黒光りする古風なデザインで誰の趣しゆ味みだか疑問に思えるが、この図書館の雰ふん囲い気きにはよく合っている。二人が楽に並んで歩けるくらい幅はばが広い。

　この階段より奥、図書館の三分の一の部分は二階建てになっていて、下が日本文学、上が外国文学という感じに分かれている。二階へは、この螺旋階段が入り口となる。

　私は今朝通ったルートと同じように、まずは一階から回った。

　左右を本棚に囲まれ、かつ割と高いとはいえ天井があり、三方から圧あつ迫ぱくされている感じがして、私はこの一階部分があまり好きではない。閉所がちょっと苦手なのかも。

　ぱぱぱと三冊、『TUGUMI』『スキップ』『ライオンハート』をチェックする。どれもアガパンサスのしおりが挟まっている。今朝私が挟んだのだから当たり前なのだが。

「よし、二階だ」

　一いつ旦たん天てん井じようのある空間から抜けて螺旋階段を登る。ガンガンと足音が、誰もいない図書館に響ひびく。訳もなく恥はずかしくなり、早歩きで登った。

　到とう着ちやく。螺旋階段から一歩出て、くるりと振ふり返る。二階はテラスのような絨じゆう毯たん敷じきの通路が左右に続いていて、鉄製の柵さくの向こうに図書館を一望出来る。右側にはカーテンが掛かかった背の高い窓が並び、左側には入り口の大扉とびらが、正面の壁かべには貸し出しカウンターが見える。

　この景色が割と好きだ。だがいつまでも眺めていたら始業式が始まってしまう。急ごう。

　通路を窓方向に半分ほど歩いて目的の本棚の列に到着する。ここの通路側から二個目の棚に探している本がある。私は通路を折れて本棚の間を進んだ。

　手前から二個目、左手の棚の前に立つ。この本棚の上から三段目に『アルジャーノンに花束を』がある。左から数えて五冊目だ。それは間ま違ちがいない。私は一度見た物を忘れないのだ。

　四冊目と六冊目の間は、ちょうど本が一冊はいる隙すき間まがあった。つまり、『アルジャーノンに花束を』は、無い。

「うん。無いよね」

　だって、その本は、私の手の中で燃え尽きたのだから。




　朝、しおりを挟み込む為に、本棚から取り出した『アルジャーノンに花束を』は、突然本の隅すみっこに火が着いて、私の手の中で燃えだした。

　私は慌あわてて手を離はなした。すると本は空中で一気に燃え上がり、床ゆかに落ちた時には黒焦こげていた。

　なにが起きたのかさっぱりわからなかった。ただし──




「ただし、本を落とした拍ひよう子しに、これが、本から滑すべり落ちた」

　床についた焦こげ跡あとを見つめながら、ブレザーの内ポケットからそれを取り出す。横よこ幅はば10センチくらいの白くて小こ洒じや落れた封ふう筒とう。表面には手書きの文字が並んでいる。

「『れしあの会への招待状』……」

　確かにそう書いてある。そして、確かに、この封筒は『アルジャーノンに花束を』から滑り落ちた物だ。

　しかし、こんな物が存在する筈が無い。

「れしあの会」は、私と美奈とやっかが流行はやらせた作さく為い的な噂うわさなのだ。その目的は、失しつ恋れんした女の子に「泣ける恋れん愛あい小説」を読ませて思う存分泣いてもらう事。そして、アガパンサスのしおりを通じて、次の「恋の訪れ」に期待して失恋から立ち直ってもらう事だ。「れしあの会」などという集会に誘さそうつもりなど全くないし、そもそもそんな会は実在しないのだ。

　朝はとにかく何が起きたのかわからなかったので、もしかしたら全部夢だったんじゃないかと思って来てみた。しかし、やはり本は既すでに無く、地面には焦げ跡が残っていて、私の手の中には「招待状」がある。夢なんかじゃ無かった。

「誰だれがこんな物を……」

　封筒を開けて中身を見てみる事にする。明かりを点つけておけばよかった。今からでもジェシカに頼たのむか？　いや、明るい場所でこれを見たくない。なんとなく。

　封筒の中にはピンク色のカードが一枚入っていた。何も書いてない。裏返す。円えん環かんの中に、複雑な模様が描えがいてある。なんだろうこれ。

　模様を眺ながめていたら、突然視界がぼやけた。え、なに？

　封筒の上に水玉が落ちる。それは私の涙なみだだった。私はいつのまにか、瞳ひとみに涙を溜ためていた。

　心が締しめ付けられる。悲しい。とにかく悲しい。なにこれ。悲しい？　何故なぜ？

　感情が制せい御ぎよ出来ない。この模様を見たから？　でも何故？

　混乱したまま、封筒をもう一度表に向けた。

「……あれ？」

　何か書いてある。さっきは無地だったような……。声に出して読む。

「『誰かを愛したら、その分だけその人から愛されなければならない』……なにこれ？」

「文字通りの意味ですよ」




　突とつ然ぜん横から囁ささやかれて体がビクッとした。右を向く。

　そこに誰かが立っていた。いつのまにそこにいたのだろうか。それとも最初からいたのだろうか。まるで本ほん棚だなの暗くら闇やみが溶とけ出したかのように自然に、あるいは不自然に、そこに誰かが立っていた。

　涙でかすむ目をこすって、そちらを見る。体格から男だろうと思われる。黒色の、ローブというのだろうか、全身を布でくるんでいるように見える。頭もフードを深く被かぶっている。まるで、ゲームに出てくる魔ま法ほう使つかいのようだ。しかも悪い側の。

　フードから下半分だけ覗のぞいている顔が、こちらにニヤリと笑いかけていた。

　あからさまに怪あやしい。変質者かもしれない。とりあえず逃にげなければ。あるいは大声を。

　しかし、その時の私はそういう事を考えていなかった。この見知らぬ男に対し何故か全く敵意を感じず、むしろ、その話をもっと聞きたいと思っていた。この男が信しん頼らい出来るとすら、何故か思っていたのだ。

　黙だまっている私に対し、男は優やさしげに話しかけてきた。

「恋こいに破れた全すべての女の子は、その恋を取り戻もどす権利があります。私なら、そのお手伝いが出来ます。あなたが浮うかべているその涙を、喜びの涙に変える事がね」

「あなたは、誰……？」

　口から勝手に言葉が出る。頭がだんだんぼうっとしてきた。男は更さらに笑って答える。

「私は魔ま術じゆつ師し。ちょっとした《契けい約やく》と引き替かえに、あなたの失った恋を修復してあげます」

「私は失恋なんかしていない……」

　いつの間にか、私は体も男の方を向いていた。反論はしてみたが、元気はない。

「そんな筈は無いでしょう。心が傷ついてない人には、そのカードは読めない。そういう仕し掛かけなんです」

「でも……」

「気づいて無いだけで、あなたは既に恋に破れている。誰か男の子が心に浮かびませんか？」

　そう言われて、心の中に一人の男の子が現れた。今朝、桜さくら吹雪ふぶきの中で出会い、その存在に圧あつ倒とうされ、それなのに、後で裏切られた気分にさせられた男の子の事を。

　いや、でもまって。あれは失恋とかじゃないでしょ？　だって彼とは今日初めて会ったわけで。ううん時間なんて関係ない。いや違ちがう。だから別に好きな訳じゃ……。

　私はいつのまにか、涙を抑おさえきれずにボロボロと泣き始めた。心の中が彼で満たされていた。彼が欲しい。彼に愛されたい。失った彼の愛を取り戻したいと思っていた。

　そして、言葉は勝手に口から出た。

「どうしたら、いいの……？」

[image: ]

「難しい事はありません。ちょっとした《契約》をするんです。私はあなたに魔ま術じゆつを教えます。それを使えばあなたは彼を手に入れる事が出来ます。その代わり、私はあなたの可能性をもらいます」

「可能性……？」

「そう。あなたがたのような年とし頃ごろの若者は可能性に満ちているのです。その可能性を少しだけ私に下さい。なに、失った所で困る物でもありません。大たい抵ていの場合、可能性はあなたの中で眠ねむってるだけなんだから。ただ持っていても役に立たないでしょう？」

　男が何を言っているのかさっぱり分からなかった。でも、それはとても甘かん美びな誘ゆう惑わくに聞こえた。私の中にある可能性なんか別にいらない。それよりも、彼の愛が欲しいのだ。

「どうすればいいの……？」

「《契約》をしましょう。私が今から言う言葉に、『望む』と答えるだけでいいんです。では」

　男は私を包み込むように手を広げ、ちょっと大きめの声で言った。




「《自らの《可能性ルウキス》を代だい償しようとして、汝なんじ、力を望むか？》」




　私は、既すでに言われるがままに答えていた。




「のぞ──」




　む、まで言おうとした所で、私の口が突然誰だれかの手でふさがれた。

「ンンッ!?」

　突然の事で混乱。私は反射的にその手を剝はがそうとした。すると左の耳元で誰かが囁いた。

「答えちゃ駄だ目めだ。播機さん。君はあいつに操あやつられているんだ」

　あの男の子の声だった。彼は続けた。

「よく考えて。今、君が考えている事は、本当に君が考えている事か？」

　この不可思議な状じよう況きようにおいて、その言葉はとても温かく感じられた。その声が、男のいいなりになっていた頭に、心に、広がって行く。それによって私の心の中から、悲しみや、愛いとしさやらが、すっと薄うすれていくのを感じた。あれ、私はなんで泣いてたんだっけ？

　ローブの男が彼の方を見て言った。

「困りますね。神聖な儀ぎ式しきを邪じや魔まされては」

「神聖？　説明も無しで契約書にハンコ押させてるだけじゃないか。イカサマもいい所だ」

　ぼうっとしていた気分が落ち着き、ふわふわしていた体は床に着地した。同時に、先さき程ほどまで好意的に感じていたローブの男の笑え顔がおが、なにか歪ゆがんだもののように見えてきた。

　直感する。こいつは私の敵だ。

　私は視線だけ左に向ける。目が合う。

「落ち着いた？　《契約》に答えちゃ駄目だ。いいね？」

　頷うなずく。彼も頷き返して、私の口から手を離はなした。私は彼の方を向いてつぶやく。

「秋津く……先生」

「別に『君』でもいいよ。赴ふ任にん初日から名前を覚えてくれて光栄だね。意識ははっきりしてるかい？」

「はい……今のは？」

　秋津君、じゃない、秋津──先生、は、ローブの男を睨にらみながら答えた。

「いままで持ってた感情は、あいつが作ったまがい物だ。暗示をかけて無む理り矢や理り《契約》を成立させ、君の《可能性ルウキス》を奪うばうつもりだったんだ」

「まがい物とは失礼ですね」

　先生の言葉に、ローブの男が笑いながら反論した。

「私は彼女の意識を増ぞう幅ふくさせたに過ぎない。彼女の苦しみも、愛情も、涙なみだも、全部最初から彼女のものだ」

　体がカッと熱くなる。恥はずかしかったからだ。何故か先生を見ていられず目を逸そらす。

「私は彼女の真しん摯しな想おもいに協力を申し出てあげただけですよ。無ぶ粋すいな真ま似ねは遠えん慮りよして──」

「いい加減にしろ。イド」

　先生の口から出たその言葉は、とても冷たい空気をまとっていた。イド、という言葉が何を意味するのか分からなかった。ローブの男の名前だろうか。

「まあいいでしょう」と言いながら、男はフードを取った。「久しぶりですね、安芸」

　驚おどろいた事に、フードの中からは、私達とそれほど変わらない少年が現れた。先生を「安芸」と呼び捨てにしたその少年は、美しい銀色の髪かみを整えながら、その端たん整せいな顔を先生に向けていた。口元に笑みが浮うかんでいる。綺き麗れいだったが、何故なぜか怖こわいと感じた。

　秋津先生は一歩前に出た。

「……イド、狙ねらいはなんだ。いや、そんな事はどうでもいい。お前を拘こう束そくする」

「捕つかまるつもりはありません。狙いですか？　あなたですよ。安芸」

　そう言って、ローブの男は右手の指をパチンと弾はじいた。





12　瞬しゆん間かん、頭の中を死のイメージが満たし、僕の体は自動的に動いた。






　膝ひざを曲げて床ゆかを蹴けり、すぐ前にいる播機さんに飛びかかって両りよう腕うでで彼女を抱だきしめ、強ごう引いんに床に倒たおれ込んだ。

「ちょ、あきつく、え、あの！」

「静かにして!!」

　直後、頭上をなにかが通り過ぎ、前方で爆ばく音おんがこだまする。顔を上げて目を凝らす。そこに立っていたイドは姿を消していて、奥の壁かべに設置された本ほん棚だなの中心が吹ふき飛んでいた。周囲の本が燃えている。恐おそらくは高純度の指向性魔ま力りよく火球が直ちよく撃げきしたと思われる。

　振り返ると、鉄製の柵さくの一部がぐにゃりと曲がって空間が出来ていた。そしてその先に長さ50センチ、直径10センチほどの、筒つつ状じようの物体が空中に浮かんでいて、その筒つつをこちらに向けている。

「な、なにあれ……」

　体を起こした播機さんが震ふるえた声でつぶやいた。僕は答える。

「あれは《砲ほう台だい》。《鴉ノツクス》がよく使う武器だ。標的を永久に追いかけるやっかいな奴やつ。今撃うったのは大おお技わざだったから、次じ弾だんまでチャージに時間がかかる。立てるかい？　とりあえず奥に隠かくれよう」

「え？　あ、あの？」

　僕の説明でかえって混乱したらしい。播機さんはぺたんと座ったまま動かない。

「困ったな。香音！　播機さんを運んで」

「了りよう解かいしました」

　香音が駆かけ寄って、播機さんを抱かかえ起こす。

「え？　か、笠木さん？　いたの？」

「ええ、気配を消していましたから」

「？？？」

　更さらに混乱している模様。とりあえずは《砲台》の射程から逃にげる。僕達三人は本棚の迷めい路ろをくぐって少し離れた所に移動した。播機さんは引きずられるようにしてここまで来た。

「怪け我がしてない？」

「あ、あなたは、一体なんなの？」

「僕は魔ま術じゆつ師し。論理魔術師だ」

「ま……じゅつ、し？」

「広い世の中にはそういう奴らがいるんだよ。で、その論理魔術師は組織を二つに分けて、神話の時代から戦いを続けている。片方は僕が属する七つからなる《血族クラン》、もう片方は《鴉ノツクス》だ。さっきの奴が《鴉ノツクス》の構成員。我々はイドと呼んでいる」

「まって、なんのことだか……」

「理解しなくていい。状じよう況きようだけ把は握あくしてくれ。播機さんは僕とイドとの戦いに巻き込まれた。ついでに言うと、君が運営している、それ──」

　そう言って僕は、播機さんがずっと握にぎりしめている「れしあの会」の招待状を指さした。

「──『れしあの会』プロジェクトも、《鴉ノツクス》に利用されている。間ま違ちがいない」

「！」

「そして、この図書館から無事脱だつ出しゆつする為ためには、あの《砲台》を破は壊かいしなければならない。さもなきゃ、二人ともあれに撃ち殺される」

　播機さんはこちらをとまどった瞳ひとみでみつめたまま動かない。何を言っていいのかわからないのだろう。僕は安心させる為に彼女の肩かたにやさしく手を載せて言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕の言うとおりにしてくれれば、播機さんには傷一つつけさせやしない。保証する。ただし、一つ約束をして欲しいんだ」

「約束……？」

「そう、約束。それをしてくれたら《砲台》から君を守るよ。してくれるかな？　約束」

「……内容によっては」

　瞳に警けい戒かい心しんが走る。この状況でも自制心を失わないのはちょっと凄すごい。

「もちろんそうだとも。簡単な約束なんだ。この図書館で今まで起きた事と、これから起きる事を、全部夢だったって事にして欲しい」

　彼女はぽかんと僕をみつめた。

「……何を言っているのかよく分かりません」

　言葉が丁てい寧ねいになっている。混乱は落ち着いたらしい。良い傾けい向こうだ。

「わからなくていい。この異常事態において、とりあえずお互たがいの認にん識しきを共有しておきたい。播機さんは『はい』と、一言だけ言ってくれればいい」

「返事をするだけでいいんですか？」

「そう。夢だった事にしてくれるかな？」

「……とりあえず、先生の言った事は理解しました」

「ＯＫ」

　言げん質ちは取った。では反はん撃げき開始だ。

「香音、準備いいか」

「はい。我が魔術師メイガスよ。いつでも」

　右手を胸の前にかざし、体内に魔力を循じゆん環かんさせるべく集中する。そして、戦せん闘とうの開始を宣言する。

「《形態制せい御ぎよ：：近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モード◇具インスタ象ンシエ化ーシヨン》」

　その言葉は論理魔術師の《血族クラン》が何十代にも渡って作り上げてきた魔術の文言だ。ただの言葉でしかないが、微細なイントネーションや、細かな息継ぎによって作り出される完璧なリズムが、文字の羅ら列れつに力を与え、魔術を生み出す呪じゆ文もんに変へん換かんする。

　僕の呪文に香音が反応する。

《具象化は既すでに完かん了りようしています。形態変へん更こうのみを受理し、近接戦闘形態に形態モード移行チエンジします》

　言い終わると同時に香音の肉体が淡あわい青の光に包まれる。同時に、太ふと股ももや首筋に、幾き何か学がく模様の青いタトゥが徐じよ々じよに浮うかび上がるのが見える。戦闘用の強化筋肉が呪文に反応して活性化、収縮し、近接戦闘用に最適化されたのだ。

　香音は重心を少しだけ落とし、構えを取った。今や顔から手ての甲こうまで、素す肌はだが見える所は全すべて青の紋もん様ようが浮かび上がっている。

「か、笠木さんが……」

　播機さんが香音の外見的変化に驚おどろいているようだ。

「香音は、何千何万の論理魔ま術じゆつの蓄ちく積せきによって組み上げた兵器なんだ。僕達は《人形ドール》と呼んでいる」

　命令の続行。攻こう撃げき対象を登録する。僕は呪文を紡つむいだ。

「《対象設定▼対象属性[image: ]敵性：範はん囲い[image: ]視界記録：想定形式[image: ]［砲ほう台だい］Ⅱ型：閾いき値ち[image: ]自動》」

　呪文に対し香音が反応する。

《視界記録にある物オブジ体エクトを想定形式［砲台］Ⅱ型として認識、敵性として登録します》

「よし、香音は僕達が下に降りるまで援えん護ご。敵の誘ゆう導どうとアシストをしろ」

「了解しました」

「さあ行くよ、播機さん」

　僕は播機さんの腕うでを引っ張って、柵さくのある通路が見えるギリギリの所に立った。本ほん棚だなの陰かげから通路を覗のぞく。柵の外、一階の本棚が並ぶ上空を《砲台》が旋せん回かいしている。

「いいかい、播機さん」僕は振ふり返って小声で言う。「今から僕が言う通りに進むんだ。そうすれば、あいつの攻撃は絶対君には当たらない。いいね？」

「言うとおりって……階段まで走るだけでしょ？」

「階段使ってたら格好の的だよ。あれは使わない」

「じゃあどうするの？」

　異常事態に慣れて落ち着いたのだろうか、その声は少し大きかった。

《砲台》がグルンとこちらを向いた。香音が叫さけぶ。

「第２射来ます！」

「いいから走って！　全速力で！」

　僕が両手首を摑つかんだまま引っ張ると、彼女は言われるままに走り出した。

「早く！　柵の所まで！」

《砲台》の筒つつの中が淡く光り出した。後１秒。

「今だ！　大きく踏ふみ込んでジャンプ！」

　播機さんがジャンプするタイミングに合わせて、僕は摑んでいた彼女の両りよう腕うでを思いっきり引っ張り、柵の、さっき《砲台》が破は壊かいした穴の位置に、さらにその先にめがけて投げ飛ばした。

　播機さんは宙に飛んだ。





13　直後に背後で爆ばく発はつ。それに弾はじき飛ばされるように私は空中を飛んでいた。






　眼下には一階の書しよ棚だなが整然と並んでおり、数秒後にはそのどれかに頭からぶつかると気づいた途と端たんに口から声が勝手に出た。

「キャアアアアアア！！！」

「大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて」

　耳のすぐ後ろで声がしてもっと驚く。いつのまにか秋津先生が私のすぐ側にいた。先生は器用に落下しかけた私を抱だき上げ、爪つま先さきから本棚の上に着地させた。

「すまない。他ほかに方法が思いつかなかった。そして立ち止まっている時間は無い。走れるね？　死にたくなければ、走るんだ」

「え？　え？　え？」

「やつは５秒間かん隔かくで撃うってくる。移動中に撃たれたら避よけられない。あいつが撃つ直前に移動する。僕の言う通りに動けばいい」

　私はとにかく首をぶんぶん縦に振る。私の命あんたに預けるよとか言えたらかっこよかったかもしれないが、口を開けても声が出なかった。

　笠木さんが本棚の上を跳はねるように移動しながら、こちらにやって来た。そして叫ぶ。

「来ます！」

　直後に秋津先生が私の手を引っ張りながら私に呼びかけた。

「右に飛んで！」

「え？　飛ぶって、キャアアアア！！！」

　私は強ごう引いんに引っ張られて、本棚から落ちるギリギリの所で膝ひざを曲げてジャンプ、右みぎ隣どなりの本棚の上に着地する。直後に轟ごう音おん。さっき立っていた本棚に何かが直ちよく撃げきして本棚の上部が吹ふき飛んでいる。もしあそこに立ったままだったら少なくとも今この本棚の上にはいないだろう。当たり前だ。落ち着け。いやむしろあせろ。

「次、来ます！」

「走って！」

　先生の言葉に体が反応する。今度は本棚の上を突つっ走ぱしり、端はしまで来たところでジャンプ。次の棚たなに飛び移る。間かん一いつ髪ぱつ、後ろでまた爆ばく音おんがする。

　先生は「今度は右！」だの「そのまま前!!」だの「フェイントかけてからちょっと走って左！」だの叫んで私を誘導する。私はとにかく言われた通りに本棚の上をジャンプし、走り、一いつ瞬しゆん立ち止まってから次の棚に飛び移ったりした。

　なんども繰くり返すうちに、感覚が麻ま痺ひしたのか、それとも余よ裕ゆうが出てきたのか、徐じよ々じよに恐きよう怖ふは薄うすれ、別の疑問が浮うかんできた。私は走りながら聞く。

「先生、なんで下に降りないんですか」

「降りると、敵の位置が見えなくなるから」

　なるほど。本棚の高さは私の身長の１・５倍くらいある。下に降りたら視界が遮さえぎられて、逃にげるに逃げられなくなる。この人ちゃんと考えて動いてるんだな。

　と、ちょっと感心したのが悪かった。

　吹き飛んだ本棚の木もく片へんが走る先にあるのに気づかなかった。次の棚にジャンプしようとしたちょうどそのタイミングで、私はその小さな木片に足を引っかけ、体勢を崩くずした。

「あらっ？」

　間ま抜ぬけな声が口から漏もれる。同時に《砲ほう台だい》とやらの攻こう撃げきが私の足下の棚に炸さく裂れつする。その衝しよう撃げきで体勢はどんどん前のめりになる。

「うわわ！」

　と、その時、先生がなんと握にぎっていた私の手を離はなした。なんで!?　と思う間もなく、ついに本棚の端で突っ張ぱっていた両足がつるんと滑すべり、頭部が下になる。目の前に見えるのは絨じゆう毯たん。つまり、私は本棚から転落した。

　上方から笠木さんの声が響ひびく。

「次、来ます！」





14　播機さんが蹴けつまずいたのを見て僕は瞬しゆん時じに手を離し、その場で膝を曲げた。






　そしてそのまま、本ほん棚だなの端に足をかけて地面に向かって飛んだ。落下する播機さんの下に潜もぐり込み、両手で抱かかえ込む。空中で彼女がびくっと動いた。

　地面に強制着陸。頭をかばう代わりに床ゆかに激げき突とつした右みぎ肩かたに痛みが走る。この程度であれば呪じゆ文もんを紡つむぐのに支障は無い。彼女を抱え起こしながら立ち上がる。上を向いて香音に指示。

「香音！　上空から援えん護ご！　２３・５秒後に合流！」

《命令を受理しました》

「あ、あの……」

　播機さんが泣きそうな目でこちらを見る。

「大丈夫。君には傷一つつけさせないって言っただろ？　さあ、走って。こっちだ」

「でも、肩かたが……」

「大丈夫。受け身取ったから」

　噓うそだった。走ると右肩はズキズキとうずいた。しかしそんな事を気にしている場合ではない。

　僕は彼女の手を引いて本棚の森を駆かける。左右の棚に次々と攻撃が当たり、背後で倒たおれて行く。

　僕が先導する方向に気づいたのか、播機さんが叫さけんだ。

「そっちは駄だ目め！　出口は逆方向！　奥に行ったら逃げられない！」

「残念ながらこっちしか道が無いんでね」

　吹き抜ぬけの空間が終わり、僕らは先さき程ほどまでいた二階の階下部分に走り込んだ。本棚の５センチ上くらいで天てん井じようになっていて、圧あつ迫ぱく感かんを感じる。まるで地下迷めい宮きゆうのようだ。その中を縫ぬうように進む。

「あっ！」

　播機さんが小さく叫ぶ。そこは地下迷宮の最深部。図書館の最さい奥おう。三方を本棚に囲まれた空間。

　つまりは、行き止まりだった。

　僕は後ろを振ふり向く。ちょうど《砲台》が追いついて、こちらに照準を向ける所だった。距きよ離りは５メートル弱。香音はまだ来てない。本棚が倒されているので移動力で負けているのだ。

《砲台》の中が淡あわく光り始める。猶ゆう予よは５秒。僕は播機さんに囁ささやく。

「いいかい、一度しか試ためせないから良く聞くんだ」

「え？」

「次にくる攻撃は僕が止める。だから、その間に走って奴やつの向こう側に行くんだ」

　僕は右手で胸ポケットの万年筆を抜き、キャップを取りながら呪文を吹ふきかける。

「《速攻インス術式タント：ペン軸じくはやじりに》」

　右手から湧わき上がる青い光の泡あわが、瞬時に万年筆の先に小さな魔ま法ほう陣じんとして安定する。魔法陣は回転しながら万年筆を通過して行く。円えん環かんが放つ光の中を通過したペン軸の部分が溶とけるように形を変え、先せん端たんがより鋭するどく細く、まるで矛ほこの先のように尖とがっていった。あと１秒。

「今だ！　走って！」

《砲台》が火を噴ふく一いつ瞬しゆん前に、やじりとなった万年筆を投げつける。見事《砲台》の先端に突つき刺ささり、その衝撃で、わずかに照準がずれた。発射と同時に《砲台》の横を走り抜ける。背後で轟ごう音おん。

　振り返る。《砲台》と僕達は、先程と位置が逆転した。

　同時に、後ろから声がした。

「到とう着ちやくしました！」

「よし香音、時間通りで予定通り」

　その言葉に、たった今短たん距きよ離り走をこなして肩で息をしている播機さんが反応した。

「え？　予定通りって……？」

「《砲台》はすばしこいから、閉空間に閉じこめてから倒すのがセオリーなんだよ」

「……もしかして、追いつめられたんじゃなくて、追いつめてたって事？」

「追いつめられた？　誰だれが？」

《砲ほう台だい》は、再度チャージしながら、こちらに旋せん回かいしようとしている。チャンスは一回。僕は香音の後ろに立ち、呪文を紡ぎ出す。

「《形態制せい御ぎよ：：魔術マギバ戦闘トルモ形態ード》」

《近接クローズ戦闘レンジ形バトル態モードを解除します。よろしいですか？》

「《Ｙｅｓウルトウ》」

　香音の肌はだから青色のタトゥがすうっと消えて行く。そして代わりに、群ぐん青じよう色の魔ま術じゆつ紋もん様ようが、両手の甲こうに浮うかび上がる。近接戦の構えは解け、両足を揃そろえてまっすぐに立つ。

《状態を魔術戦闘形態に形態移行しました》

　僕は香音の両りよう肩かたを握にぎりしめ、直接、自身の《可能性ルウキス》を香音に流し込む。《可能性ルウキス》を注入された香音の体全体が淡く青く光る。漏もれ出るエネルギーが風を起こし、香音のセーラー服をはためかせた。

　僕は呪文を紡いだ。

「《火球▼段階レヴエル[image: ]Ⅲ：目標[image: ]指定敵性：照準[image: ]自動》」

　香音は紋もん様ようが浮かび上がった両の腕うでをねじりながら前に伸のばし、その先で見えないボールを摑つかもうとするかのように掌てのひらを広げ、その格好で静止する。

　同時に、空中に青色の魔法陣がいくつも浮かび上がり、香音の腕に連なった。

《火球射出準備完かん了りよう。チャージ終しゆう了りようまで２秒。タイミングはお任せしてよいでしょうか？》

「いいよ」

《了りよう解かいしました。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

　旋回はまだ終わらない。完全にこちらを向いた状態で攻こう撃げきしないと破は壊かい出来ない。

[image: ]

《砲台》は旋回しながら、また光を集め始めた。旋回が終われば撃うってくる。こちらが先に撃たなければ負けるが、早く撃っても負ける。ギリギリと緊きん張ちよう感かんが体内を満たす。

　ギュっと腕を摑まれる。視線はそらせないが、それが播機さんの行こう為いなのは自明だ。彼女は一言、こう言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。先生」

　なにが大丈夫なのかさっぱりわからないが、それが僕の緊張感を良い方向にゆるめたのは間ま違ちがい無い。砲台が完全にこちらを向いた瞬しゆん間かん、僕は叫んだ。

「《火球◇発ウル動トウガ》!!」

　そしてすぐ僕は播機さんの上に覆い被さる。

　香音の両の掌の間に瞬時に炎の塊かたまりが発生し、前方に射出される。炎球は《砲台》に吸い込まれるように直進した。




　爆音。




　爆風と共に粉々になった《砲台》が行き止まりの空間に飛び散る。幸い大きな破は片へんが飛んでくる事は無く、僕と僕の下でもがいている播機さんに被ひ害がいは無かった。

　もうもうとした煙けむりが消えるのを待って起きあがる。香音が腕を下ろして言った。

「周囲の攻撃性魔ま力りよく反応無し。警けい戒かいレベルは５まで下がりました」

　僕は播機さんを助け起こしながら、長い付き合いの相棒に答えた。

「《術式解除》　お疲つかれさま」

《戦闘形態を解除し、通常状態に遷せん移いします》

　香音の肌から魔術紋様が消え、元の女子高生らしい血色の良いそれに戻もどる。冷れい徹てつな光を放っていた瞳ひとみもおだやかさを取り戻した。香音はこちらに歩きながら口を開く。

「あなたは肉体的な整メンテ備ナンスが必要です。魔術師メイガスよ」

「ああ、そうだね。始業式が終わったらだね。ああ、もう始まっちゃってるな……」

　腕うで時ど計けいで時刻を確かく認にんした後、僕は播機さんの方を向いて言った。

「そろそろ戻らないとね。ええと、播機さん。意識ある？」

　今回最もラッキーだったのは、彼女がパニックを起こして無む秩ちつ序じよな行動に出る事無く、ほぼ完全に僕の言う通りに動いてくれた事だ。彼女の精神力と天のなにかに強く感謝しながら、僕は播機さんに近づいた。

　彼女はまるで夢から醒さめたかのようなうつろな目をして、突っ立っていた。

　まあ、本当に、夢から醒めるのは、これからなんだけど。

「播機さん？」





15　私は立っていられるのが不思議なくらいに、全身から力が抜ぬけていた。






　なので、名前を呼びかけられても、そちらにふりむく事さえ出来ずにいた。

　現実が意識を凌りよう駕がしてしまい、その速度に追いついていないのだ。まだ浮ふ遊ゆう感かんを感じるような気がする。今はちゃんと床ゆかの上に立っているのに。

　小さく咳せきをして、かろうじて声が出る事を確認する。足あし踏ぶみもしてみる。手をグーパーさせる。体は私の命令を聞いてくれるようだ。落ち着け。落ち着くんだ。

　とりあえず生命の危機が去った事はわかる。そう思った途と端たん、今いま頃ごろ怖こわくなったのか足がすくみ始めた。すぐ横にいる秋津先生に抱だきつきたい衝しよう動どうを必死に抑おさえた。

「とりあえず明るい所にいこうか」

　蛍けい光こう灯とうが全部消えていたので天てん井じようと棚たなに囲まれた一階最深部はとても暗かった。先生は倒たおれている本ほん棚だなに足をかけ私に手を伸ばす。私はその手を握った。本棚の上に引っ張り上げられる。その手はとても温かく感じた。

　半分以上黒焦こげになっているとはいえ、本の上に足を載せるのはどうにも抵てい抗こうがあり、私は本棚の縁ふちの上をそろそろ歩いた。見ると先生も本を踏ふまないように歩いているように見えた。

　図書館は酷ひどい有り様だった。半分以上の本棚は倒れ、破壊されていた。中の本は潰つぶれていたり、吹ふき飛んだりしている。明らかな非日常的な光景を不思議と異様に感じなかったのは、私の手を引っ張って歩く男の子が、この状じよう況きようになんの疑問も感じていないように見えたからだと思う。

　本棚の山脈を越こえて普ふ通つうの床ゆかが見えてきた。彼が先に降り、私がちょっとジャンプして着地する。手はまだ繫つないだまま。私は、もう一度咳をしてから、聞いた。

「あの……、今のは、いったい？」

　一言ずつ、口から絞しぼり出す。

　彼は首をかきながら、私から視線を逸そらして言った。

「えーと、話すと長くなるんだよね。あまり気にする必要は無いと思うよ」

　そのやる気の無い口ぶりに私は瞬しゆん時じに自分を取り戻した。身を乗り出して主張する。

「そんな訳が無いでしょう!?　この図書館の有り様をどう説明するのよ!!　気になるに決まってるじゃない！」

「タメ語に戻ってるね。別にいいけど」

「！……よくありません」

　冷静になれ。相手は教師なんだそういえば。秋津先生は私をまっすぐに見つめた。

「気にする必要は無いんだ。というか、もうすぐ気にならなくなる。なぜなら」

　そう言って繫いでいた手を離はなす。私は突とつ如じよ不安に襲おそわれた。手を離した瞬しゆん間かん、私だけがまた非日常の世界に落ちてしまいそうな気がしたからだ。私は聞いた。

「なぜなら、なんですか？」

「なぜなら、君は今あった事を全すべて忘れるからだ。大だい丈じよう夫ぶ、全部、僕が忘れさせるから」

　そう言って秋津先生は私の両りよう肩かたをがっしり摑つかんだ。そして、真正面から私を見つめる。その眼まな差ざしに、少しだけ胸の奥が、ジンと、熱くなった。

　すぐに、今一いつ瞬しゆんよぎった感情を否定する為ために、返答した。

「……それは、ナンパのつもりですか？」

「え？」

　秋津先生は言葉につまって、私の顔を見つめたまま黙だまり、その後ちょっと眉まゆをひそめた。

「……そういう意味じゃない。っていうか、そんな言葉遣ってる人いまどきいるの？」

「いませんね、多分」

「…………」

　先生は目を閉じてため息をついた。多少イライラしているようだ。気を取り直す為か少し頭を振ふって、もう一度私を見つめた。

「まあいいや。あのね、播機さん」

「はい」

「さっき言った事、覚えてるかな？」

　さっき？

「……ああ、約束、の事ですか？」

「そうそれ。僕がお願いした約束に、君がなんと答えたか、覚えてる？」

「はあ。覚えてますが」

「なんて言った？　夢だった事にして欲しいと僕が言った時、君はなんて言った？」

　この人は何を真しん剣けんにこんな事を聞くのだろう？　なんと言おうがどうでもいい事だろう。

　どうでもいいのでそのまま答えた。

「『理解しました』と……」

　その瞬間、秋津先生の目がすっと細くなった。そして、その口から言葉が紡つむがれた。

「《その言トウス・葉を契アウラ・約とするネヴアル》」

　今なんと言ったのですか、と言おうとしたけど口から言葉が出なかった。まるで私の心に直接囁ささやいたかのように響ひびいたその言葉が発せられた途端、私の体を青白い光が包み込んだ。

　え？　なに、これ？

　口を動かしてもやはり言葉は出ない。

　光は徐じよ々じよに強くなり、周りの景色が、先生の顔が、急速に白くぼやけていく。あらゆるものが遠ざかっていく。ああ、今私は意識を失おうとしているのだな、と、何故なぜかその時冷静に考えていた。

　体から力が抜ぬけていく。足がもつれて先生の方に倒たおれ込んだ。先生は私の肩を抱き寄せた。男の人の胸に埋うずまりながら、このまま眠ねむったら気持ちいいだろうなと唐とう突とつに感じた。身の危険よりも幸福感の方が上回った。

　私は、多少残っていた力も抜いて先生に身を委ゆだねた。今この瞬間だけは、この人を信しん頼らいしようと、その時私は思った。特に根こん拠きよはない。

　意識が暗くら闇やみに包まれた。





16　僕は目をゆっくり閉じていく彼女を見つめながら、小さくつぶやいた。






「ごめんね」







[image: ４月８日　始業式最中]





17　……遠くで、私を呼ぶ声がする。






　出来ればこのまどろみを持続したいと願う今日この頃ごろ皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか？




「……るか、はるかってば！　なにを寝ねぼけてる？」




　ハッとして体を起こす。体勢を横に傾かたむけつつあったので、隣となりに座っている美奈が小声で呼んでくれたのだった。

　壇だん上じようでは校長先生による為になるが面おも白しろみに欠けるお話がまだ続いていた。念仏のように聞こえるあの言葉に、ちょっとウトウトしてしまった。いかんいかん。講堂に敷しき詰つめられたパイプ椅い子すは座ったまま眠るのに適しているとはとても言えないのに。不覚である。

　焦しよう点てんの定まらない目でぼうっと前を見ている私を、美奈がいよいよ心配してきた。

「大丈夫？　気分悪いか？　やっぱり保健室行っておいた方がいいんじゃないか？」

　横からのぞき込む美奈にちょっと笑いかけて手をパタパタと振る。

「大丈夫。昨日遅おそくまで本読んでたツケが来ただけ。寝ね不ぶ足そくなのよ。さんきゅ、美奈」

「ホントにぃ？」

　美奈の心配もわかる。始業式の前に私は図書館で立ちくらみを起こして倒れたのだ。

　ちょっと座り込んでいれば治ると思ってたのだけど、偶ぐう然ぜん、私を図書館で見かけた秋津先生によって、なんと講堂までお姫ひめ様さまだっこで連れて来られてしまったのだ。

　正直に言うと、かなり恥はずかしかった。が、意識が朦もう朧ろうとしてしまっていて抵てい抗こうする事も出来ず、その格好のまま私はこの椅子まで先生に運ばれて来たのだった。

　今はもう大だい丈じよう夫ぶ。意識ははっきりしている。眠りかけてしまったのは、寝不足ですら無く、単に校長先生の話が退たい屈くつだっただけだ。

　私は美奈の脇わき腹ばらを手でむにゅっとつかんだ。親愛の証あかし。

「ホントだってば。秋津先生に運ばれたのは驚おどろいたけど、あれは例外事態。図書館行くのに全力出し過ぎて、体力切れちゃったみたい」

「ふうん、まあ、それはいかにもあんたらしい行動ではあるけども」

　にやりと笑うので私も笑って答えた。

「なによそれ」

「しかしさ、そもそもなんで図書館に行ったのよ？　さっき」

「ああ、あのね──」

　……あれ？　今、何を言おうとしたんだろう？

　唐突に違い和わ感かんを感じた。何に対する違和感なのかも分からなかった。

　気のせいだろう。講堂の冷れい房ぼうがちょっと強いのかも。考えない事にする。

　えーと、なんで図書館に行ったんだっけ？

　ああ、思い出した。別にたいした理由じゃ無かったや。私は美奈に答えた。




「二階の窓から、中央通りの桜並木を見下ろせるんじゃないかなって思って。ホント、それだけの理由」





18　僕は二列からなる教師席の、後方の目立たない場所を確保していた。






　教師席は講堂の横の壁かべに沿って配置されていて、中央のステージを向いている生徒達を一望する事が出来た。

　みんな、教師から見えてない、あるいは隠かくれてやってるつもりなのだろうか、隣の生徒とのお喋しやべりや、手元での携けい帯たい電でん話わの操作は、ここから丸見えだ。あまりに多すぎて、面めん倒どうなので注意しないのだろう。多分。

　始業式は今のところつつがなく進行していた。

　教師の中には、こういう「式」の類たぐいに強い参加意識を持っている人と、そうでない人がいるようだ。

　前者の、わりかし体温が高めの先生達は、教師席の一列目の椅子を陣じん取どり生徒達に目を光らせている。注意すべき生徒は山ほどいるのだが、一人一人をこづいて回るつもりは無いのだろう。つまり、目を光らせているという行こう為いが重要なのだな、きっと。

　僕を含ふくむ後者の、つまり、こういう行事にあまり関心が無い先生達は、二列目以降、生徒達からあまり目立たない場所に席を取り、それぞれ手持ちのノートにペンを走らせたり、モバイルＰＣを膝ひざに載せて指を走らせたり、つまり、内職をしていた。

　僕は、さっき宮原さんから受け取った質問リストに一つずつ回答しながら、図書館での行動にミスはなかったか思い返した。

　現在、図書館では学園のスタッフが総動員され、大急ぎで修復作業が行われている。

　修復が終わった後も検証が必要なので恐おそらく明日までは図書館は閉へい鎖さされるだろう。そして、何事も無かったかのようにその機能は回復する。誰だれも何も知らないままに。

　唯ゆい一いつあそこで何が起きたのかを知っている一いつ般ぱん人の女子高生は、僕のかけた《約束プロミス》によって、あそこで起きた事を綺き麗れいさっぱり忘れている。無意識になんらかの違和感を感じるかもしれないが、すぐに気にならなくなる筈はず。

　その上で、記き憶おくをちょっとだけ修正して生徒の席に運び込んでおいた。本人は立ちくらみで意識を失ったと思っている筈だ。

　これは魔ま術じゆつではあるけれど、催さい眠みん暗示の一種と言った方がより正確で、それほど強力なものではない。しかし《約束》によって欠落した記憶を埋うめる為ために、脳は僕が押し込んだ記憶を優先させて自動補完するだろう。そして記憶が定着すれば、それが本人にとっての真実となる。

　よし、問題無い。意識を切り替かえて質問リストにとりかかる。名前は書いて無いので、誰がどの質問をしたのかは分からない。筆ひつ跡せきから男女の違ちがいは分かるけども。さて、さっさと片づけますか。




『──校歌、斉せい唱しよう。生徒起立。教師もご起立願います』




　あらら。僕がため息をつくと、隣となりの席の葉山先生が苦く笑しようしながら言った。

「赴ふ任にん初日から内職してる先生って初めて見ましたよ」

　僕は椅い子すに紙の束を置いて立ち上がりつつ答えた。

「本当は式行事に参加するつもりも無かったんですが、理事長に強制されたんです」

「へえ」

　先生は面おも白しろそうにこちらを見た。が、どうも元気が無さそうだ。目に力が無い。

「葉山先生、大丈夫ですか？　顔色が悪いようですけど」

「え？　そうですか？　自覚症しよう状じようは無いですけど。あ、ほら、校歌が始まりますよ」

　壇だん上じように、指揮棒を持った男子生徒が立つ。恐らく合唱部の部長だろう。指揮棒を全校生徒を前に構えた。伴ばん奏そう担当が両手を鍵けん盤ばんの上で構える。次の瞬しゆん間かんに、朗々と校歌が流れ始め……

　……おや？

　指揮者の生徒が、いつまでたっても指揮棒を下ろさない。伴奏担当の女の子が困こん惑わくしている。ここからでは指揮者の彼をよく見る事は出来ないが、指揮棒を持ち上げた手がブルブル震ふるえているように見えた。

「キャッ……！」

　その時、伴奏担当の女の子が小さく悲鳴を上げた。

　彼女の視線の先にいた指揮者は、指揮棒を持ち上げた格好のまま前に倒たおれ、ステージの下に落下した。





19　真面目まじめに指揮者の方を見ていた生徒はほとんどいなかった。私もその一人。






　なので、講堂に響ひびいた悲鳴に気づいて顔を上げた時、指揮者の彼は既すでに床ゆかに墜つい落らくしていた。ざわめく生徒達。教師席の前列に立っていた先生達が慌あわててステージに向かう。

「葉山先生！」

　秋津先生の声が響いた。人ひと垣がき越ごしに眺ながめると秋津先生の隣に立っている葉山先生が床に倒れこんでいるのが見えた。

「そんな……!!」

　後ろから聞こえた声に振ふり向くと、私と同じ方向、つまり葉山先生を見ていたやっかが、口をわなわな震えさせたかと思うと、その場に座り込んでしまった。

　私は後ろを見ながら、美奈に呼びかけた。

「美奈！　やっかが！　保健室に連れてくよ！　手伝って！」

　いつもならここで「おっけい!!」と威い勢せいのいい声が聞こえてくる筈だが、返事がない。振り返ると、美奈も椅子に座り込んで頭を抱かかえている。

「す……まん。はる……、か。私……も、みた……い……」

　やっかは既に私のクラスの保健委員が連れ出そうとしている。私は美奈の肩かたを支えて、生徒の波から抜ぬけ出した。講堂の入り口を目指す。

　そこら中から悲鳴やら、たぶん人が倒れる音が聞こえてくる。一人や二人ではない。

　徐じよ々じよに生徒達の混乱に拍はく車しやがかかる。パニック一歩手前。その状態の中で、私は酷ひどく憤いきどおっていた。私の日常が「何か」に侵おかされようとしている。そう直感した。私は美奈を慎しん重ちように運びながらも、頭をかきむしりたい衝しよう動どうにかられ、その思いが口からそのまま出た。

「なんなの、なんだっていうのよ、これは！」





20　大混乱の始業式は強制終しゆう了りようとなり、僕と生徒達は教室に戻もどってきた。






　症状が重い場合を除いて、生徒は教室に戻ってＨＲを受ける事になった。僕のクラス、２─Ｄの生徒は全員戻っていた。教きよう壇だんから生徒達を見み渡わたす。

「まだ気分の悪い人とかいない？　いたらすぐ言ってね。言いにくかったら、ＨＲが終わったらすぐ保健室に行く事。もう空すいてると思うから」

　ざわざわと落ち着きが無い。まあそりゃそうだろう。

「ええと、始業式の事だけど、講堂の配管が一部老ろう朽きゆう化かで破は裂れつしてて、微び量りようながらガス漏もれが起きてたそうです」

　更さらにざわざわする。

　もちろん、これは噓うそだ。生徒に説明する為ための言い訳に過ぎない。あの現象は間ま違ちがいなく魔ま術じゆつ的要因によるものだ。しかしここは噓をつき通す。

「本当に微量だったから、一部の人が気分悪くなったみたいだね。明日、業者の人が点検に来ます。もしかしたら、警察とかも来るかもしれないけど、授業は通常通り行うので、あまり気にしないように」

　僕は出来るだけたいした問題では無いというフリをしながら、先さき程ほど、印刷した紙の束を叩たたいた。

「昼にもらった質問リスト、一通り回答しておいたから、今から配るね。受け取った人からＨＲはおしまい。また明日ね」





21　ＨＲの後、私は隣の席の美奈の様子を観察していた。






「あっはっは！　遙、これかなり面白いよ」

　美奈が配られた用紙を眺めて大笑いしている。私は小さくため息をついた。

「あのさあ、ホントに大だい丈じよう夫ぶなの？　美奈」

「んーん？　まだ気にしてるのか？　もう全然大丈夫。新しん鮮せんな空気は重要だという事だな」

　そうなのだ。講堂ではあんなに顔色も悪く歩くのもままならなかったというのに、外に出て少し休んだら、美奈もやっかもすぐに元の調子に戻ったのだ。本人達も驚おどろいていた。

　生徒も教師も大半は似たような感じで回復した。始業式が途と中ちゆうで中断するような騒さわぎだったにもかかわらず、実際保健室に連れていかれた人は十人もいなかったらしい。ただ、葉山先生は症しよう状じようが重く出た一人で、二人の先生にかつがれて保健室に運ばれて行った。

「ほらほら、いいから読めってば」

　にやにやしながら美奈が用紙を見せてくる。私も持ってるっての。

「ったく、人がこんなに心配してるのにさ」

　私もようやく余よ裕ゆうのある返事が出来た。そして紙を眺める。





Ｑ　先生は何歳ですか？　誕生日は？

Ａ　現在17歳。ただし年がら年中、日付変へん更こう線を飛び越こえてるので多少誤差があるかも。誕生日は11月４日。




Ｑ　前はどこにいたんですか？　留学先の学校の名前は？

Ａ　イギリスの田舎いなかの大学。無名な所だから名前は言ってもわからないと思います。




Ｑ　外国の思い出を教えて下さい。

Ａ　自宅と研究室を往復していただけで、特に思い出に残る事はしていません。自宅の横にあったパン屋のメニューすら覚えなかったくらいです。




Ｑ　恋こい人びととは別れてきたんですか？

Ａ　同様意見多数。ルームシェアしていた友人とは色々あって揉もめましたが、円満にさよならしてきました。




Ｑ　ＳＦはいましたか？

Ａ　文法が変じゃないですか？　小説は割と好きな方だと思う。最近読んだＳＦの中ではコニー・ウィリスの『航路』が面おも白しろかったです。




Ｑ　頭いいんですか？

Ａ　なにをもって頭が良いとするかがわからないので答えられません。国内で高校教師として活動する許可は得ましたが、それはたいして基準としては使えないと思う。




Ｑ　好きな食べ物は？

Ａ　何でも食べます。あ、でも御ご飯はんにかけたトロロだけは食べられない。トロロ自体は嫌きらいじゃないんだけど、トラウマがあって。




Ｑ　好きな女の子のタイプは？

Ａ　回答拒きよ否ひ権を行使します。




Ｑ　今、好きな人はいますか？

Ａ　パス２






　その後も延々と「好きな○○○」とか「好みの異性」とかの質問が続いている。

「……もっと有意義な質問をした人はいないんかね」

「遙はなんて質問したの？」

「秘密。美奈は？」

「『ＳＦはいましたか』」

　ぶっ

「それお前か……」

「こう返してくるとは思わなかった。先生やるなあ」

　ちなみに私が聞いたのは「恋人とは別れてきたんですか？」だった。特に意味はない。思いついた事を書いただけだ。しかしこの質問も、うまくはぐらかされている気がする。

「……ん？」

　なぜか、最後の質問とその答えが気になった。特に突とつ飛ぴな質問でも無いのに。なぜだろう？





Ｑ　鴉からすは好きですか？

Ａ　残念ですが、どうにも彼らとは上手うまくやっていけそうにありません。









[image: ４月８日　放課後]





22　ＨＲを終えて研究室に戻もどってきた僕は、椅い子すに座って小さく息をつく。






　時計を見ると午後３時。体を伸のばしながら、部屋を見み渡わたす。

　姉から勝ち取った唯ゆい一いつの戦利品がこの個人研究室だ。小中規模な論理魔ま術じゆつならデータと実験用の空間さえあれば研究が出来る。

　机越ごしに入り口の方を見ると、ソファに座っている香音が見える。大きなヘッドフォンを耳に当て、ライナーノートを見つめている。今は何を覚えているのだろう。

　荷物の整理、書類の決裁、足りない設備の申しん請せいなど、必要な作業がたくさんある。特に本ほん棚だなの増強は急務だ。けれど、それらは明日やる事にしよう。

　窓を背にした机の上には、陽光が作り出した僕のシルエットが浮うかぶ。ぽかぽかした空気が眠ねむ気けを誘さそう。ちょっと頭を振ふってそれを振り払はらい、目を閉じる。

　今朝あったという図書館での小さな現象、昼休みの図書館でのイドとの遭そう遇ぐう戦せん、そしてついさっきの講堂での現象。これらを検討して次にとるべき行動を決定する。思考を集中する。

『秋津先生』声が聞こえる。目を開けるとジェシカが立っていた。『一いつ般ぱん生徒が入室許可を求めています』

「それ、毎回、僕が許可しないといけないの？」

『設プロ定パテイを変へん更こうすれば、制限を緩かん和わする事が可能です』

「わかった。それは後で考える。入れてあげて」

　扉とびらが開く。そこに播機遙さんが立っていたので少し驚おどろいた。もちろん表情には出さない。

　彼女は一歩進んでから言った。

「入ってもよろしいでしょうか？」

　声に緊きん張ちようが混じっている。何故なぜ、緊張する必要があるのか？

「ええと、もう入ってるよね？」

「社交辞令です」

　ジョークのつもりか？

「……どうぞ、入って下さい」

「失礼します」

　緊張した声のままこちらに歩いてくる。よほど、なにかに思考を奪うばわれているのだろう。ソファの所まで来て、初めて香音の存在に気づいたようだ。驚いて声が出る。

「か、笠木さん？」

　香音はヘッドフォンを外して首にかけ、目を大きくしている播機さんに微笑ほほえんだ。

「こんにちは、播機さん。家が遠いので兄さんに送ってもらうの。だから仕事が終わるまでここで待っているのよ」

　想定会話通りによどみなく喋しやべる香音。しかし別に聞かれてもない事に答える必要は無いわけで。チューニングに再考の余地があるようだ。

「へえ……、そうなんだ」

　播機さんは、あまり納なつ得とくしてない様子。不自然な設定だったかな？　僕は立ち上がった。

「ええと、播機さん。なにか用があって来たのかな？」

「用が無ければ来ないんじゃないでしょうか？」

「用があっても来なくていいけどね」

「じゃあ、用が無くても来てもいいですよね」

　皮肉のつもりが通用しなかった。頭の切り替かえが速いな。

「でも、用があるから来たんでしょ？」

「ええ」

　だったらそう言いなよ！　と、心の中で叫さけびつつ、心の外では香音に普ふ通つうに話しかけた。

「香音、ちょっと外に出ててくれる？」

　香音は立ち上がりながら答えた。

「ええ、学校を回ってくるわ。兄さん」

　香音は彼女に挨あい拶さつして、外に出て行った。僕は予備の椅子を部屋の隅すみから机の横に引っ張ってきて、彼女にそれを勧すすめた。彼女は机をぐるりと回って窓の側まで歩き、僕の勧めた椅子に座った。お互たがいの距きよ離りは１メートルくらい。

　僕は机の上のＰＣの電源を入れて、さもこれから作業を開始する所、という演出をしつつ、出来るだけ早く用件が済みますようにと願いながら聞いた。

「さて、なんの用かな」

「用件は一つです」

　彼女は言葉を吞のんだ。そして少しだけ目を伏ふせた後、顔を上げてこちらをキッと見返した。

「朝に喋った『れしあの会』の話、改めて、他言無用にして頂くようお願いします」

　……は？

「それは今朝約束したじゃない」

「今朝と今では状じよう況きようが違ちがいます！」

　彼女は突とつ然ぜん大声になると、乱暴に立ち上がった。椅い子すがカタカタと鳴る。興奮しているようだ。その感情の起き伏ふくも、言っている事も、意味が分からない。分からないので聞いた。

「状況ってなんのこと？」

「今朝、私は『れしあの会』の事を、転校してきた男子生徒に話したつもりでした」

　彼女は座り直すタイミングを逸いつし、僕を見下ろして激げつ昂こうを抑おさえながら一言ずつ喋っている。

「しかし、その人は生徒ではありませんでした。教師だったんです」

「僕の事だよね？　生徒じゃなくて教師だったらなんか違うの？」

「違います。教師は、教師側の人間です」

「……ふむ、なるほど。まあとりあえず座って」

　彼女がすこし顔を赤くして座り直す間、考えをまとめる。コーヒーが飲みたいな。先に淹いれておけば良かった。僕は彼女をまっすぐ見て言った。

「つまり、コミュニティの問題なんだね。『れしあの会』に関する話、情報は、子供のコミュニティの中では流通が許される。しかし、大人のコミュニティに漏もれてはならない。僕が起点になって、それが崩くずれると困る訳だ」

「その通りです」

「了りよう解かいわかった。約束する。君から聞いた話は誰だれにもしない。教師にも、生徒にもね。じゃあ僕は仕事があるから──」

「そういう訳にはいきません！」

　彼女はまた椅子から立ち上がる。興奮しやすい性格なのだろうか。二歩こちらに近づく。椅子を引いて距離を取ろうとしたけど、上手うまくいかなかった。

　彼女は顔を突つき出して僕をのぞき込む。ちょっと近すぎるのではないだろうか。

「生徒同士の事なら構わないかもしれません。ですが、先さき程ほども言いましたが、先生は先生側の人間です。貸し借り無しにしたいのです！」

　うーん、なるほど。これもコミュニティの問題か。

「わかった、わかったから、ちょっと落ち着かない？」

　そう僕が言うと、彼女は姿勢を変えずにちょっと困った顔をした。

「自分でも不思議なのですが、頭は冷静なのに、感情をうまく制せい御ぎよ出来てないんです。なんででしょう？」

「なんででしょう、と言われてもねえ……」

　とはいえ、思い当たる節はある。彼女の封ふう鎖さした記き憶おくが深層心理レベルで暴走しているのだろう。時間を置けば冷静になるだろうが、この場を切り抜ぬけるには別の方針が必要だ。

「ホントに、なんでかわからないけど、イライラが止まらないんです。ああもう！　そもそも、どうして最初に生徒じゃないって言ってくれなかったんですか！」

「それについては謝る。悪かった。でもあの時はまだ、ギリギリ教師じゃなかったんだよ。理事長を説得出来れば、君の担任になる事もなく、英国にトンボ返り出来る筈はずだったんだ」

　ヒステリックになっている人に論理的な説明をしても無意味だ。彼女は僕の返事を聞いてるのか聞いてないのか、とにかく無視して、自分の主張を続けた。

「そういう訳で、借りが一つあるままでは、私の気が済まないのです。ご理解頂けますでしょうか？」

「理解？　理解ねえ……」

　考える。考える。彼女は、なにかしら、事を為なすまで帰らないだろう。とはいえ、彼女にして欲しい事など僕には無い。

　僕が黙だまっていると、播機さんは「なんなら」と言って、ぐいっと顔と上半身を近づけて来た。お互たがいの距きよ離りが20センチを切る。サラリとした髪かみから甘い香かおりが広がり、鼻をくすぐる。

　そして播機さんは微笑ほほえんで、少し上うわ目め遣づかいになり、そして、小さく囁ささやいた。

「体でお返ししても、私は、構いませんが？」

　彼女は椅子の両の肘ひじ掛かけに手を置き、上体を反らした。形の整ったバストが強調される。

　なんだかよくわからないが多分マズい状況だ。僕は必死に椅子を引きながら時間を稼かせぐ。

「……ええと、それは、どういう意味かな？」

「先生のご判断に、おまかせします」

　吐と息いきのような言葉が耳をくすぐる。彼女の右手が肘掛けから離はなれて、ゆっくりと迫せまってきた。白い手。綺き麗れいで小さな爪つめが並んでいる。柔やわらかく開いたそれは、僕の胸むな元もとに今まさに置かれようとしていた。彼女がもう一度囁く。

「先生、わたし……」

　必死に引いていた椅子がようやく僕の言う事を聞いた。キャスターが床ゆかを滑すべり、播機さんと距離を作った。ブレザーを着た小こ悪あく魔まかなにかが目の前から遠ざかる。僕はため息をついて言った。

「……そういうスペシャルなものは、金庫に入れて大事にしまっておいて下さい……」

　彼女は瞬しゆん時じに感情を怒いかりに切り替かえた。

「ならどうすればいいんですか！　なんでもいいからなにかさせてください！」

　え、「体でお返し」って、奉ほう仕し活動の事だったのか。それはどちらかと言えば、助かった。

　助かったのだが、弱ったな。そう言われても掃そう除じしてもらうほど部屋は汚きたなく無いし、書類は魔ま術じゆつ研究関係があるから整理を任せるわけにはいかない。

　ふとＰＣを見ると姉さんからメールが届いているのが見えた。そうだこれだ。

「ええと、ああ、そうだ。今朝、図書館であったっていうボヤ騒さわぎの事、詳くわしく教えてもらえないかな。君が第一発見者だったんでしょ？」

　彼女の瞳ひとみに警けい戒かいの色が走る。まあ、自然な反応だな。

「なんでそんな事を知りたがるんですか？」

「色々あって、その事件の対策委員長になりそうなんだよね、僕が。だから、事前に情報を入手出来ると、とても助かる」

　とても助かる、の言葉に彼女は反応した。

「……わかりました。お話しします。では、それで貸し借り無しという事で」

　やれやれ、なんとかなりそうだ。

「了解。ちょっと待ってね。コーヒー淹れるけど飲む？」

「あ、はい」

　彼女は一いつ瞬しゆん表情をゆるませた、が、すぐ戻もどる。視線を逸らして口を開いた。

「いえ、やっぱり結構です」

　拒きよ否ひされる。これもコミュニティの問題か？　まあいいけど。

「そう。二杯はい淹れるから、飲みたかったら勝手に飲んでね」





23　私は今朝図書館で起きたボヤ騒ぎの話を始めた。






　秋津先生は「れしあの会」の事を既すでに知っているので、説明するのは簡単だった。

　今朝、私はＨＲの30分前に学校に到着した。朝イチで図書館内をめぐり、アガパンサスのしおりを挟はさむのが私の日課なのだ。久しぶりの登校だったのでワクワクしていた。

　月に一度くらいしか顔を合わせた事の無い司書の先生は、やはり今日もいなかった。私は図書委員特権で図書館に入る。

　当然、図書館は無人だ。明かりは全すべて落ちていて、奥の読書スペースの壁かべに並ぶ大きな窓には全てカーテンが下りていた。この静かな空間がそれはそれで好きだ。

　私はジェシカに指示して照明を点つけてもらった。本当はカーテンも自動的に開けられるのだけど、カーテンを一つずつ開けながら、館内を巡めぐるのが私は好きだった。なので、今日もそうしようと思って、窓へ向かった。

　本をチェックしつつ一階のカーテンを全て開け、螺ら旋せん階段を登って二階に上がった。

　二階には誰だれもいなかった。私は早足で目的の本ほん棚だなに向かい、『アルジャーノンに花束を』の本を取り出して裏表紙をめくった。

　その途と端たんである。私の持っている本が一瞬にして炎ほのおに包まれたのだ。

　突とつ然ぜんの出来事に、私は驚おどろきと恐きよう怖ふで本を取り落としてしまった。本は物もの凄すごい勢いで燃え上がりながら、床に落下した。

　私はそこでようやく己おのれを取り戻し、叫さけんだ。

「『ジェシカ！　緊きん急きゆう起動！　図書館内で火事よ！』」

「……いや、ここで叫ばなくてもいいよ」

　おっと、思わず再現ＶＴＲに力が入ってしまった。

「あ、ごめんなさい。ジェシカ、今のは噓うそ」

『大だい丈じよう夫ぶです。播機遙さん』

　天てん井じようのスピーカーからジェシカの声が返る。私は続ける。

「で、ジェシカを呼んだんですが、なんて言えばいいのか、本が、床に着く前に燃もえ尽つきちゃったみたいで、床や他ほかの部分には燃え移らなかったんです。それでジェシカが近くにいる先生を呼んでくれて。私は駆かけつけた先生に事情を説明してから、自転車で教室棟を目指しました。そこで秋津先生と遭そう遇ぐうしたんです。……聞いてます？」

　秋津先生は心ここにあらずという感じで、指先で髪をひと房ふさつまみ、いじっている。

「え？　ああ、聞いてるよ。それで？」

「これで全部です。不思議な話でしょう？」

　話し疲つかれて喉のどが渇かわき、自然にコーヒーカップに手が伸のびる。教師の施ほどこしを受けたくないので、さっきは遠えん慮りよしたが、私はコーヒーが大好きだった。

　先生が淹いれたコーヒーに口を付ける。味は普ふ通つう。次は私が淹れてあげよう。これよりは味を引き立たせられる。いや、笠木さんが淹れればいいのか。ん、何故なぜここで笠木さんが出てくる？

　別に笠木さんは関係無いだろう。血は繫つながっていないとはいえ兄きよう妹だいなんだから。いやまて兄妹とかは関係無い。単に私はコーヒーを淹れてあげたいだけなんだから。なんの為ために？　だから、ええと、あれ、私は何を誰に対していい訳しているんだ？

　私が自分でも意味のわからない混乱をしている間、先生は黙だまって髪かみをいじっていた。やがてその手を白衣のポケットに入れ、今度は銀色の万年筆を取り出す。ん、どこかで見た気がする。どこだっけ？

　先生は口を開いた。

「話は、不思議と言える」

「え？　話は、ってどういう意味ですか？」

「事象には、特に不思議な事は無い」

「不思議な事は無い？」

「逆に聞くけど、なにが不思議なんだっけ？」

　先生はこちらを見る事もなく万年筆を器用にクルクル回している。人と話をする時は相手の目を見ろと教えられなかったのだろうか。

「だって、勝手に本から発火したんですよ？　二階には誰もいなかったのに」

「うん、問題はそれ」

　秋津先生は一度天井を見上げた後、万年筆をポケットに戻もどして両手を組み、私を見つめた。

「問題はそこだよ。お互たがいにとってね」

「え？　お互いってなんの事ですか？」

　この人はさっきから意味がうまく取れない事ばかり言う。

「もちろん、当事者である君と、その解決を任されてしまった僕」

　……私は平静を装った。大丈夫、問題無い。

「仰おつしやっている意味がよくわかりません」

「どうやって火を付けたのかはひとまず置こう。そんなのはいくらでも方法がある。問題は、誰が付けたのかだ。君以外に誰もいない図書館で本が燃えた。ここまではいいかな？」

「はい」

「この問題を解決する仮説が二つある」

「二つも？」

「うん。一つは、犯人が君である場合」

「私はそんな事っ!!」

　思わず立ち上がりかける。何を言い出すのだこの人は！

　秋津先生はじっとこちらを見たまま動かない。私が黙って座り直すと話を続けた。

「うん。君では無い。君にはそんな事をするメリットがない。もしかしたら何か理由があったりするのかもしれないけど、今のところ僕が知っている限りでは君はそんな事しない」

「……どうも」

　なんと言っていいかわからず曖あい昧まいに答える。無意識に両手を握にぎりしめていた。

「……では、もう一つの仮説というのは？」

「うん」
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　一呼吸。

「図書館には他に誰かがいたんだよ。本に火を付けた誰だれかがね。それしかありえない」

「でも誰もいなかったって言ったじゃないですか！」

「そう。君が言った。うん、つまり、君が噓をついているんだ」

「！」

　唐とう突とつに図星を指されて私は硬こう直ちよくする。が、すぐに激げつ昂こうしたフリをしてごまかした。

「私が噓をついたと言うんですか!?　なんの為に!?」

「守りたい人がいるから、かな」

「！！！」

　私はなにも言えなかった。しかし沈ちん黙もくが肯こう定ていを示している事に気づいてもっと焦あせった。なにか言わないと。なにか、なにか、ええい、このどうしようもない頭よもっと回れ！

　黙っている私に秋津先生は喋しやべり続けた。

「証しよう拠こと呼べるほど強力なものじゃないけど、根こん拠きよはある」

「こ、根拠、ですか？」

「人は噓うそをつく時、あるいは何かから注意を逸そらしたい時、無意識に、逆にその事を強調してしまう事がある」

　なんの事だ。喋った内容は何度も吟ぎん味みしている。ミスなど無かった筈はず。

「君はこう言った。『二階には誰もいなかった』と」

「……！」

「この言葉自体は不自然じゃない。しかし、君は最初に、図書館は無人だったと言っている」

　なにか反論しようと思った。でも言葉が出なかった。

「にもかかわらず、君は『二階には誰もいなかった』と言った。しかも、それを二度繰くり返している。気づいていたかな？　つまり、」

　先生は右手の人差し指を軽く立て、そして言った。

「本当は、二階には誰かいたんだ。そうだろ？」

　私は答えなかった。答えたら、認めた事になる。これ以上噓をつくのは嫌いやだったが、認める事はもっと嫌だった。せめて、うつむかず、先生を見続けた。

「まあ、これが五割って所かな。残り五割は播機さんの目を見てて確信した」

「……どういう、意味ですか」

「うーん、なんて言えばいいのかな。誰かを守ろうとして必死になっている。その思いが伝わったんだよね」

　沈黙。

　そして沈黙は私の敗北を意味していた。目の前の男の子は私とほとんど同い年だというのに、私にはこれ以上、噓をつき通せる自信が無い。直感でそう思った。

　私は、友達を、仲間を守り切れないのだろうか。また、日常を失うのだろうか。

　下を向きながら、つぶやく。

「…………私は、どうすればいいんでしょうか」

　先生の言葉はシンプルだった。

「別になにも」

　シンプル過ぎて私は顔を上げる事しか出来なかった。先生はもう冷めているであろうコーヒーに口を付けた。

「僕は調査を依い頼らいされただけで真相を究明する義務は無い。このまま『不思議な事件でしたね』で終わってもなにも困らない。播機さんが噓を言った事を誰かに言うつもりも無い」

　不ふ穏おんな予感がした。

「……もしかして、私を脅おどしているんですか？」

「!?　とんでもない！」

　秋津先生は本気で驚おどろいたようで、大げさに両手を振ふった。まるで子供のようだ。

「本当に僕にとってはどうでもいい事なんだ。播機さんは今日の事を忘れて構わない。僕も忘れる。ちょっと不思議な事があった。それだけ。ＯＫ？　じゃあ、僕は仕事に戻もどるから」

　私は釈しやく然ぜんとしない。しかし何を言えばいいのかわからなかった。秋津先生は椅い子すに座り直しパソコンに向かった。キーボードに手をかけた後、ふと気づいたように顔を上げる。

「あ、もし播機さんがこの事で困っていて、かつ、本当の事を話す気になったら、相談に乗るよ。それだけ」

　秋津先生は再びパソコンに向かい、黙もく々もくとキーボードを打ち始めた。もう私がここにいることを意識もしていないように見えた。

　不意に泣きたくなった。涙るい腺せんがゆるむ。泣いちゃ駄だ目めだ。泣いちゃ駄目だ。ここで泣く理由が無い。私は急いで一礼して大おお股またで入り口に向かった。扉とびらを開けて一度だけ振り返る。パソコンのモニターが、私と先生の視線を遮さえぎる。

「失礼しました！」

　扉を閉める。そして私は廊ろう下かを走り出した。

　駐ちゆう輪りん場じようにダッシュで向かう。歩いていたら、涙なみだが床ゆかに落ちてしまいそうな気がしたから。





24　僕が椅子に体重を預けて大きく伸のびをしていると、香音が戻ってきた。






　播機さんが去ってから30秒も経たってない。香音はソファを通り過ぎて僕の前に立った。

「少しばかり、播機さんに手厳しいのではありませんか？　安芸様」

　部屋の外で話を聞いていたのだろう。香音の聴ちよう力りよくなら簡単な事だ。

「『れしあの会』はイドとなんらかの接点がある。だから、彼女には素す直なおに協力してもらうか、完全に手を引いてもらうか、どっちかがいい。なので、そう言ってみた。悪い？」

　香音は口を閉じて少し困った顔をした。

「問題処理の対応方法ではなく、人間関係構築の円えん滑かつな手法について申し上げているのです」

「え？　どういう事？　なにか問題あった？」

　香音はため息をつく。そのため息の意味がわからない。わからないので考えない事にした。椅子から立ち上がる。

「さて、そろそろ調査を始めますかね」

「お供します。どちらへ行かれますか？」

「そうだね、まずは現場百ひやつ遍ぺんって奴やつかね。修復状じよう況きようも確かく認にんしたいし、それにこれも調べないと」

　僕はポケットから「れしあの会」の招待状を取り出した。図書館で播機さんが持っていた物だ。記き憶おくを封ふう鎖さする際、これの事も忘れてもらっている。

「行き先は、図書館だ」

　香音は直立不動で答えた。

「Ｙｅｓウルトウ、我が魔術師メイガスよ」





25　駅へ続く坂道を自転車で駆かけ抜ぬける。私は立ち漕こぎしながら思わず叫さけんだ。






「なんなのよ、あの、教師は！　そして、私は！」

　言葉は口から飛び出た先から風に流れて四散していく。生徒はほとんど帰ったようで、下り坂を下りているのは私一人だった。

　ああもう、ちょっとメガネでかっこよくて大人っぽくて私より背が高いからなんだというんだ！　嫌きらいだあんな子！

　そう思いこもうとして、それに失敗し続けていた。自分で自分の感情を制せい御ぎよ出来ない。胸が苦しい。なんで私があいつの為ためにこんなに怒おこらなきゃなんないのよ！

　いや違ちがう。怒ってはいない。彼は全すべてを看破しておきながら、私の事を尊重して、なにも聞かなかった事にしてくれたのだから。でも、怒って無いけど腹は立つのよ！　自分自身に対して！

　さっきの狼ろう狽ばい振ぶりは、どう考えてもあり得ないだろう。ガンとして否定するのでも、いきなり謝って泣きついてしまうのでもいい。なにか、なにか一言まともな事を喋しやべれた筈はずだ。

　でも、私に出来たのは、その場から逃にげ去る事だけだった。先生の顔を見るのも恥はずかしかった。ああ、思い出したらどんどん恥ずかしさが増してくる。

　ペダルを漕ぐ力を強める。アスファルトを滑かつ走そうする。風景が次々と迫せまっては遠ざかる。更さらにスピードを上げる。ほぼ全力。空気が壁かべになって顔に当たる。冷たい。それに痛い。でも顔はどんどん上気していくので、ちょうどいいくらいに気持ちいい。

　だいたい「体でお返し」ってなに？　勢いで口走るにも程ほどがあるだろう、私よ。それともなにか？　私はなにかを期待していたのか？

　自分の想像で、顔が真っ赤になるのがわかる。誰だれも見てないが顔をぶんぶん振ってごまかす。

　頭の中は混乱を続けていた。秋津安芸という教師が、あの男の子が、頭の中でグルグルと回っていた。それは大人に対する敵意の筈なのだが、何故なぜか同時に好意でもあるような気がして、でもそんな筈が無くて、えーと正直よく分からない。分からないので叫ぶ。

「ああもう、なんで教師なのよ！　あいつは！」

　理り不ふ尽じんな物言いだ。それは自分でも分かっていた。

　下り坂が終わり平へい坦たんな道に繫つながる。ペダルを漕ぐのをやめ慣性で道を進む。左右には水田。ここは取り立てて田舎いなかというほどの場所では無いのだが、学園と駅の間は何故か農家が多い。

　前方に自じ動どう販はん売ばい機きが見えた。速度を落とす。自動販売機の手前で自転車から乱暴に降りた。突とつ然ぜん止まったからか、体中からじわりと汗あせがにじみ出た。

　自じ販はん機きの前に立つ。財さい布ふから小こ銭ぜにを取り出して投入。迷わずコーラを選んだ。

　ガタン。

　出てきた缶かんを急いで自販機から取り出し、プルタブを開けて一気に喉のどに流し込む。

　ゴク、ゴク、ゴク

　すぐにお腹なかのあたりに圧あつ迫ぱく感かんが発生し、それが喉に到とう達たつする。それでも構わず飲み続ける。

　ゴク、ゴク、ゴク

　もう駄だ目め、もう駄目と体が言っている。それでも飲み続ける。

　ゴク、ゴク、ゴク

　もう限界！　一気に息を吐はく。

「プハアアアアッ!!」

　なんという、はしたない飲み方だろうか。でも、私はこういう風にコーラを飲むのが好きだ。

　目め頭がしらに涙なみだがにじんだ。風景が少しゆがむ。もちろんコーラのせいだ。そうに決まっている。




　炭酸が、心に沁しみた。





26　僕が図書館の中に入ると、修復作業中のスタッフでごったがえしていた。






　僕は姉さんの姿を見つけ、声をかけた。

「姉さん」

「理事長室の外では理事長と呼ぶように。秋津先生」

　外では外向きモードのようだ。

「失礼しました。理事長」

　壁にもたれかかっていた姉さんは体を起こして僕の所までやってきた。

「ここはうるさい。司書室に行こう」

「あのう、僕、ボヤ騒さわぎの事を調べたいんですが……」

「現場検証なら無む駄だだぞ。本ほん棚だなも床ゆかも全部吹ふっ飛んでるからな」

「ああ、やっぱり……」

　まあ、それは期待してなかった。姉さんを追って司書室に移動する。

　司書室に入るなり姉さんはタバコに火をつけた。単に吸いたかっただけなのでは？

「我が《血族クラン》のスタッフは優ゆう秀しゆうだな。明日までには元通りの図書館に戻もどるだろう」

「そりゃすごい」

　僕の気の無い返事に、姉さんは大きく煙けむりを吐き、話題を変える。

「しかし、始業式は大変だったよ。あれをやらかした輩やからは厳げん罰ばつに処されるだろう」

「え？　それはジョークですか？」

　姉さんは僕をジロリと睨にらみ、くわえタバコで答えた。

「どういう意味だ？」

　もしかしてホントにジョークなのか？　僕は確かく認にんした。

「だって、あれ、理事長がやったんでしょう？」

　姉さんは、しばらくこっちを見た後、ふっと笑った。

「どうしてわかった？」

「他ほかにいませんから」

「『なにが』他にいないって？」

「『あんな無む茶ちやな事をする人が』です」

「ああ、なるほどね」

「魔ま術じゆつ反応のある生徒をあぶり出そうとしたんでしょ？」

「その通り。予想外な結果になったけどね」

「もう少し上手うまい手が無かったんですか？」

「結果的には非常にうまい手だったと思わないか？」

「……」

　まあ、こういう人だ。姉さんは楽しそうな表情でタバコを消した。そして説明する。

「魔術レベルでの防ぼう御ぎよを強制的に排はい除じよする結界を講堂全体に張ったんだ。もちろんあの広さでやるんだからたいした出力では無いけどね」

「それによって、《可能性ルウキス》の極きよく端たんな低下を魔ま力りよくで補っていた、いや、補わされていた人達が、その支えを排除されて、急に精神虚きよ脱だつ状態になってしまった訳ですね」

「うん。まさかそんな事になるとは思わなかった。それに、あんなに多数の生徒が既すでに敵の手に落ちているというのも予想外だ。教師も何人かやられてたしな」

「正確な人数は？」

「現在確認中。つられて貧血になっただけの女生徒ってのも割といたみたいなのでね」

　そう言って理事長は笑った。今のはジョークなのか？　判別する手段が無い。

「明日の朝には正確な数字が分かるから、朝、理事長室に来なさい」

「……メールで教えて頂ければ済む事では？」

「何を言っているのかな？　秋津先生。君は明日から毎朝、私と理事長室でミーティングするんだよ」

「……は？」

「当然だろう？　君はこの問題の解決を担当する事になったのだから。必ず来るように。そして離はなれていた二年間という二人の時間を、むさぼるように埋うめ合うのよ♥」

「それ、趣しゆ旨しが変わってますから」





27　その夜、私は携けい帯たい電でん話わに適当に相づちをうちつつ、しおりの制作に励はげんでいた。






　といっても、そんなに難しい作業ではない。やっかが作ってくれた押し花ばなの紙を、ブッカーでくるんで、さきっちょにリボンを付けるだけだ。ブッカーというのは、図書館の本を保護する為ためのビニールシートで、多分ブックカバーの略りやく称しようだと思う。これを図書館からちょこっとお借りしている。

　もともと、このしおりは、半年前に大失しつ恋れんをした美奈の為に作ったのが始まりだ。

　失恋のせいで精神的に参ってしまっていた美奈は、見ていて痛々しい程ほどだった。彼女を励ます為に、私とやっかはアガパンサスの花を買い、それを押し花のしおりにして『アルジャーノンに花束を』の最後に挟はさんで、絶賛落ち込み中の美奈にプレゼントしたのだ。

　効果はてきめんだった。元から花言葉に詳くわしい美奈は、本を読んで散々泣いた後、最後に挟まっていたしおりを見て、私たちの友情に感激して、もっと泣いたそうだ。

　人間、感情を発散させれば大たい抵ていの気持ちは持ち直す。おかげで美奈も立ち直ってくれた。もちろん私とやっかは大喜びだ。

「私と同じ気持ちになってる人にも、立ち直ってもらいたい」と美奈が言い出した時は驚おどろいたが、彼女が前向きに何かをしようとしているのが嬉うれしくて、私達は協力してしおりを作り、わかりやすい噂うわさを流す事にした。美奈が花を育て、やっかが押し花を作り、私がしおりにして本に挟む。完かん璧ぺきなフォーメーションだ。

　私達が流した噂は、静かに、しかし確実に女の子の間で広まった。副産物もあった。図書館の生徒利用率が上がったのだ。これは図書委員長である私にとって願っても無い事だった。この作業をいつまで続けるかは分からないがもうしばらくは──

『──ねえ、お姉ちゃん、ちゃんと聞いてるの？』

「ん？　ああ、ごめん、仄香。聞いてる聞いてる」

　しまった。そういえば電話をしているのだった。おもわずブッカーかけに夢中になってしまっていた。

『またしおり作りながら電話してるでしょ！』

「……正解」

『まあいいけどね、それで、図書館で貧血で倒たおれた訳だ。お姉ちゃん』

「そうそう。それで秋津先生が、講堂まで連れてってくれてね」

『また秋津先生！　お姉ちゃん今日その人の話ばかりじゃない！　やっぱり不潔だわ！』

「いやいやいやいや、たまたま何度も顔合わせただけでさ……」

　この時間、つまり午後９時からの一時間は、仄香に今日あった事を逐ちく一いち報告する習慣になっている。ほぼ二年間、毎日続いている習慣だ。

　仄香と離れて暮らしている訳ではない。その逆だ。この家には私と仄香しか住んでいない。妹は壁かべ一枚はさんだ隣となりの部屋にいる。だが、私は彼女の姿を、この二年間、一度も見ていない。

　こういうのを引きこもりというのか、私は知らない。仄香は私が学校に行っている間に家中を掃そう除じし、ゴミを分別し、夕飯を作っておいてくれる。電話越ごしであれば、こんなに仲良く話も出来る。ただ、人と顔を合わせる事が出来ないのだ。私を含ふくめて。

　両親を失った二年前の事故で、私達姉妹が負った精神的な傷はひどいものだった。単に私が先に復帰出来たというだけに過ぎない。仄香は今も闘たたかっているのだ。私はどれだけかかろうと、たとえずっとこのままだとしても、彼女の側にいてあげようと思っている。

『──おーい、聞いてる？』

「あ、ごめん、自分の世界入ってた。ごめん、何？」

『お姉ちゃんはさ、お昼休みに、図書館に、なにしに行ったの？』

「美奈と同じ事聞くね。桜を見に行ったのよ」

『ホントに？』

　え？

『だってさ、桜だったら、放課後でも見られたよね。お姉ちゃんはさ、やらなきゃいけない事があったから、お昼ご飯を急いで食べて、図書館に、行ったんじゃないの？』

　仄香が言い含めるように言葉を重ねるたびに、私の中でムクムクと違い和わ感かんがわき上がってきた。そして、何故なぜか私は慌あわてて否定する。

「いや、でも、特に何をしにいった訳でもないし。そうだったとしても忘れちゃったよ」

『またまた！』

　受話器の向こうで笑い声が響ひびく。

『お姉ちゃんが何かを忘れるわけないじゃない！』







[image: ４月９日　朝ＨＲ後]





28　ＨＲを済ませた僕は研究室に戻もどり、ジェシカのカスタマイズを試みていた。






　論理魔ま術じゆつは現代プログラミングと方向性が似ている。表向きの職業としてシステムエンジニアをやっている魔ま術じゆつ師しも大勢いる。僕も英国では、コンピューターを使った論理魔術の応用研究をしていた。なのでプログラムを書くのは割と速いほうだ。

　ジェシカを個人用にカスタマイズするのは面おも白しろいチャレンジで、昨日ジェシカがここにあると知った時からやってみたいと思っていたのだ。

　姉さんが気を利きかせたのだろうか。カスタマイズプログラムの開発環かん境きようは僕のＰＣ内に既すでに構築してあった。そこで、昨日思いついた小規模のちょっとした機能を組み込んでみる事にした。

　三時間目が始まる20分ほど前にプログラムを書き終える。ローカルテストを走らせてから、運用プロセスに組み込む。

「今すぐ試ためせる？」

　机の前で直立不動で立っているジェシカに聞く。

《秋津先生の組まれたモジュールは一時的にシステムを高確率で過か負ふ荷か状態にする可能性があります。スケジューリングの問題から、午前中は生徒の管理などでシステム全体の処理負荷が高い為ため、現時点での動作確かく認にんは推すい奨しようしません》

「あらそう。じゃあ後で試す事にする。今日のスケジュールを教えて」

《既に遅ち延えんしているスケジュールとして、ＨＲ前の周藤理事長とのミーティングがあります》

「それはパス。後で音声会議でやればいい」

『なにが「やればいい」だ！　安芸！』

　音声会議用のスピーカーから姉さんの怒ど声せいが聞こえた。

「聞いてたんですか？　教師とはいえ、僕にもプライバシーというものが」

『そんな事はどうでもいい！』

　よくないと思うけど……。

『なぜ理事長室に来ない！』

「健全な姉し弟てい愛を育はぐくむ為です」

『私の愛は不純だとでも言うつもりか!!』

「あ、そろそろ授業が始まりますんで、行きますね」

『あ！　こら！　待て！　安芸！　んもうっ、アキくんってば～っ!!』





29　三時間目の授業で、私達は初めて秋津先生の授業を受けた。






　先生にとっても初の授業である。

　彼は抱かかえたプリントを教きよう壇だんに置いて教室を見み渡わたした。

「はい、では今から英語の授業を始めます。最初にいくつか授業の進め方について説明しておきたいと思います。まず、僕の授業では板書は写さなくていいです」

　生徒達の顔に「？」が浮うかぶ。

「もちろん授業中は黒板を使うけど、その日に黒板に書く分は、これ」

　教壇に置いたプリントの束を叩たたく。

「これに全部書いてあります。これを授業の終わりに配るから板書を写す必要は無いです。あ、もちろん『ノートを使うな』って意味じゃないよ。書かないと覚えられない人もいるだろうから、好きなようにして。今回は説明の為に先に配っちゃうね」

　プリントの束が約六等分され各列に渡わたされる。前から送られてきた紙を受け取り、自分の分を抜ぬいて後ろに回す。

　回されたプリントは二枚。一枚は横長の長方形が二つ並んでいて、その中に文字がびっしり書き込まれている。恐おそらく長方形は黒板を表しているのだろう。フォントは手書き風だが、よく見るとパソコンで作った物だとわかる。

　もう一枚は半分のサイズで、両面白紙。なにこれ？

　全員にプリントが渡った事を確認して、先生は話を続けた。

「あまりみんな意識してないけど、教師の話を聞きながら同時に黒板の文字を書き写すってのは、かなりの集中力を要する作業なんだ。集中力ってのはそう持続しない。集中力が切れるとどうなるか？　眠ねむっちゃう。一いつ生しよう懸けん命めい授業を受けようと思っているのに居い眠ねむりしちゃう事ってあるでしょ？　あれはそういう訳」

　何人かの生徒から感かん嘆たんの声が漏もれる。なるほど。確かにあり得るかもしれない。

「なので、両方やって集中力が切れちゃうよりは、板書しないで僕の話を聞いてて下さい。もちろん、後でちゃんと復習してね。あとね、なんだっけな」

　先生は右手の指先で髪かみをつまみ上げてねじっていた。考え事する時の癖くせだろうか？

　いつまでも髪をいじってるので、私は白紙の方の紙を持ち上げて振ふりながら先生に言った。

「この紙の事じゃないですか」

「ああ、そうだ。ありがとう、播機さん」

　私にお礼を言って、また教室を見渡す。

「授業中に疑問があったらその紙に書いて授業の終わりの時に提出して下さい。どんな質問でもいいです。次の授業で、もらった質問にまとめて回答します。ただし、これ成績には影えい響きようしないから、無理に質問をひねり出す必要は無いです。じゃあそろそろ授業を始めようか」

　先生は持参したチョークを右手に取って、黒板の左上隅すみに、慣れた手つきで「The」と書いた。

　次の単語を書こうとした所で振り返る。

「ああ、もう一つ忘れてた。テストの事だけど」

　流れるように進む先生の話に吞のまれていた生徒は、ここで一気に自我を取り戻もどしたかのようにざわめき始める。それが落ち着くのを先生はちょっとだけ待った。

「テストは教科書及およびノートの持ち込みを許可します。僕が配るプリントもＯＫです」

　私の前の席の男の子が小さく「ラッキー」と言ったのが聞こえた。しかしそれはまやかしだ。先生は今宣言したのだ。「僕のテストは教科書やノートを持ち込んだくらいでは簡単に解けるようには出来ていませんよ」と。

「よし、じゃあ授業を始めるよ。ジェシカ！」

『はい、秋津先生』

「パターンＣ４で開始」

『了りよう解かいしました』

　ここから先がまた凄すごかった。先生はジェシカを使って黒板に写真や動画を投とう影えいし、それにチョークで文字を次々と追加していく形で授業を展開した。

　ある程度書いた所で、写真を切り替かえたり、それらの表示する位置を移動させる。

　これを繰くり返していくウチに、黒板が先生の文字で綺き麗れいに埋うまっていく。最初は適当に書き足しているように見えたが、全すべて計算された動きのようだ。

　しかも、展開されているのは、教科書の内容とは全く関係が無い『アーサー王物語』の一節だ。先生の主張によれば、教科書で指示されている語ご彙いや文法は全部カバーするので、もっと面おも白しろい話を題材に勉強しようという事らしい。

　50分の授業のうち、ぴったり20分経たった所で黒板が埋まった。「５分休きゆう憩けいね」の言葉と共に黒板を綺麗に消して行く。そして再開。また同じように黒板が文字で埋められていく。

　二回目の黒板の最後の余白に文字が埋められた所で、ぴったり今日の授業が終わった。予告通り「質問用紙」を書く＆提出する時間が５分設けられ、それを受け取ると先生は号令も無しに教室から出て行った。

　これが、私達が受けた、秋津先生の初の授業だった。





30　とりあえず初授業をこなす事が出来た。僕は次の教室に向かいながら考える。






　生徒に好評かどうかはちょっとわからないけど、教師をやるとなった以上は可能な限り彼らにとって意味のある事をしてあげたい。

　僕には教師としても、人間としても、他ほかの先生方と比ひ較かくして経験が足りない。その部分をテクノロジーで補う事にした訳だが、それが正しいのかどうかはよくわからない。

　本当は、授業中にリアルタイムで質疑応答を出来るのが望ましいが、日本の学生は授業中に手を挙げて自分の意見を言う事が苦手なので、それを試みるのは当分先になるだろう。

　最終的には生徒が自分で課題を発見し、その課題をクラス全体で解決していく、という形に持っていきたいのだが。まあ、あせらず行こう。時間は十分にある。





31　昼休み、私と美奈はやっかが購こう買ばいでパンを買ってくるのを待っていた。






「しっかし、やるねえ秋津先生。あれでクラスの大半を味方につけたね」

　美奈はニヤニヤしながら弁当箱を広げていた。私と言えば、まだカバンからお弁当を取り出してもいない。

「あれ」というのはもちろん秋津先生が繰り広げた授業の事だ。未いまだかつてあんな分かりやすくて面白い授業を受けた事が無かった。終わった時、私はあまりに授業にのめり込んでいたため体に力が入らず、すぐに立つ事が出来なかったくらいだ。他のみんなも似たような心地ここちよい疲ひ労ろう感かんを感じていたように見えた。

　私は昨日にも増して、私の思考の大きな部分を、あの教師が占しめるのを感じていた。嫌きらいな奴やつ認にん定ていしたにもかかわらず、ちょっと気を抜ぬくとあのちょっと頼たよりないが鋭するどい目をした顔が浮うかぶのだ。そのたびに慌あわてて頭から振り払はらう。

　そんな私を見ながら美奈がニヤリと笑って聞いてくる。

「あ、今、秋津先生の事考えてただろ」

「え？　なんでわかるの？」

　美奈は顔を伏ふせて笑いを堪こらえている。なにが可笑おかしいのか？　まあいい。秋津先生は確かに気になるのだが、私は私の問題を解決しなければ。

　精神的気持ち悪さが、ゆるく、ゆるく、私を締しめ付けている。昨日の朝から起きた様々な事が私の中を漂ただよっている。そして、その中でも特に私を苦しめる問題がある。

　やっかが戻るまで少しある。その間に事を済ませよう。私はそっと目を閉じる。

　すぐに思い出せる。私が何を忘れてしまったのかを。

「……？　遙？　なにしてるの？」

「ごめん、ちょっと集中するから、話しかけないで。ごめんね」

「ん、わかった。やっかが来たらお昼だからね」

「うん」

　私は膝ひざの上に両手を載のせ、そっと右手の親指を手のひらの中に入れて握にぎりしめる。これは私にとっての儀ぎ式しきみたいなもので、意識を集中させる時にはいつもこうしている。

　私にはちょっとした特技がある。見たことや聞いた事を、基本的に忘れないのだ。いや、正確にはそうではない。見たことや聞いた事を、思い出そうとすれば、必ず思い出せるのだ。

　私は、これは誰だれにでも出来る事だと思っていたし、今でも思っている。だが未だに私以外にこのような事が出来る人にお目にかかった事が無いので、もしかしたら特とく殊しゆな事なのかもしれない。

　脳や記き憶おくのメカニズムについて詳くわしいことは知らない。なので、これは単に私が印象だけで自分の特技を分ぶん析せきしたものだ。

　目で見たものや、耳から聞こえた音、鼻で感じた匂においなどは、一度全て情報となって脳に入る。全て入るのだ。一つの漏もれも無く。これが記憶というもの。

　その後、必要に応じて脳の中から、それらの情報を取り出す。これが思い出すという事。

　大たい抵ていの人は、どうでもいい情報については思い出す前に脳から消えてしまう。これが忘ぼう却きやく。

　で、私は生まれつき「情報が脳から消えてしまう」という事が無い。一時的に忘れる事があっても、全部、必ず残っているのだ。

　ただし、入っているからと言って、それが常に日々の思考に現れるかというと、そんな事は無い。必要に応じて出し入れ出来る。みんなそうでしょう？　私が人と違ちがうのは、一度獲かく得とくした情報を決して失わない事。そして、時間はかかるけど、必ず思い出せる事だ。

　また、一度思い出した事こと柄がらであれば次からは短時間で思い出す事が出来る。繰くり返し思い出せば、それは記憶から知識へと定着する。例えば私の勉強の仕方は基本的にこれだ。椅い子すに座って、授業を思い出す。それの繰り返し。

　誤解の無いように言っておくと、これはあまり効率のいい勉強法ではないと思う。

　受験の時も、北凰学園に入れるくらいの学力はあった訳だが、１００％この特技のおかげという訳ではない。授業でやった内容を試験時間中に思い出せるとは限らないからだ。やはり事前に授業を思い出さねばならず、それを定着させる為ために集中する時間が必要だ。

　また、授業内容を覚えていたからと言って、その応用問題が解けるとは限らない。人生とはマニュアル通りには進まない。学校の勉強もなんら変わるところはない。

　逆に、一度思い出してしまったものを忘れる──正確には、頻ひん繁ぱんに思い出さないようにする──には結構な労力が必要だ。だからお化け屋や敷しきとかはあまり行かないようにしている。ホラー映画も見ない。嫌いでは無いのだけど、夢に出るのがイヤなのだ。

　おっと、思考がそれてしまった。これは今は関係無い。思い出したいのはこんな事じゃない。私は意識集中モードに入る。思い出したいのは、昨日の、始業式前の、図書館での事だ。

　私は、何かを忘れている筈はずだ。しかし、それがなんなのか思い出せない。

　こんな事はあり得ないのだ。少なくとも、この十年間こんな事は無かった。いや、もちろんなかなか思い出せないという事もある。体調によっても変わるし、生理の最中はそもそも意識が集中出来なかったりもする。しかし、今のこの感覚はそれとは違う。

　本当は思い出せる何かがある。図書館の扉とびらをくぐってから秋津先生に助け起こされるまでに、私は何かを見たのだ。それは間ま違ちがい無い。多分。

　それが、なんと言ったらいいか、自分でも変な気分なのだが、誰かにそれを思い出すのを止められている、というような気がするのだ。馬ば鹿かげた話ではある。誰かって誰？　そいつは私の脳みそに鍵かぎでもかけたのか？　ありえない。

　先生の匂いを覚えている。立ちくらみで倒たおれた所を抱だきかかえられたのだ。その時、私は何を見たんだろう？　そして、何を思い出せないのだろうか？

　イライラがつのる。いつのまにか勝手に膝が振しん動どうし貧びん乏ぼう揺ゆすりをしていた。隣となりに座っていた美奈がそれに気づき、手をのばして私の太ふと股ももを大きな手で直接「むぎゅう」と摑つかんだ。

「ひゃあっ！」

　思わず声が出る。膝の動きが止まる。

「遙、お下品」

　叱しかられる。彼女の普ふ段だんの言動からは全く想像出来ないが、美奈の家はかなりの名家で、母親は日本舞ぶ踊ようの師し匠しようである。そのせいか、美奈自身も礼れい儀ぎ作法についてはかなりうるさい。

　私は素す直なおに謝る。

「ごめん。考え事してた」

「その右手見てりゃわかるって」

　言われるまで気付かなかった。私の右手は青筋が浮うくほど握りしめられ、小刻みにふるえていた。慌あわてて手を広げてグーパーする。よっぽど集中していたようだ。

　それでも頭の中にかかったもやは晴れそうに無い。

「うーん」

「何を悩なやんでるか知らないけど、さっきから携けい帯たい鳴ってるぞ」

「え？　おととと」

　慌てて細かく振動しているカバンを開けて携帯を取り出す。メールだ。ええと。

「珍めずらしいな。仄香がメールで連れん絡らくよこすなんて」

「妹さん？」

「うん」

　文面を読む。





『件名：世界一愛してるお姉ちゃんへ




　あなたの可愛かわいい妹から「意識が晴れる」おまじないのお知らせです。

　１　添てん付ぷファイルの画像の上に両手の親指を置きます。

　２　そのまま目を閉じて深呼吸を三回します。

　必ずやるように。以上』






「……なにこれ？」

「どした？」

「おまじないの方法が書いてある」

「へえ、相変わらず個性的な妹さんだね」

　添付の画像を表示させると、赤色の円が出てきた。よくよく見ると、それはやたら細かく書かれた複雑な模様の集合体のようだった。うーん、なにこれ？

「意識が晴れる」というのが、なんの事なのか良く分からないものの、「必ずやるように」と書かれているので、やっておかないと後で何を言われるか分からない。

　不思議な事に、あの子は何故なぜかそういうのが分かるのだ。なので、ここは言われたとおりにしておこう。

　携帯の画面の上に両手の親指を載のせる。目を閉じて、深呼吸。一回。二回。三回。




　ふわり、と、体が軽くなって浮き上がるような気分に包まれた。




　体の芯しんのあたりがじわりと熱くなる。気持ち悪くは無い。むしろ逆。その熱が体中に広がって、ため息ともつかない声が漏もれそうになる。あわてて口を閉じると、体が小さく震ふるえた。

　不思議な感覚は急速に去っていった。それと同時に、頭の中に浮かんでいたもやもやとした霧きり状じようのものが、すうっ、と消えていくのを感じた。なにもかもがクリアに思える。顔を上げて周りを見み渡わたした。別になにが変わった訳でも無い。視力が上がった訳でも無い。しかし、前よりも色々なものがはっきり見えるような気がした。

　私は前をじっと見つめ、今度こそ思い出そうとする。だがしかし、肝かん心じんな事はやっぱり頭に浮かばない。ああ、どうすればいいんだろう？

「どうしたのよ、遙」

　客観的に見れば挙動不ふ審しんになっている私を、美奈が不思議そうに見る。

「え？　いや、ううん、なんでもない。おまじないが効いたみたい」

「そりゃ良かったね。で、どうする？」

「なにが？」

「あー、やっぱり忘れてるよこの子」

　美奈は大げさなリアクションで首を振ふった。

「新しい喫きつ茶さ店てん探すんだろー。遙がネットで候補のお店調べるって、約束したじゃんかあ」




　カチリ、と、なにかがハマる音がした。




　私は問い返す。

「……ごめん、今なんて言った？」

「耳まで悪くなったか？　約束だよ。約束。覚えてないとか言ったら極きよつ刑けいに処すぞ？」




　約束。







　そうだ。秋津先生の匂においは、抱だき上げられて知ったのではない。




　本ほん棚だなから落ちた時に抱きしめられたんだ。




《鴉ノツクス》。




　論理魔ま術じゆつ師し。




　本棚の上を走った。




　笠木さんという《人形ドール》。




　あの時、握にぎっていた彼の手の感かん触しよく。







　彼は、私になんと言ったか？







『一つ約束をして欲しいんだ』







　閉じていた扉とびらがゆっくり開き、私が失っていた記き憶おくが、あふれ出してくる。







　私は、全すべてを、思い出した。







[image: ４月９日　放課後]





32　授業を一日分こなしＨＲも終えるとさすがに疲つかれた。僕は研究室に戻もどっていた。






　時刻は既すでに放課後。研究室で一休みしている筈はずだった。

「……」

　机の向こうで播機さんが立ったまま僕を見つめている。というか睨にらみ付けている。

　香音はソファでヘッドフォンをしたまま目を閉じて、音楽に没ぼつ頭とうしているフリをしている。実際には曲はかけておらず、こちらの会話を聞いている筈。

　播機さんも香音の事は気にしていない、ように見える。

「ええと、なんの用かな？」

　大きな瞳ひとみがやたら真しん剣けんなまなざしをしていたので、あえて気が抜ぬけたように聞いてみる。

「先生にお礼がしたくて、部屋の前で待たせてもらいました」

　彼女はどこか興奮しているように見えた。なんとなく、瞳が輝かがやいているような。

「お礼？　僕、なにかしたっけ？」

「先生が昨日、私を助けてくださった件です」

　僕は机の上で冷ましていたコーヒーカップに手を伸のばしながら答える。

「ああ、なんだ！　体育館に運んだ事？　気にしないでよ。立ちくらみなんて誰だれでもあ──」

「その事ではありません!!」

　バンッと机が叩たたかれる。僕はカップに伸ばしていた手を止めて、思わず播機さんを見上げた。

「え？　なに？」

　彼女が一いつ瞬しゆん笑った気がした。そして、一言ずつ言った。

「先生は、私を《砲ほう台だい》から守ってくれました。図書館で笠木さんと一いつ緒しよに。命を救って頂いたお礼をさせて下さい」

　再び沈ちん黙もく。

　香音は微び動どうだにしない。いいぞ。

　平常心を保つ。表情を維い持じする。修練のたまもの。僕はそのまま腕うでを伸ばしてコーヒーカップを取り、口をつける直前で、気づいたフリをした。

「《砲台》？　《砲台》ってなんのこと？」

「イドが置いていった武器の事です」

　彼女は図書館での自身の体験を克こく明めいに説明した。イドの事、《砲台》の事、本棚の上を走り回った事、万年筆の事、僕がよくわからない方法で《砲台》を破は壊かいした事。

　彼女が喋しやべっている間、僕は突とつ然ぜん訳の分からない事を言われてあっけにとられた、というフリで聞きながら、次の行動方針を立てていた。

　なにが原因か分からないけど、《約束》の永続パーマ魔術式ネントが解けてしまったらしい。ここまで完かん璧ぺきに解かい呪じゆされるのを見たのは初めてだ。

　まあ、それは別にいい。人によって記き憶おく封ふう鎖さのかかりやすさというのはある。

　こういう場合、二通りの対処方法がある。一つはもう一度記憶封鎖を施ほどこす事。一度目よりも強力な術式を使って。しかし、16歳の子供相手にそのような強力な魔術を使うと精神に傷を負わせてしまう可能性がある。

　そこで、もっと単純な方法を使う。僕は、喋り終えた彼女に、ゆっくりと返事をした。

「えーと、夢でも見てたんじゃないかな？」

「!!」

　播機さんは非常にわかりやすく目だけ怒いからせて僕を睨み付けた。今にも叫さけびだしそうだ。

　しかし、これで納なつ得とくしてもらわなくてはならないのだ。証しよう拠こはどこにもない。彼女さえ、あれは現実に起きた事ではないと納得してくれれば全て丸く収まる。

「僕が見たのは、本ほん棚だなに倒たおれかかっていた播機さんだけだよ。他ほかの人ひと影かげも、空飛ぶ筒つつも、もちろん香音が火の玉を撃うつ所も見ていない。まあ、あいつがそんなアクティブな行動をする事があったら、ちょっと見てみたい気もするけどね」

　そう冗じよう談だんめかして香音の方を見る。香音は僕の視線に気づいたフリをして、ヘッドフォンを外して「なに？」と聞いた。僕は「気にするな」と手を振ふった。香音は音楽鑑かん賞しようモードに戻る。

　しばらく黙だまっていた播機さんが口を開いた。

「つまり、先生は、今、私が喋った事は全部、妄もう想そうだとおっしゃる訳ですか」

　彼女は体を起こした。怒いかりのあまりまた机を叩き出すのではないかと思ったけど、そうではなく、ツカツカと机を回って僕のすぐ横まで歩き至近距きよ離りから見下ろした。僕は答える。

「いや、妄想とは言ってないよ。立ちくらみで気を失った時に夢を見たんじゃないかって事」

　しばらく僕を見つめていた播機さんは、急に体をこちらに傾かたむけてきた。二人の顔が一気に近づく。

「え、なに？」

「ちょっと失礼」

　そのまま彼女は左手を伸ばして僕の右みぎ肩かたを力ちから一いつ杯ぱい握にぎった。僕は答える。

「……どうかした？」

「痛く無いですか？」

「え？　まあ、力一杯握られれば多少は痛いけど、そういう事じゃなくて？」

　噓うそだった！　危あやうく叫ぶ所だった！　痛いに決まっている！　昨日、君をかばう為ために床ゆかに激げき突とつさせた右肩だぞ！

「……失礼しました」

　播機さんは最後にもう一度力を込めて肩かたを握にぎってから体を離はなした。右肩からジンジンと痛みが染しみ出ている。秘密を守るには痛みを伴ともなうという事だろうか。多分違ちがう。




　僕はこの時、この肩の痛みのせいで多少集中力を欠いていた。

　それが、僕の決定的なミスを誘ゆう発はつさせたのだ。




　播機さんはしばらく黙った後、確かく認にんするように、こう聞いてきた。

「……それでは、先生は、あくまで私が見たものを見ていないと主張されるわけですね？」

「主張ってほど大層な事じゃないけど。でも見てないものを見たとは言えないからねえ」

「では」

　彼女は、ぐいっと身を乗り出して真正面から顔を近づけてくる。当然お互たがいの距離が縮まる訳で、僕はまたも椅い子すごと下がろうとして失敗する。この子はわかってやってるのか？

　そして、彼女は不思議な事を言った。

「では、約束してくれますか？」

「約束？　なにを？」

「もし私の言ってる事が本当だったら、先生は私の質問に正確に答えて下さい」

　意味不明。混乱しているのか？　それとも今時の女子高生流のレトリックかなにかだろうか。

「別に、君の言う事が本当かそうでないかにかかわらず、君が本当に聞きたい事があるのなら、僕は出来る限りその質問に正直に答えるよ？」

　僕は痛む右肩に意識の大半を取られながら適当に答えた。ああそうだ。適当に答えてしまったのだ！

　彼女は一いつ瞬しゆんの間の後、こう言った。

「約束して欲しいんです」

　彼女は更さらに身を乗り出した。息がかかりそうな距離に真しん剣けんな表情が迫せまる。ゆるめに締しめた彼女のネクタイがブレザーからこぼれ落ちて、白衣の上に着地した。ブラウスの隙すき間まから谷間を描えがいた肌はだが覗のぞいている。なんか昨日もこのパターン無かったか？

「わ、わかったから。約束するから、ちょっと離れてくれない？」

「ホントですね!!」

　彼女の目が輝かがやいた。１２０％スマイルが僕を見つめる。僕は何かを言おうとして──




　その直後、彼女は僕の両りよう肩かたに手を載せ、僕の目をまっすぐに見て、呪文を紡いだ。




「《そのトウス言葉を・アウラ──」




　僕は本能的な危機感から反射的に彼女に飛びかかった。両手を伸のばして口を塞ふさごうとした。




「──契約ネヴとするアル》」




　しかし、一瞬間に合わなかった。僕と彼女はもんどり打って床に転がった。

　僕はすぐに両りよう腕うでをついて体を起こした。

　体の周りを赤い光が周回していた。魔ま術じゆつ発光だ。しかもこの色の光は──

　光の渦うずは徐じよ々じよに集束して、そして消えていった。




《約束》の魔術にかかったのだ。この僕が。




　僕はその場で硬こう直ちよくしていた。思考がまとまらない。何が起きたのかをうまく認識出来ない。




　魔術を使ったというのか？　播機さんが？




[image: ]

「そんな、まさか……」

「あの、先生？」

　床から声が聞こえた。下を向くと播機さんの顔があった。

「播機さん、君は、一体……」

　僕が呆ぼう然ぜんとしたまま見つめると、彼女は、恥はずかしがるように目を逸そらして言った。

「すみません、とりあえず、どいて、もらえませんか？」

「え？」

　僕は改めて彼女を眺ながめた。

　研究室の床ゆかに彼女は仰あお向むけに倒たおれていて、僕はその上に馬乗りになって覆おおい被かぶさっていた。両手は、彼女の両肩を摑つかんでいる。顔が近い。客観的には、押し倒している以外の何ものにも見えないだろう。

「う、わ、うわわわわわ。いや、あの、これは」

　慌あわてて両手を離はなす。と、その時、頭上から女性の声が響ひびいた。

「……赴ふ任にん二日目から私の生徒に手を出すとは、なかなか気合いが入ってるじゃないか。それは我が理事会と私個人への宣戦布告と受け取って構わないな？」

　顔を上げなくても誰だれかは分かった。聞き慣れた声だ。いや、たとえ声を聞かなくても分かっただろう。真の怒いかりのオーラというのは空気を伝でん播ぱして伝わるのだ。

　周藤絵里子理事長は、しごく冷静に最終弁論の機会を言い渡わたした。

「30秒だけ弁解の時間を与あたえよう。その後は、覚かく悟ごするがいい。安芸」

　訂てい正せい。それは判決文の読み上げだった。





33　私はまだ研究室の床に押しつけられている。背中が冷たい。






　秋津先生は私の上に馬乗りになったままなので抜ぬけ出す事が出来ない。先生はその格好のまま私の視界の外にいる誰かに必死に弁解している。

「いや、姉さん、あの、これはですね、事故な訳でして、彼女が呪文を紡ごうとしたのを防ぐべく押し倒しただけで、いやあの、押し倒すというのは文字通りの意味で他意は無く」

　先生は必要以上にしどろもどろになっている。口調もおかしい。

「安芸」

　と、女性の声が先生を呼び捨てにする。ビクッと先生の体が震ふるえる。顔が青い。あ、ちょっと涙なみだ目だ。

　声の主はツカツカとヒールの音を立ててこちらに近づいて来るようだ。先生は懇こん願がんするように喋しやべり続けた。

「あ、あの！　ま、まだ弁解の時間は13秒あります。今から考えをまとめ直しますから、もう少しだけお待ち頂けませんか。いや、ほんとに、そんな意思は全く」

「もういい、事情は大体想像が付く。今のは冗じよう談だんだ」

　頭上に現れたのは理事長の周藤先生だった。周藤先生が秋津先生のお姉さん？

　周藤先生は私と秋津先生を交こう互ごに見てから額を押さえた。

「安芸にそんな甲か斐い性しようがあったら、私がこの学園なんかに呼ぶと思うか？　冗談だ」

　本気で狼ろう狽ばいしていた秋津先生は、周藤先生の言葉を聞いて体の動きを止め、その数秒後、体中から空気が抜けるように息を吐はいた。本気で怖こわがっていたようだ。力が抜けたらしく空中で激しく身み振ぶりしていた手を床についた。

　……ええと、あの、そこ床じゃなくて、私の体の上なんですけども。

　周藤先生は近くにあったソファに腰こし掛かけて息を小さく吐いた。

「それよりも安芸。問題は深刻だぞ。何故なぜ私がここに来られたと思う」

「……!?　彼女の魔術反応が、理事長室まで届いたんですか!?」

「そうだ。彼女の論理魔ま術じゆつ師しとしての潜せん在ざい能力は、現在確かく認にんされている魔術師の中でもトップレベルと言えるな。それだけじゃないぞ安芸。彼女は専門的な訓練を受けていないのに、魔術を使えた。《人形》のサポートも無しにだ。意味が分かるな？」

　周藤先生の言葉に、秋津先生の表情が驚おどろきに変わる。

「……まさか、《紅オストラム》なんですか？　播機さんが？」

「そういう事になるな。そうでしかあり得ない」

　無意識なのか、秋津先生の手に力が入る。その手の先には私の体がある訳で、ちと痛いぞ、先生。

「魔術発光を見ただろう？　色は？」

「……赤、でした。でも、《紅オストラム》の《血族クラン》は途と絶だえている筈はずでしょう!?」

「それは今から調査する。まず事実を受け入れろ。検証するのはその後だ」

「……はい」

「必要なのは迅じん速そくな対応だ。彼女からも色々聞く事になるだろう」

「あのっ！」

　私は、よくわからない会話を高速で続けてる二人に強ごう引いんに割り込んだ。二人は、まるで今初めて私の存在に気づいたかのようにこちらを見た。ちょっと緊きん張ちようしながら喋る。

「ええと、なにやら緊きん迫ぱくした事態で、かつ、それが私に関かかわっているらしい事くらいしか分かって無いんですが」

　私を真上から見下ろしている秋津先生をまっすぐ見つめ返して、笑え顔がおを作る。

「秋津先生、とりあえず、どいてくれませんか？　あと、この手、どかしてくれると嬉うれしいんですけど」

　私は視線で秋津先生の右手を示す。彼の手のひらは私の左胸を鷲わし摑づかみにしていた。割と強く。

「！！！！！」

　先生は、声にならない悲鳴を上げて飛び跳はねるように起き、足をからませてそのままソファに突つっ伏ぷした。

　私は無言で起きあがり二人に背を向け、ブラウスのシワを直す。

　まだ左の胸に、秋津先生の手のぬくもり、というか感かん触しよくが残っている。

　男の子に押し倒たおされたり胸を摑つかまれたくらいで狼狽するようでは、今時女子高生なんてやってられない。と、私は思っている。

　それでも、胸の鼓こ動どうはこれ以上無いという程ほど、高鳴っていた。顔も赤いに違ちがいない。落ち着け。そして気づかれるな。気づかれたくない。

　心臓の高鳴りも、顔のほてりも、恐きよう怖ふとかから来たものではなかった。男の人の体重を、初めて感じた。不特定多数の男ではない。もしそうならこんなにドキドキしない。

　顔を上げる。窓の外はすっかり夜の帳とばりが降りている。チョンチョンと飛び跳ねるように窓に近づき、ガラスを鏡にして表情を確認する。深呼吸。よし、大だい丈じよう夫ぶ。冷静だ。

　くるりと振ふり返り、ソファの上で起きあがった秋津先生に１２０％スマイルをプレゼントする。これはつまり「乙女おとめの胸を蹂じゆう躙りんした罪は重いぞ♪」転じて「大きな貸しが出来ましたよ（ニヤリ）」というサインだ。先生の表情の変化から私のメッセージが伝わったのがわかる。私は二人の近くまで歩いた。

「もう大丈夫です。では、説明してくれるんですか？　なにを話してくれるのかも分かって無いんですが」

「え、ああ、ええと……」

　しどろもどろになる秋津先生。そっと周藤先生を見る。周藤先生は深くため息をついた。

「そうだな。播機は全すべてを知る権利があるし、知らなければならない」





34　香音がコーヒーを全員分テーブルに並べるまで、僕らは一言も喋しやべらなかった。






　ソファには僕の隣となりに姉さん、向かいに播機さんが座っている。香音は、お盆ぼんを持ったまま播機さんの隣に腰掛けた。

　さて、なにから話せばいいのやら。

「最初から始めて、終わりに来たらやめればいい」

「……姉さん。今の、心を読んだ訳じゃないですよね？」

「私が了りよう承しよう無しに弟のプライバシーに立ち入る人間に見えるか？」

「それはジョークかなにかですか？」

「あのう、すみませんが、話を始めてもらえませんか？」

　教え子に諭さとされてしまった。まあ、まだ一時間分しか教えて無いけど。

　僕は座り直して播機さんを見つめた。

「播機さん。君は、今、非常に微び妙みようで、かつ、結構危険な立場にある。なぜそんな事になっているのかという説明をする為ために、まず我々の事を話さないといけない」

「『我々』？」

「僕や姉さんやこの学校の事だ」

　一息置いて続ける。

「多分、最初はさっぱり信じられないと思う。でも別に構わない。今は状じよう況きようだけを把は握あくしてくれればいい。要するに、今から僕が話す事を、とりあえず事実なんだと受け止めて聞いて欲しい。いいかな？」

　彼女は小さく首をかしげつつ、一いつ瞬しゆん、僕への視線を強めた。

「はあ。さっぱりわかりませんが、とりあえず理解しました」

「ＯＫ。じゃあ、えっと……ん？」

　今の会話に微妙な違い和わ感かんを感じる。このやりとりは前にもあった。《約束》をした時だ。

「あのさ、播機さん」

「なんでしょうか？」

「一つ質問なんだけど、もしかして、君の中で『理解しました』ってのは『はい』とは違う事なの？」

「ええ。少なくともイエスの意味では使いません」

「だから記き憶おく封ふう鎖さが失敗したのか……」

　ため息をつく。隣から突き刺ささるような視線というか思念というかが飛んできているが、ここはあえて気づかないフリをする。

　秋津の家、《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師しは「言葉」によって人や物を恒こう久きゆう的に束そく縛ばくする魔ま術じゆつを得意としている。その中でもとりわけ大きな術なのが《約束》だ。強力な拘こう束そく力を発揮する為には「言葉」によってその約束を強固なものとしなければならない。

　あそこで僕は播機さんからイエスの返事を受け取ったつもりだった。修練が足りない。

「……まあ、過ぎた事は仕方がない。じゃあ、改めて始めよう。昨日、図書館で君が見たように我々は人間が持ち得ない超ちよう常じようの力、いわゆる魔術を操あやつる能力を持っている」

「論理魔術師、って言ってましたよね。確か」

「そう。我らは《論理魔術師》。我らはこの世果つる時が来るまで、人間と共に歩きそれを守る者。僕も、理事長も、論理魔術師の一人だ。そして、君もなんだよ、播機さん」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな瞳ひとみが少し見開かれた。

「私が？」

「そう。君は《紅オストラム》の血を引く論理魔術師だ。知らなかっただろうけど、我々と同じく、魔術を操る異能の力を持っている。我々と同じく、古くからの宿命を負った《血族クラン》の一人なんだ」

「なんで、そんな風に、断定、出来るんですか」

　彼女は言葉を一つ一つ切って反論してきた。しかし、言葉に力が無い。頭では拒きよ否ひしていても、体はもう理解しているのだ。自分が何者なのかという事を。僕は答える。

「播機さんが魔術師だと断定できる理由は、君が《紅オストラム》の魔術を使ったからだ。論理魔術は人間には使えない。一つの例外を除いて、《血族クラン》の血を引く者だけが魔術を行使出来る。播機さんは僕に対して魔術を使えた。だから君は論理魔術師なんだ。疑問の余地は無い」

　今度は反論無し。播機さんは少しだけ顔をうつむけ、目線を下げて口を結んでいた。驚おどろいて声が出ないようにも、話にならないと呆あきれているようにも見えた。僕は構わず続ける。

「我々論理魔術師は、《完結したフオル・円環キアカル》が統すべる《血族クラン》という組織に属していて、敵対する《鴉ノツクス》という組織と戦っている。この辺も前に話したよね？」

「《完結したフオル・円環キアカル》というのは聞いていません」

「そうだっけ？　ええと、詳くわしく説明するのは面めん倒どうだな。七つの《血族クラン》の代表者からなる最高意思決定機関が《完結したフオル・円環キアカル》なんだ。とりあえず今は同じものだと思ってくれていい。戦っているのは《血族クラン》と《鴉ノツクス》なんだ」

「はあ。その戦いというのは、私が見たような、ええと、なんていうのか、超ちよう自然的なものなんですか？」

「大たい抵ていはもっと陰いん湿しつな戦いだけどね。規模は様々。昨日みたいな個人戦の時もあるし、組織的な戦争レベルの時もある。第三次薔ば薇ら戦争とか、世界史でやったかな？　あれなんかは、近年最大の論理魔術師同士の直接対決だった」

「えーと、私が、その戦いってのを、いえ、そもそも《鴉ノツクス》とか『論理魔術師』とかがこの世に存在する事を今日まで知らなかったのは何故なぜですか？」

　うまい質問だと思った。これは、姉さんが答えた。

「全世界レベルで情報統制が行われているからだ」

「情報統制？」

　二人が話している間に、僕は横に置いていたカバンに手を入れて中身を漁あさる。

　姉さんが続ける。

「そう。この21世紀に、魔術が実在するという事、それに我々《血族クラン》と《鴉ノツクス》が戦っている事、そもそも我々のような者が存在する事は、あらゆる手段を使って巧こう妙みように隠いん蔽ぺいされている」

「そんな事が可能なんですか？」

「莫ばく大だいな金を使ってるからな。それに、魔術師の数がそれほど多くないから、よほどの大事件でも起きない限り、誰だれも信じない」

「その『信じない』ってのが重要なポイントなんですね」

　姉さんが口元を緩ゆるめた。珍めずらしい。僕はカバンの中から、ようやく目的の物を見つけた。

「播機、前から思っていたが、お前は頭の回転が速いな。高校生なんか辞やめて私の秘書をやらないか。高給を出すぞ」

「理事長、僕の教え子を勝手に引き抜ぬかないで下さい。突とつ然ぜん何を言い出すんだこの人は」

「いえ、アルバイトなら喜んで……って、秋津先生！　なにしてるんですか！」

　播機さんは、突然立ち上がったかと思うと、僕が口にくわえたばかりのタバコと、右手に持っていたライターと、机の上に置いてあった箱を、さささと取り上げた。

「え、なにって、ちょっと一服を……」

　すると播機さんは僕を見下ろしたまま睨にらみ付けた。

「20歳未満の喫きつ煙えんは法律で禁止されています！　先生なんだからそういうのはキチンとしなさい！」

「え？　日本では20歳からなの？」

「え？　イギリスでは違ちがったんですか？」

「18から許されてる」

「……？　先生、17歳でしたよね？　確か」

　旗色が悪い。

「ええと、なんの話だっけ？」

「とにかくこれは没ぼつ収しゆうします」

　播機さんは両手で僕のタバコと、ライターと、箱を握にぎりしめた。

「没収して、どうするの？」

　なにげなく聞いた質問に対し、播機さんは猫ねこのようににっこり笑った。

「これ、チョコレートの味がする奴やつですよね」

「よく知ってるね」

「どんな香かおりかな～。楽しみだな～」

「……それ、箱ごとあげるからさ、今一本吸わせてくれない？」

「校内では駄だ目めです」

「君の倫りん理り観がよく分からないんだけど」

「そりゃあそうでしょう。私、女子高生ですから」

「……日本では、そこは納なつ得とくする所なの？」

「もちろんです」

　ため息をつく。何を言っても通用しそうにない。タバコはあきらめる。

「僕が留学している間に、日本はずいぶんと変わったんだね……」

「ドッグイヤーって奴ですよ」

「意味分かって言ってる？」

「いいえ？」

「ああ、そう……」

「安芸。どうでもいい話で貴重な時間を費ついやさないように。そろそろ完全下校時刻だぞ」

　またイライラした思念が伝わってくる。話を脱だつ線せんさせたのはあなたでしょうが。

「タバコの話をしたのはお前だ」

「……本当に心を読んだりしてないんでしょうね」

　タバコを引き抜かれた口が寂さびしいので、胸ポケットからブルーベリーガムを取り出して放り込んだ。

「話を戻もどそう。何故《血族クラン》と《鴉ノツクス》が敵対しているかというと、主義主張の違いが色々あるんだけど、端たん的てきに言えば、《鴉ノツクス》が人間から《可能性ルウキス》を奪うばおうとしているからだ」

「《可能性ルウキス》？　昨日も言ってましたよね？　なんですかそれ？」

　そうか、その話を先にしなきゃいけなかったか。

「ますます常識から遠く離はなれた話になっていくよ。まず、世界は《可能性ルウキス》に満ちあふれている。日本語で言うと『可能性』が一番近い」

「可能性、ですか？」

「呼び方は様々ある。「光」「想おもい」「オーラ」「マナ」「プラーナ」等々。時代や地域によって、異なる呼ばれ方がある。我々論理魔ま術じゆつ師しは《可能性ルウキス》と呼んでいる」

　姉さんはソファに体重を任せて、何も言わない。僕は続けた。

「《可能性ルウキス》は、万ばん物ぶつが持っているポテンシャルの量を意味する。量の大小はあれど、あらゆる物は《可能性ルウキス》を持っている。中でも人間は特別だ」

「特別？」

「うん。人間は、万物の中でも例外中の例外で、《可能性ルウキス》を自ら生み出す事が出来る。人間は文字通り無限の可能性を持っているわけだ。だから人類は、これだけの文明を築くに至ったんだよ。この先も、その《可能性ルウキス》が失われない限り、人間の繁はん栄えいは続くだろう。地球の寿じゆ命みようが先に終わるかもしれないけど、そんな事は些さ末まつな問題だ。宇宙は広いからね」

　話についてきているのだろうか？　今の彼女からは表情が読めない。

　僕が言葉を切って見ていると、コーヒーに口を付けたまま彼女は答えた。

「大だい丈じよう夫ぶです。とりあえず続けて下さい」

「心強い相づちをありがとう。論理魔ま術じゆつを使うには《可能性ルウキス》をエネルギーとして消費する必要がある。《可能性ルウキス》は、万物、特に動植物から、常に大気中にわずかながら漏もれ出ている。我々はそのわずかな《可能性ルウキス》を収集して溜ためておき、魔術を使う際に消費する」

　味の無くなったガムを銀紙にくるんでゴミ箱に捨てる。

「この作業は極きわめて効率が悪い。物体から直接《可能性ルウキス》を吸い出す方が簡単だし、大量に取得する事が出来る。しかし、我々《血族クラン》はそれをやらない。その行こう為いは、その物体から可能性を奪う事を意味するから。可能性を奪われた物は、物としての寿命を失う」

「でもあの」

　播機さんが口を挟はさんだ。

「人間は《可能性ルウキス》を生み出せるって言ってましたよね。なら人間から引き出せば……」

「うん。しかし、それは《血族クラン》では禁きん忌きとされている。さっき無限って言ったけど、それは言葉の文あや。「生み出せる」というのは一時的に消費しても回復するという意味で、人間一人が持つ《可能性ルウキス》の総量は有限なんだ。だから《血族クラン》では、それはやらない」

「ということは、《鴉ノツクス》は違ちがうんですね」

「よくわかったね。そう、《鴉ノツクス》は違うんだ。これは非常に重要な所で──」

　話の本筋に入ろうとした所で天てん井じようのスピーカーから聞こえる人工音声、つまりジェシカの声に遮さえぎられた。

『秋津先生。最終退出時刻です。特別研究棟とうに退出時刻を超こえて生徒、しかも女生徒が校内に留とどまる事は、校則面及および倫りん理り面で禁止されています。繰くり返します──』

「だ、そうだよ、安芸」

　姉さんはヤレヤレといった顔で立ち上がった。

「『倫理面』云うん々ぬんは、理事長が設定した文面ですか？」

「自己学習機能の成果と言って欲しいな」

「……」

「安芸は車だろ？」

「はい」

「播機を家まで送って上げなさい」

「え、そんな、私は大丈夫です」

　あわてて播機さんがソファから立ち上がろうとする。

「私、一人で帰れ──」

　膝ひざに力が入らなかったのか、彼女はそのままテーブルの上につんのめった。あらかじめ彼女の向かいに立っていた僕は両手で彼女の体を支える。

「あ……あれ？」

「さっき播機さんが魔術を使った時に、自分の《可能性ルウキス》を極きよく端たんに消費したんだ。一時的に肉体的能力が低下している筈はずだ。まあ、一日寝ねれば治ると思うけど」

「そういう事だ。だから安芸に送ってもらいなさい。話もまだ途と中ちゆうだしな。安芸、頼たのんだぞ」

「理事長は？」

「スタッフに播機の家系について調査させる。ああ、彼らは今晩徹てつ夜やだな。可か哀わい想そうに」

「……理事長は？」

「秋津の家の家訓を忘れたのか？」

「『徹夜は美容の大敵』ですか？　家訓でもなんでもないですよ……」

　ため息をつきながら播機さんを起こす。

「立てる？　そういう訳だから、家まで送るよ」





35　私は先生の後からエレベーターを降りた。職員用駐ちゆう車しや場は地下にある。






　地下駐車場は生徒の立ち入りが禁止されていた。なので私がここに入るのは初めてだ。コンクリート打ちっ放しの空間で、天井が高い。春先だけど暖かかったので、照明の薄うす暗ぐらさを除けば割と過ごしやすい場所だった。

　とても広い空間で、真ん中に柱がいくつも立っている為ために全体を見通す事が出来なかった。何台停とめられるのだろう？

　エレベーターで降りてきた今いるこの場所は、この広大な空間の隅すみっこのようだ。

　先生の車はすぐ近くにあった。なにかのマンガで見たことがある車だった。確かミニクーパーという奴やつだ。赤いボディーに白い屋根。まるっとしたデザインが可愛かわいい。

　先生はガチャリと助手席の扉とびらを開けた。

「さあ、どうぞ」

　お礼を言って乗り込む。いつのまにか後部座席に笠木さんが乗っていた。ヘッドフォンを耳にあて、目を閉じていた。いつも何を聞いているのだろう。

　車の中は車特有の臭くささがそれほどなかった。こまめに掃そう除じしているのだろうか。

　運転席に先生が乗り込む。むむ、先生との距きよ離りがやけに近いような気がするのは、この車が小さいからだろうか。

　先生は慣れた手つきでドアを閉め、キーを回す。エンジン音と振しん動どうが伝わってくる。

「普ふ通つうなら音楽かけてる所だけど、今日は無しで」

「はい。授業の続きですね」

「授業か。二回目の授業が魔ま術じゆつの話になるとは思わなかったけどね」

　ハンドルを切って通路に出る。動きに迷いが無い。かなり運転慣れしているようだ。17歳でそれはどうかと思う。……あれ？　17歳って運転出来たっけ？

　蛍光灯の緑色の光に照らされた通路を車が滑すべり出す。ゆっくりと進み、突つき当たりを左に折れる。

　前を向いたまま先生が言った。

「さて、どこまで話したっけ？」

　やっと聞いてくれた。これを待っていたのだ。私は出来るだけ穏おだやかに答えた。

「あのですね。正直な話をしますと、論理魔ま術じゆつ師しだとか、《鴉ノツクス》だとかについて、全く興味無いんですね、私」

　先生は答えない。私は前を見ながら次に言うべき事を考えた。

　興味がない。当然だ。《紅オストラム》？　《可能性ルウキス》？　ナンセンスだ。これまで常識の徒としてなに不自由なく生活してきた私を、突とつ然ぜん、非日常の世界に引き込まないで頂きたい。誰だれにそんな権利があるのだろうか？　あるはずが無い。私はこれまで一度だって平へい凡ぼんでない生活を望んだ事など無いのだから。

　二年前に両親を同時に亡なくして以来、私の役割は周囲の環かん境きようから自おのずと決まった。誰に迷めい惑わくをかける事なく出来るだけ早く自立し、そして普通の人生を送る。送らねばならないのだ。それが、私が私を救ってくれた人達に出来る唯ゆい一いつの事なのだから。

　なので「太古の昔からの魔術師同士による戦争」とやらに関かかわるつもりは毛頭無い。勝手にやってて下さい。そして私を巻き込まないで下さい。




　この半年後には、私は《紅オストラム》の魔術を司つかさどる論理魔術師として対《鴉ノツクス》戦の一いち翼よくを担になう事になるのだが、その時の私は、誰がなんと言おうとも、ただの、普通の、ありふれた、女子高生に過ぎなかったのだ。




　頭の中でぐるぐる想おもいが回るが言葉にすべき事が思いつかない。どうしようか考えていると、先生が口を開いた。

「なるほど。それは非常に明快だし、全くもってその通りだ」

「え？」

「播機さん。君には今二通りの選せん択たく肢しがあるんだ。わかるかな」

「え、ああ、……なんとなく」

「うん。一つは、このまま全すべてを忘れて、普通の生活に戻もどるという道。もう一つは、自分が《紅オストラム》の論理魔術師である事を受け入れて、僕達と共に《鴉ノツクス》と戦う道だ」

　まあ、そうなんだろうな。そんな気がしてた。

「僕としては、後者は全くオススメ出来ない。それは茨いばらの道だし、生命の危険を伴ともなう。それに君が……」

　先生はフェードアウトするように言葉を切った。私は続きが気になった。

「なんですか？」

「……それに、君は僕の教え子だからね」

「さっき『君は』じゃなくて、『君が』って言いませんでした？」

「気のせいじゃない？」

「いいえ、私、聞いたことは忘れないんです」

「へえ、物覚えがいいんだね」

「うーん、それとはちょっと違ちがうんですけど。例えば、昨日から今日まで、先生と話した内容、一言一句繰くり返せますよ。思い出すのに時間はかかりますけど」

「……え？　それホント？」

「やってみましょうか？」

「いやいい。播機さんがそう言うなら信じる」

　どう言うと信じないのかわからないが、証明も無しに、この能力の事を信じてくれたのは、覚えている限りこの時が初めてだった。

「私、一度見たり聞いたりした事を全部覚えてるんです。あ、正確には覚えてるんじゃなくて、忘れないんですけど」

「長期記き憶おくが確実に復元可能であるって事？」

「え？　ああ、多分、そうです」

　先生は少し眉まゆ根ねを寄せた。考えているようだ。

「だから、僕が君に使った呪じゆ文もんを言えたわけ？」

「はい。そのまま言っただけだから、どういう意味なのか分かって無いんですけど」

「そんな事が可能なのか……」

　先生はため息をついた。車はゆっくりと進んでいる。

「それにしても、呪文の持つイントネーションや語句の間を完全に再現するなんて、普ふ通つう考えたらあり得ないんだけど……？」

「あ、私、外国語を覚えるのが趣しゆ味みなんです。マイナーな奴やつを含ふくめたら、20カ国語はいけます」

「ホントに？」

　呆あきれた顔をされた。確かに外国語を覚えるのが趣味の女子高生は珍めずらしいかもしれない。しれない、が。

「先生？」

　ちょっと真面目まじめな表情で先生の顔をのぞき込んでみる。先生は怪け訝げんな顔をした。

「なに？……あ、ごめん、趣味は個人の自由だよね。ごめん。教師らしからぬ言動だった」

「いえ、そうではなくて」

「なに？」

「今の呆れた顔、ちょっと可愛かわいいです」

「……ああそう」

　ため息をついて再び呆れた顔。そう、それ。

　先生は「それはともかく」と言って話を続けた。

「おかげで、君は呪文を完かん璧ぺきに繰り返して、僕に行使する事が出来た訳だ。僕、最初の術を発動するのに半年近くかかったんだけどね……」

　どこか遠くを見ているようだ。

「今回のケースは、いくつもの例外の為ために発生した訳か……。まあでも、直接の原因は僕にあるんだよねえ」

「どういう意味ですか？」

「図書館で播機さんを見つけた時、僕は声なんかかけずに君を気絶させるべきだった。でも、僕が関かかわったこれまでの実戦では、その場に一いつ般ぱん人がいたケースが無かった。だから多少の焦あせりがあって判断をミスしたらしい。この責任は取らなきゃならない」

「え、責任って？　私のせいで先生が処分されたりするんですか？」

　それは困る。何が困るのかよくわからないけど、とにかく困る。

「いや、責任って、そういう意味じゃない。この先、何があっても、君は僕が守るという事。少なくとも《鴉ノツクス》には、今後指一本触ふれさせない」

　……ふむ。返事を思いつかなくて私は沈ちん黙もくした。秋津先生は今自分が言った意味を分かっているのだろうか？　異性に対してそういう事を言ったら、世間一般には「告白」というものになるのではないか？　いや、この男の子の事だから、多分文字通りの意味でしか捉とらえて無いんだろうな。段々秋津先生がどういう人なのか分かってきた気がする。

　ライトが壁かべを照らし、駐ちゆう車しや場の角に来ている事を示した。車はまた左に折れる。駐車場が長方形だとしたら、今は長い辺の方を進んでいた事になる。

「話が飛んじゃったね。二択たくの話だ。君が今のままの日常を選せん択たくするのを我々に止める権利は無いし、僕はその選択は間ま違ちがってないと思う。ただし」

「ただし？」

「既すでに起きた事、そしてこれから起きる事について、最低限の事は知っておいた方がいいと思うのだけど、どうだろう？」

「……そう、ですね。確かに、仰おつしやる通りだと思います」

「あのさ、さっきから思ってたけど、やたら丁てい寧ねい語だよね。年ねん齢れいもほとんど変わらないんだから、タメ口でいいよ？」

「一年の差は大きいし、先生に対してタメ口なんて出来ません」

「そうですか……。まあいいけど。じゃあ、昨日の図書館の話からしようか」

　先生はそう言って、白衣のポケットから小さな便せんを取り出した。

「あ、それ」

「うん。『れしあの会』の招待状だ。これは君達が作った物ではないんだよね？」

「違ちがいます」

「ならば、これは《鴉ノツクス》が作った物だ。魔ま術じゆつ反応も残ってるしね。これ自身には、読んだ人間の判断能力を鈍にぶらせる暗示しかかけられていなかった」

　ポケットに便せんをしまう。

「《鴉ノツクス》が何をしようとしているのか、まだわからない。だが、なんらかの形で君達が大事にしている『れしあの会』を利用しているのは、ほぼ間違いない」

　そうなのだ。そしてそれは私にとって最も許し難がたい事だった。

《血族クラン》と《鴉ノツクス》の戦いには全く興味が無い。しかし、それが私の、私達の日常に干かん渉しようしてくるのであれば話は別だった。私は日常を守るのだ。そう決めている。

「本が燃えた件も、当然、《鴉ノツクス》と関係している筈はずだ。君があの日見た『誰だれか』もね」





36　本当は、僕は図書館に誰がいたのかを播機さんに聞いてしまいたかった。






　しかし、あえて僕は聞かなかった。聞けば答えてくれるかもしれない。しかし、それではあまり意味が無い。

　さっきは適当な事を言ってしまったが、この先、彼女が論理魔ま術じゆつ師しと無関係に生きるのは恐おそらく無理だろう。彼女の類たぐい希まれな素質と、《紅オストラム》の血がそれを許さない。

　ここで僕らが見のがしても、《血族クラン》の統とう括かつ組織である《完結したフオル・円環キアカル》も、そして《鴉ノツクス》も、いつか必ず彼女にたどり着く。その前に、彼女は自衛の為にも自身の能力を使う方法を身につけなければならない。

　そのためには彼女自身が決断しなければならない。これまでの日常と決別して、論理魔術師として《鴉ノツクス》と戦うのだと。

　僕はあえてなにも喋しやべらずに駐車場の中をゆっくり進んだ。突つき当たりを左に曲がる。





37　本当は、私は図書館に誰がいたのかを先生に聞いて欲しかった。






　先生がここで聞いてくれれば、素す直なおに答えるつもりだった。そうすれば、心に溜ためている全すべての問題を秋津先生や理事長に任せて、私は日常に回帰出来るんじゃないかと思っていた。

　しかし、先生は何も言わずに前を見たままだ。私が自分から言えば、それは、この問題に自分も関わるという宣言に等しい。これまでの日常と決別して、私も論理魔術師として《鴉ノツクス》と戦うのだと。多分、この人は、それを待っているんだ。

　迷っていた。沈黙が車を支配する。エンジン音が同じリズムを繰くり返している。

　とりあえず何か言おうと思い、考えをまとめるために、私は窓の外に視線を動かした。

　そして、その時、ようやくさっきから感じていた違い和わ感かんに気づいた。

「先生、さっきから変だと思ってたんですけど」

「なに？」

「そろそろ、この駐車場、壁かべ沿いに一周したと思うんですけど、どこにも出口がありません」

　先生は、徐じよ行こう運転していた車を停とめ、フロントガラスの先をのぞき込んだ。

「……しまった。蛍けい光こう灯とうも全部消えてる」

　車がある周囲数メートルの他ほかは、全て蛍光灯が消え、駐車場は暗くら闇やみに包まれていた。視界ゼロ。車の周りだけがぼんやり緑色に光っている。

　明らかに異常な事態。何故なぜ今まで気づかなかったのか不思議なくらいだ。

　秋津先生は小さく息を吐はき、ハンドルに腕うでをかけてつぶやく。

「意外と早かった」

「早いって、なにがですか？」

「相手の動きが」

　突とつ然ぜん、後部座席の笠木さんが叫さけんだ。

「後方より魔ま力りよく熱源反応１！　距きよ離り１００メートル！」

　その途と端たん、車が急発進し、私は座席に体を押しつけられた。先生がアクセルを踏ふんだのだ。

「ななななな!?」

「舌嚙かまないようにね」

　先生は叫びながら左右に大きくハンドルを回していた。車が猛もうスピードで無む理り矢や理りＳ字を描えがく。

　車が向きを変えた直後、助手席の窓のすぐ横を、直径１メートルほどの光の球が、びゅん、と通り過ぎ、前方の暗闇に吸い込まれていった。直後になにかが爆ばく発はつする音が聞こえた。

「な、なんなの！」

「車ごと吹ふき飛ばすつもりなんだよ。こっちからは相手は見えないけど、向こうは見えてるんだ」

　先生はハンドルさばきを止めずに答えた。また笠木さんが叫ぶ。

「次じ弾だん来ます！　八時方向！」

　また車が無理矢理な方向に曲がり、暗闇から飛び出す光の球をギリギリで避よける。

　その後も、先生は車を真っ暗闇の中で、笠木さんのナビゲートに応じてアクロバティックに方向を変えながら走らせた。

　様々な方向から光の球が暗闇から飛び出し、車はそれをギリギリで避け続ける。その度たびに巨きよ大だいな爆発音。あれが当たったらと思うとぞっとする。

　相変わらず視界はゼロ。先生はなにを頼たよりにハンドルを操作しているのだろうか。良くなににもぶつからずに走り続けられるものだ。

　しかし感心している場合ではない。私は揺ゆられすぎて体がもうどうにかなってしまいそうだったので、ヒステリックに叫んだ。

「先生！　どうにかならないんですか！」

「そうだね。そろそろなんとかしようか」

　秋津先生はこの状じよう況きようでも、慌あわてるそぶりを見せなかった。後ろに声をかける。

「香音！　《儀ぎ式しき術式：：防ぼう御ぎよ結界▼対象属性[image: ]魔力熱源◇小範囲指定》」

　揺れる車内で笠木さんが立ち上がるのがバックミラーごしに見えた。天井に両手を添えている。なにをしているのだろう。車を支えているのか？　まさか。

《準備完了。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

「《防御結界◇発動》！」

　突然ぼわっと車の中が青白く光った。光源は上。大きく揺れる車の中で見上げると、車の天てん井じように円環が浮うかび上がっていた。それはとても複雑な模様で構成されていて、青い光を発していた。私が思わずそれに触さわろうとした時、またも笠木さんが叫ぶ。

「前方に物理障害物！　壁かべです！」

　キキキキーッ！

　車は急停止。シートベルトが胸に食い込む。いたた。しかし痛がってる場合ではない！

「停まったら駄だ目めじゃないですか！」

　私の叫びに、先生は冷静に答えた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と、左側の暗闇から光の球が飛び出し、停止したミニクーパーに激げき突とつする！




　バシンッ！




　光の球は車の数メートル手前でなにかにぶつかり、そこで弾はじけて消えた。

　その後も、光の球が何発か飛んでくるが、どれも車に到とう達たつする前に消えてしまう。

「車の周りに魔ま術じゆつ的攻こう撃げきに対する防ぼう御ぎよ壁へきを張ったんだ。これ」

　先生は天井の青い円えん環かんを指で示した。

「これは魔ま法ほう陣じん。空間などの範はん囲いを伴ともなう魔術や、通常より大規模に《可能性ルウキス》を消費する魔術を使う際には、こういう陣じんを補助用具として使う」

「魔法……陣……」

　私はこれと似た物を今日どこかで見た気がした。ああそうだ、妹が携けい帯たいのメールに添付してきた画像の奴やつに似てる。何故だろう？

　しかし、その時はなにかを考えられるほど冷静さを保っていなかった。今のはかなり怖こわかった。ジェットコースターは苦手ではないのだけれど。

　先生は運転席で伸のびをした。

「さて、とりあえず当面の危機は去ったと言える。つぎはこの暗くら闇やみを取り除こう。播機さん、ノート持ってる？」

「え？　ノート？　あ、ありますけど」

「じゃあさ、白紙のページが一枚欲しいんだけど、破ってくれない？」

「……は？」

「論理魔術を実じつ践せんしよう」





38　私は両手で抱かかえていたカバンのファスナーを慌てて開いた。






　そして手近にあったノートをめくる。現国のノートだった。一番後ろ、何も書いてないページを一気に力を込めて破った。私が顔を上げると、先生は運転席の窓を半分ほど開けていた。

「あの、これでいいですか？」

　白紙のページを先生に渡わたす。

「サンクス」

　そう言って先生はＢ５の紙の上じよう端たんを両手の指でつまみ、視線の少し上に掲かかげた。と、それを一気に引き裂さいた。紙は綺き麗れいに二枚に分かれる。

　先生はその二枚を重ね、方向を変えて更さらに二つに切り裂いた。紙は四分の一のサイズになった。

「あの、なにをしているんですか？」

　先生は私の質問が聞こえていないのか、手を止めずに喋しやべり始めた。

「論理魔術とは、簡単に言ってしまえば『概がい念ねんを変へん更こうする事』だ。ある物の概念を変更して別の物に変える。それが論理魔術の全すべてと言ってもいい」

　ホントに講義が始まった。その間にも、八分ぶん割かつ、十六分割、ノートはどんどん小さな切れ端はしに変わって行く。先生の話は続く。

「逆に言えば、論理魔ま術じゆつ師しにはそれしか出来ない。論理魔術師に出来る事は少ないんだ。ただし、小さな作業を積み重ねる事で、より巨きよ大だいな魔術を行使する事が出来る。例えば香音はその最たる物だね。《人形ドール》は膨ぼう大だいな量の論理魔術の集合体なんだ」

　先生の手の中には１センチ四方くらいの紙の切れ端が大量に生まれた。落とさないように手のひらをお椀わんのようにして、それを受け止めている。

「《人形ドール》ほどでなくても、小さな魔術を組み合わせて、より大きな効果を得る事が出来る。例えば、こんな感じに」

　先生は両手の中の紙切れに顔を近づける。そして、何を思ったか、運転席の窓から外に投げ飛ばした。車のすぐ横の空中に、紙切れがひらひらと舞まう。

　先生は一いつ瞬しゆん私の方を向いて「見てて」と言い、窓の外に手を伸ばして言葉を投げた。

「《速攻インス術式タント◆切れ端は小鳥に》」

　その途と端たん、先生の手から青い光の泡あわが湧わきだし、それが車の外に飛び散った。移動しながら泡は姿を変え、空中に青い円環を無数に浮うかび上がらせた。複雑な模様から構成されたそれは、車の天てん井じように書いてある物──魔法陣、だっけ──をぎゅっと小さくしたように見えた。

　そこで私は驚おどろいて目を見開いた。

　ひらひらと落ちる紙切れが青い魔法陣の中に落ちて、それを通り過ぎる。すると、紙切れが消えて小鳥が現れた。紙切れは次々と魔法陣を通過し鳥に姿を変えていった。

「行け」

　先生がつぶやくと、無数の羽ばたきの音がして、それらの鳥が一いつ斉せいに舞い上がった。鳥は我先にと天井を目指し、暗闇の中に消えて行った。

「え？　今のは？　え？」

　私は訳がわからず先生を見た。

　先生は、今度は窓から体を乗り出して天井を見上げ、その空間に向かって叫さけんだ。

「《速攻インス術式タント◆鳥は光に》」

　突とつ然ぜん、目の前が真っ白になった。天井から光が降り注いだのだ。

　まぶしくて目を開けていられない。思わず目を閉じる。それでも、その白い光は私の中に入って来るようだった。不思議と、それは怖くなかった。むしろ、暖かさを感じた。

「すぐ戻もどるから」

　隣となりの席で先生がつぶやいた。

　その通りで、徐じよ々じよに白い光は薄うすまっていった。おそるおそる目を開ける。

　暗闇は無くなっていた。駐ちゆう車しや場は何も変わっていなかった。蛍けい光こう灯とうの緑色の光が通路を遠くまで照らしている。

「光が、結界を破ったんだ」

「光って、さっきの紙切れですか？」

「そう。紙切れを鳥に変えて、この場合の変えてってのは概念を変えてって意味だけど、更にその鳥を光源に変えたわけ」

「……はあ。魔ま術じゆつって凄すごいですね」

　私はまだ光が降り注ぐ駐車場を眺ながめる。前方に人ひと影かげが見えた。




　私が、とてもよく知っている女生徒が、そこに立っていた。




　私は反射的にシートベルトを外して扉とびらを開き、駆かけだした。そして叫ぶ。

「やっか！」

　後ろから先生の叫び声が聞こえた。

「播機さん！　外に出ちゃ駄だ目めだ！」

　駄目なものか。目の前にやっかがいるのだ。彼女が危ないではないか！

　やっかは力無さげに立っていて、走ってくる私を眺めている。

　敵が近くにいるなら、やっかを早く先生の車まで連れてかなきゃ。

「やっか！」

　もう一度私は叫んだ。

「……はる……ちゃん？」

　うつろな声が駐車場に響ひびく。

「そうだよ！　やっか！」

　もう少しでやっかの所に到とう達たつする。

　やっかは、両手を水平に私の方に伸のばして、こう言った。

「《火球▽対象[image: ]〝播機遙〟：段階レヴエル[image: ]最大》」

　え、なに？

　やっかの腕うでから、黒い光の泡が湧き上がった。

　泡は黒色の魔ま法ほう陣じんとなり、やっかの腕に連なった。

　私の頭は真っ白になった。足は止まらなかった。





39　僕は急いで車から降りて播機さんを追いかけた。そして叫ぶ。






「香音！　《緊きん急きゆう防ぼう御ぎよ▼対象[image: ]《紅オストラム》◇最優先指定》!!」

「Ｙｅｓウルトウ！　《紅オストラム》の保護を最優先します！」

　僕の緊急起動命令に香音が即座に反応し、瞬時に近接戦闘形態に形態変更しながら僕を追い抜いて行く。エネルギーの消費が激しいが致し方ない。

[image: ]

　僕はポケットからカッターナイフを抜ぬき出して香音に向かって投げつけ、同時に呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《速攻インス術式タント◆カッターは刀に》！　香音！　装備スロットⅡに装備！」

　僕の右手から飛び出した青い光の泡が、五つの魔法陣に変化して、飛んでいくカッターナイフの進行方向に綺き麗れいに整列した。魔法陣を一つ通過する度たびに、カッターナイフが形状、質量、体積を変えていく。すべての魔法陣を抜けた時には、長さ１メートル程ほどの日本刀が姿を現した。香音は前を向いたまま空中に右手を伸ばし、飛んできた刀をキャッチする。

「刀Ⅱ型を装備スロットⅡに装備しました！」

　同時に、石丸矢ノ歌の前に、炎ほのおの球が浮かび上がった。

　播機さんは、行動に意思がついていかないのか、よろよろと石丸に向かい歩き続けている。

　石丸矢ノ歌が、魔術を実行すべく口を開く。

「《火球◇発動》」

　僕も叫んだ。

「香音！　第一種応戦用意！」

　間に合え！

　火球が床を走り始める。進行方向には播機さんが立っている。

　一瞬体勢を低く取った香音は床ゆかを蹴り、大きくジャンプした。

　そして播機さんのすぐ前に着地し、そのまま駆ける。播機さんは驚おどろいて立ち止まる。よし！

　火球はまっすぐ香音に向かって直進してくる。香音は止まらずに突つっ込む。

　激げき突とつする直前、香音は腰こしの位置で溜ためていた刀を、迫せまり来る火球の中心を狙ねらって振ふり上げた。




　ザンッ！




　刀が火球を空間ごとまっぷたつに切り裂さく。二つに分かれたエネルギー体は、左右に飛び、片方は壁かべに、もう片方はそこに停とめてあった車に直ちよく撃げきした。




　爆ばく発はつ。




　火が、煙けむりがもうもうと車から立ち上る。おそらく廃はい車しやだ。悪いことをした。まあ、人命尊重という事で許して頂きたい。

　最悪の事態は避さけられた。香音の手から刀が姿を消す。カッターナイフが持つ「物を切る」という《可能性ルウキス》を使い切った為ため、世界から存在が失われたのだ。

　両手を前に伸ばした格好のままだった石丸矢ノ歌は、そのまま、ふらり、と体勢を崩くずし、その場に倒たおれ込んだ。

「やっか！」

　立ち止まっていた播機さんが弾はじかれたように飛び出し、香音の脇わきを抜けて石丸矢ノ歌に駆け寄った。

　倒れている石丸の元にたどり着いた播機さんは、両手で彼女を抱だきかかえる。

「やっか！　やっか！」

　僕も近づいて彼女を観察する。目の焦しよう点てんが合っておらず、全身が痙けい攣れんしている。

「は……はるちゃん……。わ……わたし……どうして……」

「やっか！」

　播機さんが彼女の肩かたをゆするたびに、体がびくん、と跳はねている。かなり危険な状態だ。僕はなおも肩をゆすろうとする播機さんに言った。

「強く揺ゆらさないで。魔ま術じゆつを行使しすぎて精神力が著いちじるしく低下している。あんなに派手に術を使っちゃ駄だ目めなんだ。しばらくこのままにしておいたほうがいい。ここに寝ねかせて」

　僕はそう言いながら上着を脱ぬいでコンクリートの床に敷しき、播機さんに手を貸して石丸を寝かせる。

「んはぅ！……」

　床の冷たさに背中が反応したらしく、石丸の口から切なげな声が吐と息いきと共に漏もれる。

「やっか……」

　播機さんは床にひざをついて石丸矢ノ歌を覗のぞき込んでいた。目が怒いかりに燃えているのが、ここから見ていても分かった。

「誰だれが……こんな……やっかに……」

　話しかけているのか、独り言なのか、播機さんの口から言葉が漏れる。石丸が答えた。

「……イドが……」

　その単語を聞いた途端に、僕の頭の中がスッと冷たくなった。

　視界がゆっくりと遠ざかり、どす黒いなにかが胸の底からゆっくりと口を開け始める。

　落ち着け。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　理性を失った時、論理魔ま術じゆつ師しは負けるのだ。

　感情に流されるな。

　僕は誰だ。

　なんの為に日本に帰ってきたんだ。

　落ち着け。

　大丈夫だ。

　徐じよ々じよに視界が戻もどってきた。




　播機さんが尋たずね返す所だった。

「イド？　イドがどうしたの？」

「……イドがね……わたし……に……やれって……わ…たし……さから……え……ない……」

「イドって奴やつが悪いのね」

「……イドは……ゆめ……を……くれる……だか……ら……」

　石丸は目を閉じた。全身の力が抜ぬけてだらりと腕うでが垂れる。

「やっか!!」

「気を失っただけだ。命に別状は無いよ。大丈夫」

「先生……」

　僕は立ち上がって携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「理事長に連れん絡らくする。石丸さんを病院に送ってもらおう」





40　周藤先生と秋津先生が話をしているのを、私は車の助手席から眺ながめていた。






　二人の声は聞こえなかった。話が終わったらしく、周藤先生の真っ赤な車が助手席にやっかを乗せて走り去った。

　秋津先生が扉とびらを開けて運転席に乗り込んだ。ぶつぶつつぶやいている。

「姉さんめ。石丸さんを運ぶ条件で、理事長室での朝ミーティングを強制された……」

　言っている事の意味がわからない。独り言のようだ。秋津先生は車を発進させた。

「だいぶ遅おそくなっちゃったけど、家まで送るよ」

「……はい」

　駐ちゆう車しや場を抜けて学校の通用門をくぐるまで、私は一言も喋しやべらなかった。頭の中が高速に回転していた。しかし感情が暴走していた為、回転が空回りしてあまり効率の良い思考が辿たどれず、もどかしさを感じていた。

　先生もなにも言わないでいてくれた。黙だまって私が話しだすのを待っていてくれた。

　信号で停止したタイミングで私は口を開いた。

「先生、質問していいですか」

「僕は君と《約束》しているから、君が本当に聞きたい事なら、僕はなんでも答えるよ。あ、今のは皮肉じゃなくて状じよう況きようを確かく認にんしただけ。本当になんでも喋っちゃうから、可能な限りプライベートな質問は避さけて欲しい。これは僕の尊厳を賭かけたお願い」

「わかりました。三つ質問させて下さい」

「どうぞ」

「一つ目です。《鴉ノツクス》は「敵」なんですか？」

「うん」

　先生は前を見たまま話し始めた。

「それは、さっきの《可能性ルウキス》の話と関係がある。人間から《可能性ルウキス》を直接引き出す行こう為いは、《血族クラン》に属する論理魔術師には、禁きん忌きとされている。しかし、《鴉ノツクス》は積極的にそれを行う。《可能性ルウキス》を集める手段として、非常に簡単だからだ。《契けい約やく》さえしてしまえばね」

「《契約》、ですか？」

「Ｙｅｓウルトウ。人間が《可能性ルウキス》を《鴉ノツクス》に提供する代わりに、《鴉ノツクス》は人間に論理魔ま術じゆつを教える。これが《契約》だ」

　私は、図書館でイドと自分が交かわした話を思い出していた。あれは《契約》だったのだ。

「人間は、自分達の持つ《可能性ルウキス》の貴重さをわかっていない。だから簡単に力を手に入れる方法を選んでしまう。《鴉ノツクス》の提案に乗ってしまうんだ」

　私は黙って聞いている。

「《鴉ノツクス》と契約した人間は、限定的ながら論理魔術を使えるようになる」

「あれ？　でも論理魔術は《血族クラン》にしか使えないとか言ってませんでした？」

「おっとしまった。その説明が先だったか」

　先生は器用に片手でハンドルを切りながら、右手で髪かみをいじる。

「全すべての《血族クラン》は、それぞれ他ほかには無い特別な能力を持っている。これは《特権タレント》と呼ばれている」

「《特権タレント》……」

「例えば《蒼マーレ》の《特権タレント》は、物体への魔術力の恒こう久きゆう的な付ふ与よ能力だ。《紅オストラム》の場合は、残念ながら文ぶん献けんが失われているので不明。で、《鴉ノツクス》も論理魔ま術じゆつ師しの一派なので、彼らも《特権タレント》を持っている。それが、自らの持つ魔術を人間に分け与あたえられるというものなんだ」

「《鴉ノツクス》だけが、普ふ通つうの人間に魔術を教えて、使わせる事が出来るんですね」

「そう。そして実際魔術を使ってみた結果は人によって様々。すぐに飽あきてしまう人もいるし、より多くの力を得る為ために更さらに《可能性ルウキス》を提供する人もいる。最終的には力に取り憑つかれて《鴉ノツクス》に所属してしまう人もいる」

「やっかは、石丸さんはどうなるんでしょうか」

　私は口を挟はさんだ。先生は少し沈ちん黙もくし、答えた。

「精密検査をしないと分からないけど、まだ初期段階だろうし、すぐに回復すると思う。ただし、《鴉ノツクス》や論理魔術に関係する記き憶おくは封ふう鎖ささせてもらう。色々含ふくめて、三、四日は入院する事になると思うよ。我々の息のかかってる病院でね」

　とりあえずやっかの安全は保障されるという事か。それならそれでいい。

「では二つ目の質問です」

「どうぞ」

「なぜ《血族クラン》と《鴉ノツクス》は戦っているんですか？」

「《鴉ノツクス》が人類の敵だからだよ」

「人類の敵？」

「《鴉ノツクス》の最終的な目的は、人類から《可能性ルウキス》を枯こ渇かつさせる事なんだ。そうすれば人類は自らを進化させてきた可能性を失い、最終的に絶ぜつ滅めつする」

「なぜ《鴉ノツクス》はそんな事を？」

「多分、憎にくんでるんじゃないかな」

「なにを？」

「この世の全てを」

「ええと、まだ、質問の答えを聞いてませんよね？　《鴉ノツクス》が人類の敵だとして、なぜ《血族クラン》は《鴉ノツクス》と戦うんですか？」

「それが僕ら論理魔術師の《血族クラン》と、人間との盟約だから」

「盟約？」

「太古の昔、僕たち論理魔術師は、人間から計り知れない恩義を得た。その見返りとして、我々は未み来らい永えい劫ごう、人間と共に歩み、人間を守る事を自分たちの使命とすると誓ちかったんだ」

「それ、まるで論理魔術師は人間じゃないって、言ってるみたいですね」

「まあ、そのとおりだね。論理魔術師の《血族クラン》は厳密には人間じゃない。今は血が薄うすまってるからほとんど同じと言ってもいいかもしれないけど。《紅オストラム》の君だって例外じゃないんだよ」

　うーん、なんかごちゃごちゃしてきた。

「すみません、個々の情報が断だん片ぺん的で、良く分からなくなって来ました。あのう、《血族クラン》とか《紅オストラム》とか《蒼マーレ》とかって、そもそもなんなんですか？」

「おっと、失礼。教師らしくない話の展開をしてしまったね。じゃあ、おとぎ話を始めよう」

　先生はまた髪から手を離はなす。そして、教科書を朗読しているような口調で喋しやべり始めた。

「魔術が、まだ当たり前に使えていた神話の時代。異界からの侵しん略りやくによって世界は危機に瀕ひんしていた。これに対たい抗こうする為、時の指導者達は、また別の世界から英えい雄ゆうの招しよう喚かんを試みた。招喚は成功し、強大な力を持つ魔術師がやってきた。その数は八人。彼らは自身を色で呼こ称しようした。《紅オストラム》とか、《蒼マーレ》とかね」

　通り過ぎる街灯が、先生の横顔を照らす。遠くを見るような目をしていた。

「八人は協力して、異界からの侵略を退けた。ただし、その時、致ち命めい的てきなミスを犯おかした」

「ミス？」

「詳しよう細さいは伝わっていないが、それによって世界から一時的に魔ま術じゆつが失われ、文明は衰すい退たいし、神話の時代が終わった。彼ら八人は世界の危機を回かい避ひさせたのだけど、誰だれからも賞賛の言葉を受ける事は無かった。逆に、人間は彼らを恨うらんだ」

「なぜ？」

「彼らもまた異界の存在だったから。彼らはこの世界から魔術が失われても魔術を使う事が出来たんだ。人間達は、彼らが魔術を独ひとり占じめしているんだと騒さわぎ立てた。……多くの悲劇が生まれた」

　先生は言葉を切った。ハンドルを握にぎる手が硬かたくなっている事に、その時気づいた。

　バックミラーを見ると、さっきまで目を閉じていた笠木さんが、だまって先生を見つめていた。その目が、とても寂さびしそうに見えた。

「様々な事があった後で、八人の中の一人は、人間に裏切られたと怒おこり、姿を消した。これが《黒ドルハ》の論理魔術師。《鴉ノツクス》の初代だ」

「え……？」

　私は驚おどろいて思わず声を出した。先生は気づかなかったのか、それとも無視したのか、そのまま話し続けた。

「残りの七人は自分達の失敗を恥はじ、未来永劫において人間達の守護者であろうとした。これが盟約、僕らは《盟ギアル約・タナス》と呼んでいる。そして《血族クラン》の始まりだ。《蒼マーレ》の初代は僕の、《紅オストラム》の初代は君の、ご先祖様なわけ」

「はあ……」

　恐おそろしく現実感の無い話に返答のしようが無い。それに、先生のまなざしがあまりに真しん剣けんだったので、うまい言葉が出てこなかった。

　赤信号。車が停とまる。先生は小さく息を吐はいた。そして、多少気が抜ぬけたように言った。

「おとぎ話はこれでおしまい。三つ目の質問をどうぞ」

「え？　あ、はい。ええと、あの、イドってなんですか？」

　沈ちん黙もく。

　車の中に、急に風が吹ふき込んだ気がした。

「あの、秋津先生？」

「イドは《鴉ノツクス》の中でも指折りの悪ワルだ」

　冷静に喋っているつもりだろうが、私には先生の感情が高ぶっているのが分かった。先生はイドとかいう奴やつをかなり嫌きらっているようだ。

「イドは、《契けい約やく》を巧たくみに使って、人間達にさも自分達の欲求を満たしているかのように思いこませながら、彼らを手下として使し役えきし、自分の目的を遂すい行こうする」

「目的？」

　交差点を曲がる。話を進めるにつれて先生のテンションが上がっているのが分かる。それでも運転には一点の迷いも無い。ドライブの相方としては頼たのもしい限りだ。

「あいつの目的は単純だ。イドは《完結したフオル・円環キアカル》を、《血族クラン》を、そしてとりわけ僕を、心の底から憎にくんでいる。だから、あいつは僕の嫌がる事をする」

「……え？」

「僕は一度、奴を捕ほ縛ばくして魔ま術じゆつ師し用の監かん獄ごくに押し込んだ。多大な犠ぎ牲せいを払はらってね」

　先生はハンドルを握る指の力を強めた。わずかな動きだったが、何かを言おうとして我が慢まんしたように私には見えた。

「……しかし、奴は脱だつ獄ごくした。そして今また僕の近くに現れている」

「ちょっと待って下さい。じゃあ、イドとかいう奴がなにかしてるのは秋津先生へ復ふく讐しゆうしたいからで、私ややっかはそのとばっちりを受けたって事ですか!?」

　思わず声が大きくなってしまう。先生は髪かみの毛けをいじった。

「今回の奴の計画の中に君達が含ふくまれたのが偶ぐう然ぜんなのは事実だ。ただ、それは規模の大小の違ちがいで、イドは僕らと戦う為ためならなんだって利用する。その気になればどこかの国を先導して戦争を仕し掛かけてでも、《血族クラン》を根絶やしにしようとするよ。今回は挨あい拶さつ代わりなんだ」

　話のスケールについていけない。

「わかったようなわからないような……」

「また今度詳くわしく話すよ。そろそろ着くよ。あの角の家でしょ？」

「え？　あ、そうです。そこに停めて下さい」

　家の手前20メートルほどの所で停めてもらう。

「ここでいいの？」

「はい」

　私は一いつ瞬しゆん迷ってから、口を開いた。

「あの、もう一個だけ、質問してもいいですか？」

「どうぞ」

「……私は、これからどうすればいいですか？　私は、どうすべきですか？」

　運転している間ちらとも首を動かさなかった先生が、初めてこちらを向き、私の目をのぞき込んだ。そして腕うでを組んで考え込んだ。

　本当の事を言えば、私は、先生に命令して欲しかった。「何も知らない女子高生としての生活に戻もどれ」でも、「論理魔術師となって、一いつ緒しよに《鴉ノツクス》と戦え」でも、なんでも良かった。

　私は、この時、選せん択たくの責任を誰だれかに押しつけたかったのだ。

　そうすれば、後になって、言い訳が出来るから。

　あの時、この道を選んだのは私じゃなかった、って言えるから。

　でも、先生は、それを許してくれなかった。先生は狭せまい車内で腕を伸のばして、こう言った。

「『どうすべき』と来たか。それは非常に難しい質問だね。「べき論」は危険って、学校で習わなかった？」

「それは高校の指導要よう綱こうに入ってますか？」

「知らない」

　知らないのはマズいのではないか？　高校教師。

「まあいいか。ええとね、じゃあ教師として言わせてもらうね」

「お願いします」

「そんなスペシャルな事、教師なんかじゃ分かりません」

「……はい？」

「まあ、強しいて言うなら、自分が思うように行動すればいいと思う。本当に、思うようにね」

「どういう意味でしょうか？」

　先生は答えず、話題を変えた。

「今日は疲つかれたでしょ？　早く寝ねた方がいいよ。消費した《可能性ルウキス》を回復させるには睡すい眠みんが一番なんだ。《鴉ノツクス》は明日は攻せめてこないかもしれないけど、授業は明日もあるから」

　もう話をする気がないと暗に言っているように聞こえた。私は引き下がるしかなかった。

「……わかりました。今日はどうもありがとうございました」

「うん、……あ、ちょっと待って」

　シートベルトを外そうとした所で、先生が呼びかけた。

「大事な事を忘れていた。まだ座ってて」

「なんですか？」

　私はシートベルトの金具から手を離はなした。

「おまじない。《鴉ノツクス》よけ、みたいなもの」

　そう言って先生は運転席から身を乗り出し、私の方に迫せまってきた。

　先生はいつシートベルトを外したのだろう、という、どうでもいい疑問が頭に浮うかんだ。

　急速に距きよ離りが縮まる。私は焦あせった。

「え？　いや、あの、先生？」

　首の後ろに両手が回される。先生の顔が、胸むな板いたが、目の前に迫る。

　男の人の匂においが、鼻をくすぐった。それは決して嫌なものではなかった。というか、ええと。

　こういう時はやはり目をつぶるべきだろうか。いや、こういう時って、今はどういう時なんだ？

　シートベルトを外しておけば良かった。外していたら私はどうしていただろう？　しかし、今現在自由な筈はずの両りよう腕うでも、コントロールを失って私の体に寄り添そっていた。




　しばらく、そのまま時間が過ぎた。




　そして、ゆっくりと先生の体が離れていった。特になにをされた訳でも無かった。肌はだが触ふれ合う事もなく、ただ、数センチまで近づいた体から感じた先生の体温が、ゆっくりと離れていった。

　私は、それを、少しだけ、寂さびしいと、感じた。

　先生は運転席に座り直し、再びシートベルトをしながら言った。

「これでよし。絶対に外さないでね、そのペンダント。当分は、お風ふ呂ろに入る時も我が慢まんして」

「……は？」

　胸むな元もとを見ると、いつのまにか銀色の鎖くさりのペンダントがぶら下がっていた。トップには深い蒼あおの石がついている。

「……なんですか？　これ」

「術を込めた装アーテ具イフア品クト。効果は明日説明する」

「……いま、これを着けてたんですか？」

「そうだけど？　じゃあ、また明日。今後の方針を立てるから」

　私はふつふつと怒いかりが湧わいてきた。昨日とは別の理由で泣きたくなってきた。この秋津安芸という男は、私の心を沸ふつ点てんまで到とう達たつさせるのが上手うまいようだ。そんな事出来ても誰も単位くれないぞ？

「どうかした？」

「思考がまとまらないので返答しません」

　何を言っているのか自分でも分からないまま、私はこんどこそシートベルトを外し、わざと乱暴にドアを開いた。物に当たらないと、本当に泣いてしまいそうだった。

　外に出る。ドアを閉めなきゃいけないと思ったけど、そうすると振ふり返ってもう一度先生の顔を見なければならず、それは嫌いやだった。

　なので、振り返らずに言った。

「さようなら、先生。また明日」

「ああ、うん、また明日」

　背中でバタンとドアを閉める音がした。静かに車が発進していく。

　急に寂しさが胸にこみ上げ、振り返って車を目で追った。赤色の車体が夜に溶とけていく。

　私は、テールランプが見えなくなるまで、それを見ていた。





41　その光景を私は二階の窓からじっと見ていた。お姉ちゃんが玄げん関かんの門を開けた所で、素す早ばやく携けい帯たいにコールする。




42　家に入ると同時に携帯が鳴った。この着メロは妹だ。






　反射的に通話ボタンを押して、開口一番謝る。

「ごめん！　遅おそくなった。仄香」

『お姉ちゃん!?　遅いよ～!?　しかも男の人の車で帰って来たでしょ!!　不潔だわ！　不純よ！　相手の男を告こく訴そして二度と故郷の土を踏ふめなくしてやるわ!!』

　意味がよくわからない。靴くつを脱ぬいで靴箱にしまい、廊ろう下かを歩く。

「学校の先生だよ。遅くなったから送ってもらったの」

『ますます汚けがらわしいわ!!　教師と生徒だなんて！　さては昨日言ってた秋津って奴やつね！　怪あやしいと思ってたのよ!!　やっぱり送り狼おおかみだったのね!!　許せない!!』

　延々と携帯にわめき散らしている仄香に適当に相あい槌づちを打ちながら、今日一日あった事を思い返していた。

　今日は本当にいろんな事があった。記き憶おくを取り戻もどした事、先生と《約束》した事、駐ちゆう車しや場で襲おそわれた事、やっかの事……。

　なんと非日常的な一日だっただろうか。それに比べて、この電話の心休まる事と言ったら！

『ちょっと、お姉ちゃん！　聞いてるの!?』

　居間は素す通どおりして階段を上る。仄香に申し訳ないけど、今日はご飯を食べる気力がなさそう。

「聞いてるよ。それで？」

『つまり私が言いたいのは日本の高校教育のシステムにおいて教師という存在が生徒に与あたえる教育には不要な性的な因子が……』

　いつもと同じ会話。いつもと同じ日常。私はこの平へい穏おんを何よりも愛している。自分から非日常に足を踏み込むつもりなど全く無かった。

　……つい、さっきまでは。

『……大体、この危険な現代社会には共学なんてそもそも不要よ！　男女七歳にして席を同じゅうせずって昔の偉えらい人も言っていて……』

　二階に着き、仄香の部屋の前を通り過ぎる。二年間一度も開いた所を見たことの無い扉とびらを。

　自室のドアノブに手をかけながら、私は決心して口を開いた。

「ねえ、仄香」

『狼おおかみの巣そう窟くつにお姉ちゃんが放り込まれているなんて考えるだけで、ああっ！……え、なに？』

「仄香さ、いつも私に言うよね。思ったとおりにやればいいって」

『それがどうかしたの？』

「今日ね、秋津先生にも同じ事を言われた。自分が思うように行動すればいいって」

　部屋に入り、カバンをベッドに投げ、立ったまま喋しやべり続けた。

「私ね、今この瞬しゆん間かんを、みんなを守りたいんだ。なんかわかった気がするの。私は、日常を得る為ために、あらゆる努力を惜おしむ気は無いんだ」

『……お姉ちゃん？』

　私が何を言っているのか仄香にはわからないだろう。でも、仄香には伝えておきたかった。

「私ね、戦うよ。それで、日常を守るんだ」

　沈ちん黙もく。

『……そっか』

　携帯の向こうでガサガサ音がする。そしてまた沈黙。私は仄香がもう一言、なにか言うような気がして、耳を澄すませていた。




『決めたんだね』

「決めたんだね」




　耳元からと、真後ろから、声が聞こえた。

「仄香!?」

　反射的に振ふり返ろうとしたら、携帯から大音量が響ひびいた。

『こっち見ないで！』

「こっち見ないで！」

　硬こう直ちよくする。

　足音が近づいてくるのが聞こえた。

『まだ、お姉ちゃんに見られたくない。その勇気が無いの』

「まだ、お姉ちゃんに見られたくない。その勇気が無いの」

　私は大混乱しながら、ぶんぶんと何度も頷うなずいて、携帯を机の上に置いた。

「お姉ちゃん、お願い、目、閉じてくれる？」

　電話を通さない声。ずっと聞きたかった声が聞こえてくる。私はぎゅっと目を閉じた。

「いい？　閉じてる？　あ、あと、座ってくれると嬉うれしいな」

　私は仄香に言われるがまま絨じゆう毯たんにペタンと座った。

　足音が更さらに近づく。

　仄香は、背中から覆おおいかぶさるように、私を抱だきしめた。

「お姉ちゃん、祝福するよ。お姉ちゃんがそう決めたんだって事」

　私は仄香の腕うでに触ふれた。布地越ごしの温ぬくもり。ずっと、ずっと、この温もりを求めていた。

　自然に、涙なみだがあふれ出した。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、お姉ちゃん。きっと上手うまく行く。私が、お姉ちゃんを守るからね」

「仄香……」

　緊きん張ちようの糸がほぐされていく、胸の奥が温かくなる。

　同時に、眠ねむ気けが襲ってきた。そういえば、昨日はほとんど眠ねむれなかったんだ。

「仄香……」

　私は、妹の名前を何度も呼びながら、眠りに落ちた。
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43　制服のまま寝ねた事が気にならないくらい、すっきりと目が覚めた。






　起き上がって伸のびをする。カーテンを閉めずに寝ていたので、陽光が部屋に差し込んでいる。水曜日の朝だ。

「ふう」

　息を吐はきながら昨日の事を思い出す。主に昨日の夜の事。仄香の事。途と中ちゆうで眠っちゃったみたいで記き憶おくが途と切ぎれてるけど、あの子に触れたぬくもりは、ちゃんと覚えてる。

　方針は決まった。あとは行動するのみだ。

　私はベッドから跳はね起き、枕元にあった携けい帯たい電でん話わを拾い上げ、クローゼットを開けながら片手で携けい帯たいを操作して現在時間を確かく認にんする。

　家を出るまでに、シャワーは何分浴びられるかな？





44　約束どおり、姉さんとの朝ミーティングは理事長室で行われた。






「スタッフが文句言ってたわよ。『次からはもっと綺き麗れいに破は壊かいするよう、安芸さんに言っておいて下さい』って」

「それが彼らの仕事じゃないですか」

「うーん、まあ、それもそうね。さて、じゃあミーティングを始めましょうか？」

「とても真面目まじめな会話を交かわす体勢とは思えないんですが」

　客観的な状じよう況きようを述べると、僕は姉に膝ひざ枕まくらをされていた。もちろん、僕の意思ではない。

「だってー、こうでもしないとアキくん、私に膝枕させてくれないもの～♪」

　姉さんの右手が優やさしく僕の頰ほおをなでる。怖こわい。ただただ怖い。

　論理魔ま術じゆつは有機体の概がい念ねんを変へん換かんするのが非常に不得意だ。大たい抵ていは直接的な魔術ではなく暗示を用いる。しかし魔ま術じゆつ師し同士では警けい戒かいするため、暗示は普ふ通つう成功しない。僕が播機さんと《約束》してしまったのは例外中の例外だ。

　では何故なぜ、今、僕は抵てい抗こうする事なく姉の柔やわらかな太ふと股ももの上に頭を載のせているのか。

「嫌いやなら起きればいいじゃない」

「……起きられなくしたのは姉さんでしょう」

　今、僕は、僕が着ている全すべての服によって、ソファに押しつけられている。姉さんが服の繊せん維いを操作していて、僕はあやつり人形のようにいいなりに動くしかない。

　姉さんはさっきから僕の首筋にそっと指を這はわせたり、鎖さ骨こつ近辺を自分の髪かみを筆状にしてくすぐったり、好き放題していた。耳を舐なめられそうにもなったけど、それは懇こん願がんしてやめてもらった。なんだそれは。補食行動か。それともマーキングか。

「……だから理事長室には来たく無かったんだ」

　外見からはわからないが、この部屋、理事長室は姉さんの作った結界が張り巡めぐらされている。この中では彼女の力は何倍にも増ぞう幅ふくされるのだ。

「ん？　今なにか言った？」

「早くミーティングをはじめましょうと言ったんです」

「それは良い心がけね♥　何からはじめましょうか？」

「石丸さんはどうなりました」

「入院中。昏こん睡すい状態だけど生命に別状はないって。しばらく入院してた方がいいでしょうね」

「記き憶おく封ふう鎖さは？」

「してない。してほしくないでしょう？」

　姉さんは僕の髪を撫なでながら笑った。

「石丸さんは、今のところイドにつながる唯ゆい一いつの糸だからね」

「護衛は付いてますか？」

「二人付いてる。病室の中と外で見張ってる」

　大丈夫かどうかは分からない。なるようにしかならないだろう。僕は無意識に寝ね返がえりを打とうとして、それすらも許されない事に気づいた。白衣がソファから剝はがれない。

「他ほかには？」

　この状況を既すでに受け入れている自分の順応性に眩暈めまいを覚えつつ、話を促うながした。

「始業式で倒たおれた生徒、教師はほぼ全員復帰しているわね。回復量はまちまちだけど、日常生活に支障は無いそうよ」

「そうですか」

「ああ、でもね、葉山先生だけ別。ほら、アキくんのクラスの副担任の」

「説明しなくても知ってますよ。なにが別なんですか？」

「精神レベルの消しよう耗もうが他の人より一ひと桁けた多かったの。原因は不明。魔術レベルでの精密検査をする為ために石丸と同じ病院に入院してる。学校への復帰は来週かな。アキくん、仕事が増えるわね」

「まあ、それはいいです。しかし、葉山先生だけってのが気になりますね」

「そうね……。あ、そうだ、別の事だけど思い出した」

「何をです？」

「アキくん、君、ジェシカに悪戯いたずらしたでしょ～？　管理部が文句言ってたよ～」

　ばれたか。僕は目をつぶって答えた。

「ちょっとしたバッチプログラムを追加実装しただけですよ。多少電力消費がかかるかもしれないけど緊きん急きゆう時にしか使わないし、ロジックは完全に分ぶん離りしているから通常業務には干かん渉しようしない筈はずです」

「それはいいから、私には何を仕込んだのか教えてよ」

「ちょっとした保険ですよ。使う事になったら教えます」

「変な癖くせつけないでよ？　ジェシカは作り手の性格に似て繊せん細さいな女の子なんだからね」

「え？　ジェシカの製作者って姉さんじゃないんですか？　誰だれが繊細ですって？」

　皮肉には、両方の頰を引っ張られて返された。子供かこの人は。

「ひたいれふ（痛いです）」

「そういう事言ってると、お仕置きしちゃうよ～？」

　そう言って姉さんは手を離はなした。なんか嫌な感じの笑えみを浮うかべている。

「お仕置き？」

「ええとね、おでこと唇くちびるどっちがいい？　選んで♥」

　そう言うなり、姉さんは自分の顔をぐんぐん接近させてきた。正確には僕の首が持ち上がって相対的に姉さんの顔が近づいてきたんだが、いやそんな事を説明している場合か！

「な、なにをするんですか！」

　二人の距きよ離りは５センチを切った。

「早く選んだ方がいいよ～♪」

「お、おでこで!!」

「よし、じゃあ、おでこが後で唇が先ね♥」

「選ぶ意味あるんですかそれええええ！！！」





45　昼休み、私は二重に精神的ダメージを負っていた。






　一つは、昼食も食べずに自転車を飛ばして特別研究棟とうに行ったのに、秋津先生が留守だった事だ。

　朝、ＨＲで教室に入った秋津先生は、何故なぜだかとても疲つかれているように見えた。そういえば周藤先生とミーティングするとか言ってたっけ。なにかあったのだろうか。

　すぐ授業が始まるので、ＨＲの後おっかけて話しかけるわけにもいかず、しかも今日はウチのクラスで先生の授業が無いので、話す機会は昼休みか放課後しか無かった。

　私は、私の決意を早く先生に──本当の事を言えば、決心がにぶってしまう前に──言っておきたかったのだが、残念。でもまあ、放課後にまた行けばいい。

　もう一つの、より深刻なダメージは、美奈が披ひ露ろうした噂うわさ話ばなしだった。

　研究室が空から振ぶりに終わり、ローテンションで教室に帰ってきた私に、美奈は「秋津先生に会いに行ったんだろ？」とニヤニヤしながら言った。私が「そうだけど？」と答えると美奈は噴ふき出し、そして、今現在ウチのクラスで流行はやっている噂話を教えてくれた。

　それを聞いて、私は立ちくらみを起こした。

　これが立ちくらまずにいられようか。いやいられない。反語。いや、そもそも「立ちくらまず」なんて、文法あってるのか？　いやそんな事はどうでもいい。落ち着け私。

　この二日間のうちに自分の中での常識を覆くつがえす事がいくつも起きたが、話を聞いただけで意識を失いかけたのは生しよう涯がいでも今回が初めてだ。それくらい美奈の話は私にとって大きな破は壊かい力を持っていた。

　昨日、私が秋津先生に家まで車で送ってもらった場面を、誰かに目もく撃げきされたらしいのだ！

　それだけならまだいい。驚おどろくべき事は、その事が、今朝の時点で、既すでにクラスメイトの周知の事となっていた事だ。誰が広めた!?

　しかも、話が伝でん播ぱされる過程で尾おひれがつきまくったようで、今現在「ほぼ事実」という枕まくら詞ことばつきで拡大が続いている噂話は、美奈が笑いを必死に堪こらえながら教えてくれた内容を要約すればこんな感じだった。




　突とつ然ぜん赴ふ任にんしてきた学生教師秋津安芸に、播機遙は一ひと目め惚ぼれをしてしまう。（なんと唐とう突とつな！）

　↓

　始業式の日、図書館で倒たおれた彼女を助けてくれた秋津に、播機の恋こい心ごころは確信に変わる。

　↓

　次の日、遙が思い詰つめた顔をしていたのは、告白をする決心をしていたから！（違ちがうって）

　↓

　そして研究室に直行！　告白！

　↓

　しかし、玉ぎよく砕さい！　先生は、血の繫つながらない笠木香音を、妹ではなく女として愛していたのだ！（あまりに分かりやすい展開に思わず笑ってしまう）

　↓

　傷心の播機。先生はせめてと思い、彼女を愛車で家まで送る。

　↓

　帰宅した播機。思いを断たち切る為ために、振ふり返る事も無く車を降りる。そして、ただただ車を見送ったのだった。（ここだけ事象は正しい。しかし、どこで見てたんだ!?　いったい誰が!?）

　↓

　播機遙、高校２年目の春、短すぎる恋こい、終わる！

　↓

「頑がん張ばれ遙！　負けるな遙！　君の青春は、まだ始まったばかりだ！」

「最後のは美奈が言ってるだけでしょ」

「いやあ、しかし遙がそんな積極的な行動に出るとはねえ」

「だからあ……」

　全部デタラメだと言おうと思ったけどやめた。ムキになって否定すると、かえって噂うわさに信しん憑ぴよう性せいがついてしまいそうな気がしたからだ。

　こういう噂は本人が無視していればすぐに消える。そういうものだ。高校生は常に「噂」を求めているが、本当に求めているのは常に「新しい噂」なのだ。なので噂の寿じゆ命みようを延ばす為に私が貢こう献けんする理由はない。

　席について弁当箱を取り出す。クラス中の好こう奇きな視線が、私に向いているような気がして、背中がムズムズする。

　ああもう、早く放課後になって欲しい！





46　嵐あらしのような忙いそがしさが僕を襲おそい、一息つける頃ころには放課後になっていた。






　姉さんの言った事は本当で、葉山先生は授業と並行してこんなに様々な仕事をしていたのかと驚いた。副担任様々だ。早く元気になって戻もどってきて欲しい……。

　おかげで、今日は昼休みに播機さんと話す機会を作れなかった。まあ、明日でもいいか。

　職員棟から歩いて特別研究棟を目指す。香音を連れて行くつもりだったのだが、校内を二人で歩くのは良くないと姉さんに言われたので研究室で合流する事になっている。なぜマズいのだろうか？　よくわからない。

　水曜の五時間目は選せん択たく教科であり授業自体が無い生徒もいるようだ。カバンを持って校門に向かう集団と何組かすれ違ちがう。

　桜の花びらの中を歩きながら伸のびをする。さて、今日はなにから調査しようか。

　と、誰だれかが呼ぶ声がした。桜並木を振り返る。

　もちろん、僕を呼ぶのは一人しかいない。

　ピンク色に染まった道を、播機さんが走っていた。

　大きく手を振りながら、僕の名を呼んでいる。

　彼女の中で何かが変わったのだという事が、遠くから見ても分かった。

　僕は黙だまって待っていた。

　播機さんは息を切らせながら僕の側に駆かけ寄ってきた。

「どうかした？」

　できるだけ、なにげなく、聞いた。

　彼女は荒あらい息をしながら顔を上げ、１２０％スマイルでこう言った。

「先生、私を、屋上に、連れて行ってもらえませんか？」





47　「わあっ！」扉とびらを抜ぬけるなり、私は大声を上げながら金かな網あみに向かって走った。






　生徒の屋上への出入りは禁止されているので、私がここに来たのはもちろん初めてだった。

　特別研究棟とうの屋上は、暖かくて気持ちの良い風が吹ふいていた。

　コンクリート床ゆかと空中の境界線を作る金網に、がしゃりと指をかけて風景を見み渡わたす。

　特別研究棟は教室棟より高台に位置するので、ここから見ると、この学校における私の活動範はん囲いの八割くらいを視界に収める事が出来る。なんだか楽しくなってくる。

「一度ここからの風景を見てみたかったんです！　普ふ段だんは禁止されてるから」

　私がそう言って振り返ると、先生がタバコをくわえながらこちらに歩いてきた。火をつけるつもりは無いようだ。口が寂さびしいならアメでもガムでも口に入れてればいいのに。

　先生は私に並んで金網の外を眺ながめた。くわえタバコで口を開く。

「屋上に入る特権をつけてあげようか？　いつでも来られるようになるよ」

「つまらない事を言いますね、先生。屋上に一人で来てもしょうがないでしょう。少なくとも二人以上。適正人数はちょうど二人です」

　更さらに、異性同士が最も望ましい。

「そういうもんなの？」

「そういうもんです」

　その後、30秒ほど私達は何も喋しやべらず、ただ金網の外に広がる風景を眺めていた。

　先に口を開いたのは私の方だった。

「先生」

「うん？」

「私、二年前に両親を亡なくしたんです」

　そこから私は話し始めた。

　先生は相づちを打つことも無く、黙って聞いてくれた。

「車の事故で。私と妹は後ろの座席にいて、奇き跡せき的に助かったんです。

　事故の後、私、精神的に参っちゃったらしくて、一言も喋らなくなっちゃって、１ヶ月以上入院してました。

　その頃の事は、ほとんど覚えて無いんです。ただ、もうどうでもいいや、って思うだけで。

　なにもかも、どうでもいいやって。

　その時、私を救ってくれたのは、友達でした。宮原さんと石丸さんです。彼女達は中学の時からの友達なんです。あの二人が、学校終わった後で毎日見み舞まいに来てくれて。一言も話さない私に、その日学校であった事を話してくれたんです。

　それはどれも本当になんでもない日常の話で、別に面おも白しろい訳でも無いし、哀かなしかったり、感動する訳でも無かった。

　でも、私が私を取り戻せたのは、彼女達と、彼女達がしてくれた普ふ通つうの話のおかげなんです。

　私は両親の死から立ち直る事が出来ました。

　妹は、今もまだ戦ってます。

　その時、私決めたんです。

　私はもう何も失わない。その為ためにはなんだってやるんだって」

　私はそこで言葉を切る。先生に向かって話していたが、半分は自分に言い聞かせていた。

　足あし下もとの桜並木を生徒のカップルが歩いている。大きな風が吹いて、大量の花びらが舞まい散り、彼らの周りがピンク色に染まった。

　私は横を向いて、先生をまっすぐに見つめた。

　先生も、私の事を見た。

　私は言った。

「先生。私は、大切な友達を、妹を、そして、なによりもこの日常を、守りたいんです」

　先生はタバコをポケットにしまった。

「……うん。それで？」

　大きく息を吸う。一いつ瞬しゆん目を閉じる。そしてもう一度先生を見た。




「私は、私の日常を守る力が欲しいんです。先生、私に論理魔ま術じゆつを教えて下さい」





48　僕は「一つだけ条件がある」と言った。






「なんですか？」

「図書館で本が燃えたとき、本当は誰だれがいたのか、そこで何があったのかを教えて欲しい」

　彼女が自分で戦うと決めたのだから、もう僕から聞いても構わないだろう。

「誰かがそこにいて、魔術的行こう為いが行われた。君はそれを見ていた筈はずだ」

　彼女の決意に満ちた瞳ひとみが、少しだけ力を弱めた。そして、力なげに答えた。

「……はい。全部話します」

「誰がいた？」

「……石丸矢ノ歌さんです。あの、昨日駐ちゆう車しや場にいた」

「うん。それは多分そうだろう。でも、もう一人いた筈だ」

「!!」

「そうじゃなきゃ、君は昨日の時点で話せた筈だから。君はもう一人、かばっている」

　彼女はうつむいた。右手が堅かたく握にぎりしめられている。

　生徒同士の秘密は共有される。そこに大人が介かい入にゆうする余地は無い。

　僕は大人ではないけど、教師だ。彼女達の問題に踏ふみ込む事は本来許されない。それが、彼女達が持つ絶対のルールなのだ。

　石丸矢ノ歌は、昨日の事で、すでに事件に巻き込まれていると僕が知っているので、その補足説明をするのは構わないというのが播機さんの結論だったのだろう。しかし、もう一人の事を喋っていいのか、迷っている。

　彼女は僕に協力を要よう請せいした。全部話すと言った。しかし今また逡しゆん巡じゆんしている。彼女達が守るべきルールを犯おかして良いのか、迷っている。

　沈ちん黙もくはそれほど長くなかった。播機さんは、うつむいたまま小さくつぶやいた。

「……一つだけ、約束してもらえますか？」

「約束の内容による」

　僕はわざと突つき放した。

「……彼女を、助けて欲しいんです」

　播機さんの声は、少しだけ震ふるえていた。

「彼女って誰？」

　播機さんは顔を上げてキッとこちらを睨にらんだ。彼女は自分がどうすべきか、もう分かっている。でも最後の一歩が出ない。僕は繰くり返した。

「彼女って、誰？」

　数秒で決意が再度固まったようだった。その瞳に、もう、迷いは無かった。

「……美奈……。宮原、美奈さんです」





49　風が吹ふき始めた屋上で、私はあの日の朝、図書館で見た事を話した。






　……私がアガパンサスのしおりを挟はさむために『アルジャーノンに花束を』を本ほん棚だなから引き抜ぬいた時、奥の通路に人の気配を感じた。

　私は本を持ったまま、本棚からちょこっとだけ顔を出して奥をのぞき込んだ。

　そして慌あわてて首を引っ込めた。

　そこにはやっかと美奈が立っていた。

　今思えば、何故なぜ二人があんな時間に図書館にいたのだろうとか、それ以前にどうやって入ったのだろうとか疑問がいくつかあるが、その時の私はそこまで考えていなかった。

　二人は小さな声でなにか込み入った話をしているようで、私に気づいていない。

　その二人の雰ふん囲い気きがなんというか、まるで秘密の逢あい引びきをしている恋こい人びと達のようで。逢い引きというのもまた古い表現だけども、とにかくそんな感じで、声をかける事が相応ふさわしい行動なのか、とっさに判断出来なかった。

　とりあえず、私は本棚の隙すき間まからもう一度、彼女達の様子を覗のぞいた。

　と、次の瞬しゆん間かん、目の前で信じられない事が起き、私はその体勢のまま立ち尽つくした。

　やっかの頭上に、黒い円えん環かんが浮うかび上がった。複雑な模様で構成されたそれは徐じよ々じよに降りてきて、やっかの全身をなめるように通過した。

　すると、次の瞬間、そこにはやっかは立っていなくて、代わりに葉山先生が立っていたのだ。

　え、なに？

　私の思考は停止していた。自分で見ているものの意味がわからない。これは夢かなにかか？

　私がその光景をぼうっと見ていると、やっかだった筈の葉山先生に、いきなり美奈が抱だきついた。葉山先生は胸に顔を埋うずめている美奈を優やさしく抱きしめ、彼女の長い髪かみを撫なでた。

　その光景は私に違い和わ感かんしか感じさせなかった。なにより美奈はその時泣いていた。声は出てなかったが光の筋が彼女の頰ほおを伝うのが見えた。彼女の表情から、嬉うれしくて泣いているのではないという事が私にはわかった。

　葉山先生の姿をした何かは優しく美奈の顔を持ち上げ、そしてその唇くちびるにキスをした。美奈は背中に回していた手を首に持っていき、そのキスに応こたえた。

　情熱的な口づけが交かわされるのを、私は黙だまって見ていた。それは、何故かとても悲しい光景に、私には見えた。

　その時、葉山先生の視線がすっと動き、私と目が合った。

　と、その途と端たん、私の手の中で『アルジャーノンに花束を』が燃えだしたのだ。

「！」

　慌てて天てん井じようを仰あおぎ、ジェシカに緊きん急きゆうコールをかける。そして再び前を見たら、そこには誰だれもいなかった。かき消えたように、誰も。

　本は、床ゆかに着く前に燃もえ尽きた。ジェシカは火元確かく認にん出来ずとしてなにも行わず、近くの教師に呼集をかけた。

　床を見たら、本からこぼれ落ちた「れしあの会」への招待状が落ちていた。

　後は前に先生に説明したとおり。集まってきた先生方に、私は事情を説明した。もちろん、やっかと美奈と、そして葉山先生の話はしなかった。言う必要は無い。それが私達のルールだ。







「……これが、私が見た全部です。もうなにも隠かくしてません」

　息を吐はく。黙っていた事を話して気分が軽くなったのか、私の中にあった緊きん張ちよう感かんが薄うすれていくのを感じていた。

　先生は金かな網あみに寄りかかったまま、一言も喋しやべらずに最後まで聞き、そして言った。

「話してくれてありがとう。もちろん誰にも言わない。約束する」

　私は弱く微笑ほほえんだ。力が入ってないが、本心からの笑えみだった。こんな笑い方をしたのは、ひどく久しぶりのような気がする。

「その言葉を信用します。先生」

　先生は金網から体を離はなし、伸のびをした。

「風が冷たくなったね。続きは研究室で話そう。コーヒー淹いれるよ」

「あ！　私に淹れさせて下さい！　コーヒー！」

「？　いいけど？　じゃあ、行こうか」





50　廊ろう下かを歩きながら、僕は一昨日の始業式の事を彼女に説明した。






　姉さんが講堂に張った結界の話を聞いて、播機さんが目を丸くする。

「とすると、生徒が倒たおれた騒そう動どうは、周藤先生が原因だったって事ですか？」

　確かに、原因と言えば原因だ。

「あそこまで大きな事態になるとは予想してなかったんだけどね。《鴉ノツクス》から論理魔ま術じゆつを教わった人間は、自分の持つ《可能性ルウキス》をエネルギーに魔術を行使する。それにより、一時的に《可能性ルウキス》の量が低下した人をあぶり出そうとしたんだ。簡単に言えばね」

「じゃあ、あの場で倒れた人全員が《鴉ノツクス》と《契けい約やく》を？」

「いや、そうとも限らない。その魔術が人に対して行使するものだったとした場合、相手の人の《可能性ルウキス》も消費されている場合がある」

「魔術を使った人と、使われた人が、あの時倒れたって事ですね……」

「そうなるね。まあ、まだ《契約》された魔術がどんな物なのかの確証は無いけど」

「私が、あの日の朝、図書館で見た光景は、それと関係があるんですか？」

「うーん、正直、わからない。だけど僕の推測が合ってれば、播機さんが見たのは『第二段階』だったんじゃないかと思う」

「『第二段階』？　なんですかそれ？」

「ええと、つまりね──」

　廊下を曲がって僕の研究室の扉とびらが見えた。と、その扉の前で香音がカバンを両手で持って立っていた。

「あ、しまった」

　そうだった。香音と研究室で合流する予定だったんだ。そして、あの部屋は僕の許可が無いと香音は入れないのだった。僕は駆かけ寄りながら香音に謝った。

「悪い、忘れてた。生徒は入れないんだっけ」

　慌あわててジェシカを呼んで扉を開けさせた。香音が無言で入り口をくぐる。播機さんに手招きしながら、僕も部屋に入る。

「他ほかの人になんか言われなかった？」

「教師13名、生徒２名が私の前を通過し、そのうち４名が、私が直立している理由を聞いてきました」

「適当に散歩してればよかったじゃない」

　忘れてた僕が悪いのだけど、とりあえず言い訳してみる。香音は椅い子すに座った後、すました顔で返答した。

「お言葉ではありますが、我が魔術師メイガスよ。活動限界時間が近づいている為ため、移動に要するエネルギー消費を自己判断で抑よく制せいしました」

「あたた、そうか。《食事》させる為に研究室で会うつもりだったんだよな。ごめん」

　僕は窓まど際ぎわに行きながら、入り口でどうしたらいいか迷っている播機さんに声をかけた。

「ああ、播機さん、そこ座って。ちょっと待っててくれる？」

　僕は窓際のプランターに植えてある小こ振ぶりの三本の木から水色の熟うれた実を三個選んでもぎ、それを太陽光があたるようにプランターの横に並べた。

「準備が出来るまで５分くらいかかるな。話の続きだったね。あれ、でも、その前に何か話しておく必要があったような気がするな。なんだっけ？」

「ペンダントの説明かと思われます。我が魔術師よ」

「ああ、そうだった。播機さん、昨日渡わたしたペンダント、着けてる？」

　そう言いながら、播機さんの向かいのソファに座った。

「はい。外すなと言われましたから」

　彼女はブラウスの中に指を入れ、ペンダントを取り出していじった。

「これ、なんなんですか？」

「簡単に言うと、君の持つ《可能性ルウキス》を一時的に封ふう印いんする物。それを着けている限り君は自分の持つ《可能性ルウキス》を消費する魔術を使えなくなる」

「私、元々魔術なんて使えませんけど」

「昨日、完かん璧ぺきに僕に《約束》させたんだけどね……。あれの再発を防ぎたい。あと、君自身を《鴉ノツクス》の目から欺あざむく為でもあるんだ」

「欺く？　なんの為に？　私が《鴉ノツクス》に襲おそわれる理由がありますか？」

「君が《紅オストラム》だからだよ。まあ、既すでに色々知りすぎてるだけでも十分理由になるんだけどね」

　時計を見る。あと３分。

「《鴉ノツクス》は、我々との戦いと並行して、ずっと《紅オストラム》の《血族クラン》を探しているんだ。もちろん我々も探していた。我々の仲間になってもらう為にね。もっとも我々は《紅オストラム》の血は途と絶だえたと信じてたんだけどね……昨日までは」

「《鴉ノツクス》は何故なぜ《紅オストラム》を探しているんですか？」

「不明だ。もしかしたら彼らも仲間を欲ほつしているのかもしれない」

　ああ、コーヒーを淹いれてから話し始めるべきだったとちょっと後こう悔かいした。播機さんの前じゃタバコも吸えないし。

「君が、我々に加わるかは、また別の話として、魔術師としての素養が無いまま、君の存在が《鴉ノツクス》に知られてしまうのは非常に困るんだ。勝手な言い分で申し訳ないけどね」

「それと、このペンダントはどういう関係が？」

「うん、君が《紅オストラム》だとばれない一番簡単な方法は、君が一いつ切さい魔ま術じゆつを使わない、使えない人間だと思わせておけばいい。代わりに君は魔術を使えなくなるけど、まあ元々使えなかったんだから困らないよね？」

「はあ。まあいいですけど。いつまで着けていればいいんですか？」

「うーん、約束出来ないけど、そんなに長くないよ。今手持ちが無いけど、ホントはブローチとか、指輪とか、もっと目立たない装そう飾しよく品もあるんだ。いずれはそっちに換かえるから、それまではそれをつけてて欲しい」

「わかりました。正直よくわかってませんが、従います」

「ありがとう。ちなみに、緊きん急きゆう時には引きちぎれる素材で出来てるから。あと、敵から身を守る能力とか、ＧＰＳ機能とか、そういう便利なものはついて無いから、仮に《鴉ノツクス》に襲われるような事があったら、すぐ携けい帯たいで呼び出してね」

「魔術って不便なんですね。ＧＰＳくらい今どき携帯にもついてるのに」

「いや、もちろんそういう機能のある高性能な奴やつもあるんだけど、それはちょっと問題が」

「問題？」

「女子高生のプライベート情報を知る訳にもいかないから」

「ああ、なるほど」

　播機さんは納なつ得とくしてペンダントをブラウスの中にしまった。

　時計を見る。５分経たった。僕は立ち上がる。

「じゃあ、ちょっと香音に《食事》させるから、その後で本題に入ろう」





　51　食事？






「ええと、はあ。食事、ですか？　笠木さん、さっき私達と昼食一いつ緒しよしましたけど？」

　それに、笠木さんって確かロボットみたいな物なんじゃなかったっけ？

「笠木さんって、あの、なんでしたっけ、ええと」

「《人形ドール》ですよ、《紅オストラム》の魔術師殿」

　言葉を見つけられなかった私の疑問を、笠木さんが引き継ついでくれた。そして続ける。

「ええ、私達《人形ドール》は物ですから、人間と同じような食事は必要としません。騙だましているようで申し訳無いのですが、昼食のアレはポーズなんです。《紅オストラム》の魔術師殿」

　うーん、さっきから、その単語がむずむずする。

「ええと、あの、笠木さん？　その『《紅オストラム》の魔ま術じゆつ師し殿どの』ってゆーの、どうにかならないかな。遙、でいいからさ」

「そうですか？　私は気に入ってるんですけど」

　気に入ってるのか。

「わかりました。ではこれからは遙さんと呼んでいいですか？」

「うん、その方が嬉うれしい」

「それでは、私の事も香音とお呼び下さい」

　私たちが話している間に、秋津先生は再び窓まど際ぎわに向かっていた。

「前も言ったけど、《人形ドール》は論理魔術の塊かたまりで出来ている。これは文字通りの意味」

　先生はプランターの横に並べた果実を指でつまんでいる。硬かたさを確かく認にんしてるように見えた。

「だから、その存在を維い持じする為ために術者──この場合は僕──が、定期的に《可能性ルウキス》を消費して、香音に送る必要があるんだ。この作業を歴史的経けい緯いから、《食事》と言う」

「歴史的経緯？」

「その昔、魔ま術じゆつ師しは実際に食事を作り、それを《人形ドール》に自身の手を使って食べさせていたんだ。つまりこれが『《可能性ルウキス》の消費』なんだよ」

「？」

　言っている事がわからない。それに気づいたのか、笠木さんが補足した。

「『魔術師が《人形ドール》の為に食事を作る』というのは、その作業時間だけ自らの《可能性ルウキス》を《人形ドール》の為に消費するという事を意味するんです。概がい念ねん的な話ですが、論理魔術は概念の変へん換かんなので、こういうシステムがよくあるんです」

「わかったようなわからないような……。まあいいです。じゃあ秋津先生が今から料理するんですか？」

「まさか。現代では《食事》は最適化されていて、最低限の行こう為いで処理が完かん了りようするようになっている。要は、幾いくばくかの作業時間を消費して、それを《人形ドール》に分け与あたえれば良い」

　そう言って、先生は手の中にあった果実の一つを私に放り投げた。キャッチ。

　果実は、さっきは水色だったように見えたけど、今手の中にある物は透すき通った淡あわい赤色をしていた。

「これはチェルクの実。魔術師と《人形ドール》の間で、最も《可能性ルウキス》の伝でん播ぱ効率が高い果実なんだ。今は《血族クラン》の管理敷地しきち以外では栽さい培ばいされてないんだけどね。管理が大変なんだ。木からもいで５分ほど日に当てておくと、《人形ドール》が摂せつ取しゆ可能な状態になる。あと５分置いておくと腐くさる。保存方法は見つかってない。出張の時とか、この木ごと運ばなきゃいけないから結構大変なんだよ」

　指でつまんでみる。大きさはピンポン球より少し小さい。皮はツルツルしてるけど、硬くて食べづらそうだ。

「……皮が硬いですね」

「うん。この皮もやわらかくしなきゃいけない。《人形ドール》が食べられる状態になるまでに、僕がしなきゃいけない手て間ま暇ひまが結構ある。これが、昔の魔術師がやっていた料理行為にあたる」

「はあ。なるほど」

「じゃあちょっと待っててね。香音、準備いいか？」

「《Ｙｅｓウルトウ》、ですが我が魔術師メイガスよ、あの……」

　笠木さんが言いよどむ。そしてチラチラと私を見た。え、なに？

「あのう、我が魔術師よ、《食事》は後でも構いませんので、先に播機さんの……」

「なに言ってんの？　限界時間が近いんだろう？　それに、これすぐ腐っちゃうの知ってるじゃない」

　笠木さんは、もう一度私を見てから、ため息をついた。なんだなんだ？

「はあ……、知りませんよ？」

「なにが知らないって？　まあいいけど」

　秋津先生は全すべての果実を片手で持ち、もう片方を座っている笠木さんの頭に載せた。そして言葉を紡つむぐ。

「《食事形態▽具象化》」

《具象化は既すでに完了しています。形態変へん更こうのみを受理します》

　笠木さんはソファから滑すべり落ちるように床ゆかに膝ひざをつき、真上を向いた。その動きは、糸で制せい御ぎよされたあやつり人形のようだった。

　秋津先生は笠木さんを見下ろしながら、果実のウチの一つを自分の口に放り込み、ゆっくり嚙かみ砕くだいた。もしかして、やわらかくしてるのか？　実が硬かたいから？

　先生はしばらくアゴを上下させた後、片手で笠木さんの頭の後ろを押おさえ、もう片方の手で笠木さんのアゴを持ち上げた。

　笠木さんは口を小さく開けている。

　先生は徐じよ々じよに笠木さんに顔を近づけていった。

　顔が数センチまで近づいた所で、果実を含ふくんだままの口を小さく開く。

　そしてそのまま、笠木さんの口を塞ふさいだ。




　……え？




「ってっ、ちょっとまってええええ！！！！！」

　思わず叫さけんだのは私だった。

「ん、ぐっっぐっ!?」

　私の声に驚おどろいて、秋津先生が喉のどを押さえて目をぐるぐるしている。

「ぐ！　んっ、は、はあ！　突とつ然ぜんなんだよ！　飲んじゃったじゃないか！」

　それどころではない！

「な、な、なにをしているんですか！」

「なにって、だから《人形ドール》に食事を」

「食事って、口移しじゃないですか!!」

「そうだけど？　《可能性ルウキス》を伝播させるもっとも効率の高い摂取方法なんだよ」

　私は「なにが疑問なの？」という目でこちらを見る秋津先生と、頭を抱かかえている笠木さんを交こう互ごに見た。笠木さんは顔を上げたまま秋津先生を見た。

「だから言ったのです。我が魔術師メイガスよ」

「え？　だからなにが？」

　状じよう況きようがつかめてない秋津先生に対し、私はふつふつと怒いかりが湧わいてきた。

「……不潔です」

「いやいや、見てなかったかもしれないけど果実はちゃんと殺さつ菌きん消毒してるし」

「そういう事ではありません!!」

　頭に血が上ってしまい自分で何を言っているのか分からない。ここ数日で気づいた事だが、私は理性では理解しているのに言動や行動がそれに伴ともなわない時がよくあるようだ。

　私はガバッと立ち上がる。しょうがない。退たい却きやくだ。なにがあろうとその《食事》とやらの光景をこれ以上見たく無い。とにもかくにも絶対に嫌いやだ！

　私は扉とびらに突とつ進しんしてからクルリと振ふり返り、乱暴に頭を下げた。

「今日は失礼します！　明日の放課後にまた伺うかがいますから！」

　そして二人を見ないように廊ろう下かに出て乱暴に扉を閉め、階段に向かって廊下を走った。





52　播機さんが立ち去った後、僕は香音に《食事》を続行した。






　一個飲み込んでしまったので、もう一ひと粒つぶ準備する必要があり、余計な時間を消費した。

　チェルクの実を全て香音に流し込んだ後、ソファに座って考える。

「さて、次は何をしようかね……」

「考えるまでもありません、播機さんを捜さがしに行きましょう」

　香音の言葉には、心なしかピリピリしたものを感じた。

「え？　なんで？」

　香音は指をおでこに当てて頭を振りながらため息をついた。こういう仕草は実に人間らしい。見ててほれぼれする。

「安芸様、いえ、我が魔術師メイガスよ。古来秋津の家に仕えた《人形ドール》の記録を継つぐ末まつ裔えいとして、年長の視点から意見させて頂きますが、あなたは、もう少し人間、特に女性の心理というものを理解する必要があると考えます」

「理解？　ええと、それは播機さんが今出ていった事象の事？」

「そうです」

「うーん。彼女は今ダイエット中で、人が物を食べる所を見たくなかった、とか？」

　更さらに大きなため息。

「もういいです……」

「まあ、捜すというのは賛成だ。チャージは問題無い？」

「はい。《食事》は問題無く完かん了りようしました。現状83％、７分以内に92％まで動力が回復する予定です」

「ＯＫ。では彼女を捜そう。なにか意い思し疎そ通つうの齟そ齬ごがあるようだし、それに、出来れば明日ではなく今日中に今後の方針を立てておきたい」

　僕はソファから立ち上がる。

　と、同時に机の上の携けい帯たい電でん話わが鳴った。





53　階段を駆かけ下りる。それにしても、と、私は両手を振りながら怒っていた。






　それにしても、あの秋津安芸という教師、いや男の子は、なんとデリカシーというものに欠けているのだろうか！！！

　どうも彼には一いつ般ぱん常識というものが通用しないようだ。それはそれで別に構わない。そういう人もいるだろう。そういうのが好きという人もいるだろう。私はそうではないのだから、関かかわり合いにならなければいいだけの話だ。その筈はずなんだけども！

「でもそんなわけにいかないじゃない！」

　思わず口に出してしまう。顔が上気しているのが分かる。そうだ、無関係ではいられない。

　何故なぜ？

　踊おどり場ばで立ち止まる。何故だって？　そりゃ当然、彼が論理魔術師とやらで、私が《紅オストラム》で、《鴉ノツクス》に狙ねらわれていて、ええと、ちょっと待ってよ、なんでこんなに頭が混乱してるわけ？

　心臓がポンプとしての役割を思い出したかのように胸がドキドキ言っている。しかし私にはその理由が分からない。分からないと思いこもうとしている。

　落ち着こう。腰こしに手を当てて深呼吸する。

「はるちゃん」

　後ろから声をかけられて、口から心臓が飛び出しそうな程ほどびっくりした。慌あわてて振り返る。

　やっかが、階段の上に立っていた。

　彼女はゆっくり階段を下りて私の前に立った。

「……やっか？　入院してるんじゃなかったの？」

「うん。一日寝ねたらスッキリ良くなっちゃった。お医者さんにも驚おどろかれたよ。『これなら学校行っても大だい丈じよう夫ぶなくらいだ』って。だから、来ちゃった」

　そう言って、やっかは笑った。私は泣きそうになった。よかった。いつものやっかだ。

「あのね、はるちゃん。昨日、ありがとね？」

「え？　あ、ううん、私なにもしてないから。全部、秋津先生が」

「はるちゃん、その事で、話があるの」

　突とつ然ぜん、やっかが真顔になる。

「イドの事、まだ《血族クラン》の人達に教えてない事があるの」

　やっかの口から「イド」とか「《血族クラン》」とか出てくると、その違い和わ感かんに心が痛む。私達はいつの間に、こんなに日常から遠い場所に来てしまったのだろうか。

「やっか、教えてない事って何？」

「イドの居場所。それから、イドを倒たおす方法。私、知ってるの」

「！」

　ええっと、なんなのかな、この急展開は。私は混乱する頭をまとめながら答えた。

「うん、分かった。じゃあ秋津先生の研究室に行こう」

「先生は駄だ目め！　あの人だって魔術師だもの！　私、もう魔術師は信用出来ない！」

　真しん剣けんな目で訴うつたえてくるやっか。私はそれを拒きよ否ひ出来なかった。

「わかった。私には教えてくれるのね？」

「ここは嫌いや。誰だれが聞いてるかわからないもの」

　やっかはもう一度、少しだけ笑った。

「図書館がいいな、はるちゃん。あそこなら二人っきりで話が出来るもの」





54　電話は姉さんからだった。僕は嫌な予感がした。






『安芸、すまん。石丸が病院から連れ去られた』

　にがにがしげに姉さんは言った。

「護衛が二人ついていたのでは？」

『どちらも昏こん睡すい状態。現在治ち療りよう中だ』

「その後の足取りは？」

『現時点では不明。なにせ侵しん入にゆう形けい跡せきが見つからないのでいかんとも』

「そんなもの、捜さがしてもしょうがないですよ」

　目で合図して香音に出しゆつ撃げきの準備をさせる。

『なんだと？』

「侵しん入にゆう者なんかいない。彼女、石丸矢ノ歌は自分の意思で病院を脱だつ走そうしたんだ」

『なぜそう言いきれる？』

「イドに強制されている人間と、心しん酔すいしている人間では、瞳ひとみの輝かがやきが違ちがう。僕には分かるんです」

　そう、駐ちゆう車しや場で見たときから分かっていた。彼女はイドからの命令なんかではなく、自分自身の為ために魔ま術じゆつを行使していた。

『論理的根こん拠きよが弱いな。だがまあいい、お前を信じよう。で、イドに心酔している彼女は、今どこにいるんだ？』

「分かりませんが校内のどこかです。スタッフを派は遣けんして下さい。イドも来るかも」

『分かった。安芸はどうする？』

「播機さんを捜します。さっきまで一いつ緒しよだったんですが、今さっき目に涙なみだを浮うかべて研究室を出て行きました」

　突然、受話器から黒いオーラがわき出てくるような錯さつ覚かくを覚えた。

『……お前。……手、出したのか？』

「え？　あ！　いえ！　そんな事はありません！　いるかどうかも知らないけど神に誓ちかって無罪です！」

『……まあいい。急げよ。既すでに接せつ触しよくしている可能性がある』

　返事を待たず通話が切れた。僕は椅い子すにかけてあった白衣に手を伸のばす。

「行こう。彼女が研究室を飛び出してから既に約15分経たっている」

「正確には17分37秒です」

「……17分強経っている。すぐ家に帰ったなら駐ちゆう輪りん場じようを経由したとしても既に校外だな」

　しかし、学校を出ているとは思えない。僕は天てん井じように向かって聞いた。

「ジェシカ、君の能力で播機さんの校内での居場所を特定する事は可能か？」

『プライバシー及および倫りん理り上の理由から、特定生徒を探査サーチする機能は、ジェシカシステムには搭とう載さいされていません』

　まあそうか。あくまでも学校設備なのだから、当然とも言える。

　僕は白衣に手を通しながら入り口に向かった。

「香音、行くぞ」

「目的地は？　我が魔術師メイガスよ」

　扉とびらを開け、外に出る。香音を見ないで答えた。

「心当たりは一カ所しかない」





55　やっかはとても機き嫌げんがよさそうで、私はかえって心配になった。






　彼女はスキップでもしそうな勢いでエントランスを抜ぬけ、図書館の扉を開けた。

　カーテンが閉まってるのだろうか。暗くて図書館の中がよく見えない。

　やっかは扉に手をかけたまま私に笑いかけた。

「さあ、中、入って。ちょっとね、びっくりするよ」

「え？　なんの事？　やっか、話があるんでしょ？」

「いいのいいのそれはもうどうでも。入ればわかるから。ね、どうぞ」

　促うながされるままに扉をくぐった。やはりカーテンが閉まっている。背後から入る明かりが落ちている足あし下もと以外、真っ暗でなにも見えない。

　数歩入った所で、突とつ然ぜん視界が闇やみに包まれた。やっかが入り口を閉めたのだ。

「や、やっか。明かりつけないで扉閉めちゃだめだよ」

　暗くら闇やみはちょっと苦手だ。入り口の方からやっかの楽しげな声が返ってきた。

「ごめんごめん、ちょっとはるちゃんを驚おどろかせたかったの。ジェシカ！　明るくして！」

『了りよう解かいしました』

　ジェシカの返答と同時に、蛍けい光こう灯とうがぱぱぱと奥まで点ついていく。部屋の中から暗闇が追放されていく。そこに現れたのは……。

「どう？　はるちゃん。これが、私の『れしあの会』よ」

　すぐ側までやっかが近づいて、そう言った。

　私は、立ち尽つくしていた。声が出なかった。

　そこには異様な光景が広がっていた。

　長方形の自習テーブル群の先には、六人が座れる主に読書用の丸テーブル席が九個並べられている。その全すべての席が人で埋うまっていた。

　ぱっと見には、どのテーブルも三組ずつのカップルが談だん笑しようしているように見えた。皆みな、仲よさげに肩かたを寄せ合っている。そう見えた。

　女の子の方は、皆うちの制服を着ていた。彼女達は、とても幸せそうな表情で隣となりの男性に話しかけていた。

　男の子の方も、大半はうちの制服を着ていたが、他校の制服姿もあった。大学生っぽい人もいた。駅前のファストフード店員の格好をした男の子もいた。

　女の子達が楽しそうに喋しやべっているのに対し、男の人達は皆、一言も発していなかった。

　それどころか、彼らは身動き一つ取れないようだった。

　彼らはみな一様に、体をべったりと椅子に張り付けたまま、うつろな目をしていた。意識があるのか無いのか、表情からは読みとれない。何人かは小刻みに体を震ふるわせ、また何人かは口から泡あわを吹ふいていた。

　明らかに普ふ通つうではない男の子達に対して、女生徒達は、まるでデートの最中のように陽気に話しかけ、時には首に手を回したり、立ち上がって背中から優やさしく抱だきしめたりしていた。

「……な、なんなの……これ」

　私はなんとか声を絞しぼり出した。

「男の子にフラれた女の子に、本当に望むものを与あたえてあげたのよ」

　やっかが答えた。その口調は自信に満みち溢あふれていて、いつもとは明らかに違ちがっていた。

「本を読んで失しつ恋れんの傷を癒いやすっていう、はるちゃんのアイデアは悪くないと思う。でも彼女達が本当に望んでるのはそんな事じゃない。本当に望んでるのはコレ」

　そう言ってやっかは前に出て手を広げ、彼女達を指し示した。

「フラれた男の子を自分のものにする。まあ、当然だよね」

　振ふり返って私に笑いかける。私は身動き一つできず、やっかを見返した。

「イドに教えてもらった魔ま術じゆつなの。そんなに難しく無いんだよ。ちょっと疲つかれるけどね。《可能性ルウキス》が一時的に減るだけ。彼らはどこにいても、この時間になると図書館にやって来てくれる。時間が来たら帰る。その間の事は何も覚えてない。理想的でしょ？」

　彼女の笑えみが大きくなる。その瞳ひとみの輝かがやきは、私の知っているやっかのものではなかった。彼女は力に魅みせられて変わってしまった。なんの根こん拠きよも無かったが、私にはそう思えた。

「……図書館の本に『招待状』を挟はさんでたのも、やっかなの？」

「そうだよ？　はるちゃんがしおりを挟んだ後、こっそり取り替かえてたの。一昨日は回収するのが間に合わなくて、はるちゃんに見つかっちゃったけどね。あれは失敗」

　舌を出して、こつんとおでこを叩たたく。いつものやっかの仕草。でも、違ちがうものに見える。

「……しおりのチェックは、美奈もやっていたでしょ。彼女が気づかなかった筈はずが無い」

「ああ、みーちゃん？　ほら、あそこにいるよ」

　やっかは楽しそうに奥のテーブルを指さした。

　美奈は、そこにいた。

　彼女の隣には、葉山先生が、座っていた。

　隣に座って何も言わない先生に美奈は楽しそうに話しかけていた。

　半年前に彼女が告白し、振られた、葉山先生に。

　私は、今すぐ叫さけびたい、泣き出したい衝しよう動どうにかられながら、それを必死に押しとどめた。

　先生が来てくれるまで耐たえなければ、と思っていた。

　先生が来る？　何故なぜ？

　でも、私は、きっと秋津先生がここに来てくれると、その時信じていた。

　私が黙だまっていると、やっかは私の前に立って言った。

「あの時、みーちゃんといる所を見られた時はびっくりしたよう。思わず本を燃やして逃にげちゃった」

　いたずらを告白するように可愛かわいげに喋っている。私は声を絞しぼり出した。

「あれは、なにを、していたの？」

「あれはね、第二段階なの」

「……第二段階？」

　そういえば、先生もそんな事を言っていた気がする。

「あのね、今やってる事でも女の子達は十分満足してるんだけど、あそこにいる男の子達って、座ってるだけで、こっちが何を喋っても答えてくれないんだよね。まあ、しょうがないんだけどさ。だけどね、こうやって……」

　やっかは小声で何かをつぶやいた。直後に、彼女が光に包まれる。眩まぶしくて目を覆おおう。光が去った後には、そこに葉山先生が立っていた。

「どう？　葉山先生そっくりでしょ？」

　声も姿も葉山先生だが、喋り方はやっかだった。違い和わ感かんに気持ちが悪くなる。

「この術を使えば私が男の人の役をする事が出来るの。この方が、楽しいでしょ？　あの時も、みーちゃんの為ために葉山先生になってあげてたわけ」

　術はすぐに解け、元のやっかの姿に戻もどった。彼女は顔を紅潮させ、おでこに汗あせをにじませていた。荒あらく息をしている。

「……ふぅ。まあ、短時間しか出来ないんだけどね。でもね。これだけじゃないんだよ」

「……まだ、あるの？」

　彼女は最高に嬉うれしそうに笑った。

「そう！　第三段階！　これはまだイドが教えてくれないんだけど……。その術を使うとね、男の人が心から私達を愛してくれるようになるんだって！　ね、素す敵てきでしょ？」

　異様な状じよう況きようを目にして停止していた私の思考回路は、ようやくコントロールを取り戻し始めていた。最初に出てきた感情は怒いかりである。それはふつふつとわき上がって来た。

　やっかはこんな事を望む子じゃない。仮に心の奥おく底そこでこんな事を願っていたとしても、《鴉ノツクス》に出会わなければ、ずっと隠かくしていた筈だ。

　私は、やっかではなく、やっかにこの力を与えたイドに対し、猛もう烈れつに腹を立てた。

　やっかは、私が黙っていると、私の顔をのぞき込んで、こう言った。

「でもね、第三段階の術を教えてもらうには、イドに言われたことをやらなきゃいけないの」

「……言われた事って？」

「《蒼マーレ》の論理魔ま術じゆつ師しを倒たおす事」

「……！　それって！」

「そう。秋津先生の事よ。もう二回も失敗しちゃったから、今度は失敗出来ない。だからね、はるちゃん」

「え？」

「ごめんね？」

「え？　なに？」

「人ひと質じちになって欲しいの」

　やっかがそう言った次の瞬しゆん間かん、私の周りに黒い魔ま法ほう陣じんがいくつも浮うかんだ。

　黒い円えん盤ばんの一つがスッと動いて、避さける間も無く私のスカートを抜ぬけて右の太ふと股ももに触ふれた。途と端たんに、右足から力が一気に抜けて私は体勢を崩くずし、そのまま床ゆかに倒たおれそうになった。反射的に両手を床に突く。が、左手首に別の円盤が触れると、腕うでの力も完全に抜けてしまい、支えが無くなった私はうつぶせに図書館の床に転がった。

　体のどこにも力が入らない。私は床にべたりと張り付いたまま微び動どうだに出来なくなった。

　クスクスと、やっかの笑い声が聞こえた。

　罠わなにかかったのだとようやく思い至る。

　自分の無力っぷりを思い知るのと同時に、私は秋津先生の事を思おもい浮かべた。

　ちょっとだけ、涙なみだが出た。





56　香音に先導させて図書館に入る。






　入り口が開いている。さあどうぞという事か。

「先に入ります」

「よろしく」

　香音が飛び込んでから数秒遅れて僕も扉とびらをくぐる。

《砲ほう台だい》によって半はん壊かいしていた内装は元通りになっていた。修復は完かん了りようしている。

　十数メートル先に、女生徒が二〇人以上並んでいた。皆みな、うつろな目をしている。

　一いつ旦たん停止。彼女達を観察する。

　女生徒達は様々な物を握にぎっていた。コンパス。万年筆。大きな物ではモップ。中には果物ナイフを握っている子もいる。それをゆらゆらと振ふっていた。

　意思を伴ともなった動きには見えない。操あやつられている。そして標的は僕なのだろう。

「お待ちしてました。秋津先生」

　頭上から声が聞こえる。二階を見上げた。

　螺ら旋せん階段の先に、石丸矢ノ歌が立っていた。その後ろには椅い子すに座った播機さんがいた。

「先生……！」

　播機さんが叫さけぶ。僕は安心させる為に明るく答えた。

「遅おそくなってごめん。すぐ助けるから、もう少しだけ待っててね。君は、僕が守る。前にそう言ったでしょ？」

　播機さんの顔がゆがむ。泣くのを我が慢まんしているように見えた。すぐ済ませるからね。

　椅子に座らせられている播機さんのすぐ横にローブの男が立っていた。イドだ。

　僕はイドを睨にらみ付ける。奴やつは僕を見返し、笑った。

　石丸矢ノ歌がイドの前に立ち、僕の視線を遮さえぎった。そして宣言する。

「先生、今度こそ、倒させて頂きます。イドとの契けい約やくを果たす為に」

「君には僕を倒せない。わかっているんじゃないか？」

「ええ。私には貴方あなたを倒せません。先生との力の差は自明です。でも、先生？　先生は、あの子達を倒せますか？」

　そう言って、石丸矢ノ歌は階下にいる女生徒達を指さした。

「彼女達は本気で先生を殺しに行きますよ。先生を倒せば、イドが本物の愛を手に入れる方法を教えてくれるんです」

　女生徒達は皆白目を剝むいて、体を大きく揺ゆらしながら、かろうじて立っているようだった。自分の意識は既すでに奪うばわれていて、ただ「秋津安芸を殺せ」という命令に従っているだけなのだろう。その明確な殺意だけはヒシヒシと伝わる。そんなに「本物の愛」とやらが欲しいのか？

　黙だまっていれば簡単に殺されるだろう。しかしまともに応戦して、彼女達を傷つける訳にもいかない。仮にも教え子だし、それに年若い女の子なのだから。こういう戦せん闘とうは好きじゃない。特に好きな戦闘があるわけでも無いが。

　僕は階上に気の抜ぬけた返事をした。

「愛に本物や偽にせ物ものがあるのも今初めて知ったけど、その前に「愛」とやらの定義をしてくれないか」

「先生と議論するつもりはありません。さあ、みんな！　行きなさい！」

　動物的な雄お叫たけびを上げながら女生徒達がこちらに向かって歩いてくる。各自、得物を持ち上げたり振り回したりしている。

　僕は少しずつ下がりながら香音に指示を出す。

「香音、武器を使うな。彼女達を傷つけるのは無しだ」

「行動判断精度が14％落ちます」

「仕方ないね。人命優先だ」

　間近に迫せまっていた大おお柄がらな女の子が構えていたモップを振り下ろした。僕はギリギリの間合いで横に躱かわす。

　ドガンッ

　モップは僕が立っていた場所を越こえて壁かべに激げき突とつ。壁が陥かん没ぼつしている。

「暗示で、筋力のリミッター切ってるな……。無む茶ちやな事を」

　図書館を見み渡わたし、行動計画を練る。

　また修復スタッフに文句を言われるな、と思いながら書しよ棚だなに向かって走り出した。香音がついてくる。

「香音！　足場作れ！」

　一いつ瞬しゆんで香音は僕を追い抜いて急停止、振り返って膝ひざを固定する。僕は香音の膝に右足をかけ、床ゆかを蹴けった左足を更さらに香音の肩かたに載のせ、勢いをつけて書棚に飛び乗った。

　そのまま姿勢を下げて書棚の天板にチョークで簡易的な魔ま法ほう陣じんを記す。そして二つ先の書棚まで天板の上を走り、そこにも印を付ける。女生徒が五人、足あし下もとまで走って来ていた。

「《局所引力▽起点[image: ]指定点Ⅰ：終点[image: ]指定点Ⅱ》」

　魔法陣が青白く輝かがやき、印を付けた二つの本ほん棚だなが、お互たがいを引き寄せるようにスライドを始める。間に書棚が一個あるので、どちらの書棚もドアが閉まるように回転し、追ってきた彼女達の道を塞ふさいだ。

　攻こう撃げき出来ない以上、基本的には閉じこめるしかない。しかし数が多かった。書棚から飛び降りると、通路の先にナイフを持った女の子が三人、立っていた。そして手にしたナイフをこちらに投げる。僕は急いで呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《物体浮ふ遊ゆう▽範はん囲い指定[image: ]１メートル：分類[image: ]本ビブリオ：移動方向[image: ]自動制せい御ぎよ》！」

　瞬しゆん時じに側にあった本棚から十数冊の本が飛び出し、僕と彼女達の中間の空中で静止する。三本のナイフはザクザクと本の壁に刺ささる。

　僕は前方に走り、空中に浮ういている本をまとめて蹴け飛とばした。本はナイフを投げた女の子達めがけて飛んでいく。彼女達は操られて動いているとはいえ、本能的に本を避よけた。その隙すきに走り抜ける。

「逃にげてばかりでは張り合いがありませんよっ！」

　上から石丸矢ノ歌の楽しげな叫びが響ひびく。楽しげだが、ヒステリックで、熱に浮かされたような声だ。彼女は彼女で、イドの力に魅みせられて自分を見失っているのだろう。





57　秋津先生は頑がん張ばっていたが、やがて壁かべ際ぎわに追いつめられはじめた。






　私は、縛しばられている訳でも無いのに、椅子に座ったまま身動き一つ取れずにいた。魔ま術じゆつ的な拘こう束そくをされているようだ。

　動かすことの出来ない体をもどかしく思いながら、一階を見つめていた。隣となりでは、イドがニヤニヤと笑いながら、柵から身を乗り出しているやっかに話しかけていた。

「なかなか頑張るねえ。君の部下達は」

「もちろんです。それに部下ではありません。みんな私の友達です」

「そうかい。そうだったね」

　やっかは階下の女生徒達に次々と命令を出した。包ほう囲い網もうは完成していた。

　秋津先生は壁を背にして、周りを睨にらみ付けていた。五人の女生徒が、ゆっくり近づいて行く。先生の手元には壁にすべき書棚も本も、もう与あたえられてはいなかった。

　やっかはヒステリックな笑え顔がおで、階下に叫さけんだ。

「秋津先生！　先生の授業、楽しかったですよ！」

「そりゃどうも！」

　ヤケクソ気味な返事。それでも先生は、徐じよ々じよに輪を狭せばめている女生徒達を睨み続けていた。

　イドが、私の耳に顔を近づけて囁ささやいた。多分、やっかに聞こえないようにしている。

「何をしようとしているか、わかるかい？」

　返事するのも嫌いやだったが、黙ってるのも腹立たしいので答えた。

「男の子一人を、女の子五人でリンチしようとしてるんでしょ」

「違ちがう違ちがう！　全然分かってない！」

　イドは楽しそうに否定し、そしてこう言った。

「距きよ離りを測っているんだ。秋津先生はね」

　え？　と私がイドの方を向いた時、やっかが最後の号令を発した。

「さあ、秋津先生を倒たおしなさい！」

　と、全く同じタイミングで秋津先生も叫んだ。

「ジェシカ！　《蒼マーレ》の権限により緊きん急きゆう起動！　バッチプログラム『マンハッタン』を図書館一階に即そく時じ実行！」

　即そく座ざにジェシカの声が図書館内に響いた。

『命令を受理しました。バッチプログラム『マンハッタン』を起動します』

　瞬しゆん間かん、図書館の天てん井じようから幾いく筋もの光が床ゆかに向かって照射された。まぶしさに一瞬目をつぶる。




　ゆっくり目を開けると、眼下に、巨きよ大だいな青い光の円えん環かんが、いくつも浮かんでいた。




　全部で五つ。よく見ると、円環は細かい文字の集合で出来ていた。なんの文字かはわからない。それが地面から１メートルほどの所に浮かび、ゆっくりと回転している。

「これは……」

　思わずつぶやくと、イドが答えた。

「魔ま法ほう陣じんだよ。範囲術式の為ためのね。巨大な魔法陣を描えがくのは精度の問題で非常に難しいんだ。ホログラフィックシステムをハックして正確な魔法陣を瞬時に描くなんて、やるねえ。さすが秋津先生」

　そう言って冷たく笑う。

「こうでなくちゃ、張り合いが無いよね」

　どの魔法陣も、中心には女生徒の集団が立っていた。

　真ん中の一番大きな円環の中には、秋津先生を追いつめていた女生徒達がすっぽり収まっている。

「な……、なんなの！　これは！」

　やっかが叫ぶ。一階の女生徒達も突とつ然ぜん降り注いだ光線にとまどっていた。

　その隙を突ついて秋津先生が叫んだ。





58　「香音！　《儀ぎ式しき術式：：蔦つた縫ぬい▼付ふ与よ効果[image: ]スタン：段階レヴエル[image: ]最大◇全域指定》！」






　香音は宙に浮かぶ円環に両手を当てながら答えた。

《指定範囲が大きすぎます。現状の稼か動どう限界指定値では……》

「《◇制リミ限ツト解・ブ除レイク！》」

《稼動限界制限解除を受理しました。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

　上からうろたえる声が聞こえる。

「逃にげるふりをして、誘ゆう導どうしていたというの!?」

「逃げる？　誰だれが？」

「な、なにをしているの！　みんな、早くその輪から」

　しかし遅おそい。

「《蔦縫い◇発ウル動トウガ》！」

　瞬時に全すべての円環の光が増す。同時に、陣の中の床ゆかから緑色の蔦がニョキニョキと生え出し生徒達の足に絡みつく。彼女らは本能的にそれを外すために蔦を殴なぐりつける。と、その瞬間、体の中を電撃が走ったように背筋をビクッと痙攣させ、床ゆかに突っ伏ぷす。気絶してるだけで命に別状は無い。

　周囲を見み渡わたす。一階で術から漏もれた生徒はいない。次は二階だ。




　ドサッ




　香音が崩くずれ落ちる。体をビクビク震ふるわせ、恍こう惚こつとした表情で天井を見上げている。声が漏れる。

「《出力制限を……超こえた術行使により……はぁっ……活動限界値に……達し……んんっ……ました。自動的に……機能維い持じ状態に……遷せん移いし……ま……す》」

　当分香音は役に立たない。僕は倒れた本ほん棚だなを足場に螺ら旋せん階段の途と中ちゆうに飛び乗り、そのまま二階に駆かけ上がった。





59　秋津先生が登って来た時、私は泣きそうになるのを必死に堪こらえていた。






　やっかがイドを守るように前に立つが、秋津先生はやっかを見もせずに、イドを睨にらみ付けていた。イドは秋津先生に深々とお辞じ儀ぎをして、口を開いた。

「秋津先生。今回の趣しゆ向こう、いかがでしたか？　なかなかのものだと思うんですけどね。彼女達は傷ついた心を癒いやす事が出来る。だって好きな殿との方がたと好きなだけ同じ時間を過ごせるんですよ。これは人助けって奴やつですよね」

「男の方は意識を乗っ取られた上に、承しよう諾だくも無しに彼女達から《可能性ルウキス》を吸い取られている。しかも何をされてるのかにも気づかず、魔ま術じゆつで上乗せされたかりそめの精神力で生活している。これは詐さ欺ぎで、かつ拷ごう問もんだ」

「ボランティアの一種と考えてみては？　乙女おとめの思いを受け止める事は出来なくても、相手をしてあげるくらいいいじゃないですか」

　そう言いながらクククと笑っている。ジョークのつもりか？　さっぱり面おも白しろくない。

「お前らしい悪あく趣しゆ味みさだな」

「お褒ほめにあずかり光栄ですね。私は彼女達の真しん摯しな思いに胸を打たれただけで……」

　私は、その言葉にもう我が慢まんできず、思わず叫さけんだ。

「ふざけるなっ!!」

　秋津先生が驚おどろいて私を見る。イドは秋津先生から視線を外し、私を見た。

「なにが『ふざけるな』なのかな？　播機遙さん？」

「お前は彼女達をおもちゃのようにして遊んでるだけじゃないか。胸を打たれた？　笑わせるな！」

　頭の中は怒いかりに満ちていた。腹の立つ事に相手はただニヤニヤ笑っているだけだった。

　私は怒ど鳴なりつけた。

「彼女達を解放しろ!!」

「何故なぜ？　彼女たちはそんな事望んで無いよ」

　イドはやっかの肩かたに手をかけた。やっかは目を逸そらして私を見ない。

「さっきの話を聞いていただろう？　私がやっている事はいわば人助けなのさ。悲しみにくれる少女達の絶望を埋うめてあげているんだ。彼女たちの幸せそうな顔を見ただろう？」

「うるさいっ!!　これ以上つまらない事言ったら……」

「なんだい？」

「……殴なぐる」

「『殴る』？」

　生まれて初めて聞いたかのように聞き返された。魔ま術じゆつ師しとやらは殴り合いの喧けん嘩かをしない生き物なのだろうか。

　もちろん私だって、人を殴った事なんて一度も無い。けれど、私は、この男を、せめて一発殴ってやらなければ気が済まなかった。それでなにがどうなるとか、そういう事は全く考えていなかった。どうでもよかった。そんな事は。

「何故、君が、私を、殴るのかな？　理由が無いよね」

　イドは、余よ裕ゆうたっぷりに、嚙かんで含ふくめるように言った。その喋しやべり方すら腹立たしい。

　出来るだけ冷静に思考を進めているつもりだが、体は既すでに湯気が出そうな程ほど怒りに満ちていた。手は小刻みに震え始めていた。もちろん恐きよう怖ふなどではない。

「理由？」

　今度は私が聞き返した。イドは苦く笑しようを堪こらえていた。私を脅きよう威いとして全く感じていないのだ。

「そうだよ。君には私を殴る理由が無い」

　その瞬しゆん間かん、私の中の何かが切れた。私は叫ぶ。

「そんなもんいるかああああ！」

　腕うでを縛しばり付けている椅い子すが揺ゆれる。

「私があんたを許さないのはっ！　あんたが、私の親友の心に土足で入り込んだからだ！　《血族クラン》も《鴉ノツクス》も知ったことか！　私は！　今！　ここで！　あんたを叩たたきのめすっ！」

　私のあまりの剣けん幕まくに、イドもさすがに表情が引きつった。しかし余裕を失ったようには全く見えない。楽しそうに聞き返す。

「ただの人間が、私を倒たおせると本気で思っているのかい？」

　私はキッとイドを睨み付けた。そして、ゆっくりと言葉を重ねた。




　……その言葉は自然に出てきた。昨日の記き憶おくを再生しただけなのか、それとも太古より受け継つがれた《紅オストラム》の血が喋らせたのかは、わからない。その時、私は、自分が何者であるかを、心の底で理解したのだった。




「我らは《論理魔術師》。我らはこの世果つる時が来るまで、人間と共に歩きそれを守る者。貴様を倒して、みんなを助けるっ！」




　一いつ瞬しゆん、目をパチクリしていたイドは、手を叩いて喜んでいた。

「魔術師だって!?　楽しい冗じよう談だんだね！　秋津先生、情報統制がなってないよ。こんなか弱い女生徒にやすやすと世界の秘密を教えちゃいけない」

　イドは手を下ろすと、また私に笑いかけた。

「さて播機さん、どうやって私を倒すのかな？　試ためしに『殴る』とやらをしてみる？」

　そう言って、イドは右手の指をパチンと弾はじいた。その途と端たん、私を縛いましめていた魔術的拘こう束そくが解かれた。

　私は弾かれるように椅子から飛び出し、イドに向かって一直線に走り出した。人を殴った事なんて生まれてこの方一度だって無いけれど、やってやる。そう決心して右手を振ふり上げ……




　そのまま、動けなくなる。魔ま術じゆつ的な力ではない。物もの凄すごい力で、背後から羽は交がい締じめにされたのだ。

　イドは、私の背後を指で示した。

「君の言う『みんな』の中には、そこにいる宮原美奈さんも入っているのかな？　彼女は、そっとしておいてくれと言っているようだよ？」

「そうよ遙。私の事は放っておいて」

　耳のすぐそばから囁ささやくように聞こえた声は、聞き慣れた親友の声だった。思考が一瞬止まり、一瞬後に怒ど気きが更さらに高まる。

「貴様ああ！　美奈になにをしたああ!!」

「それは誤解だ。なにもしてないよ。彼女は単に今の状じよう況きようから抜ぬけるのが嫌いやなだけなのさ」

　首をひねって美奈を見る。彼女は笑え顔がおだった。そして嬉うれしそうに言った。

「遙。私は今幸せよ。それに、もっと大きな幸せがもうすぐ来るの」

「……幸せ？」

「そう。秋津先生を倒せば、葉山先生が本当に私の事を愛してくれる魔術を、イドが教えてくれるの。だから、その邪じや魔まをしないで欲しいの」

　……ようやく私は理性を取り戻もどした。

　イドに殴なぐりかかるべく全身に込めていた力が抜けていく。足に力を入れる事が出来ず、ひざが折れた。が、美奈が私を両りよう腕うでのつけ根から抱かかえ込んでいるので、そのままぶら下がる。腕は、肘ひじから先しか動かない。

　私はうつむいた。既に戦意は喪そう失しつしていた。

　でも、それでもなお、やっかや美奈をそのままにしておく訳にはいかなかった。

　私は、絞しぼり出すように、つぶやいた。

「もうやめようよ……やっか……」





60　播機さんの悲痛なつぶやきが図書館に響ひびいた。






「ねえ、やっか。もうやめて。おかしいよ。魔術で人の心を書き換えて、それで結ばれて、本当に嬉しいの？　違ちがうでしょ？　本当はそんな事したくないんだよね？」

　下を向いた播機さんの肩かたが震ふるえている。泣いているのかもしれない。

　石丸矢ノ歌は、彼女から顔をそらせたまま、答えない。僕は彼女に聞いた。

「それが君の望みなのかい、石丸さん。人の心を自由に制せい御ぎよする方法を、イドは教えると言っているのか？」

「あなたさえ……倒せば……。私だけを、愛してくれるように、してくれるって……」

「君はイドに騙だまされている。論理魔術はそんなに便利なものじゃない。人の心を本当に書かき換かえる事なんて、そんなスペシャルな事は、魔術なんかじゃ実現出来ない」

　石丸の肩がビクッと震える。僕はたたみかけるように言った。

「本当は分かっているんだろう？　君は論理魔術について下にいた生徒達よりも多くの事をイドから学んでいる筈はずだ。論理魔術は概がい念ねんを変へん換かんする技術。しかし有機体には非常にかかりにくい。しかも、精神は更にやっかいなんだ」

「わかってるわよっ!!」

　石丸はこちらを向き、僕の言葉を遮さえぎって叫さけんだ。目から涙なみだが流れていた。

「わかってる……、強力な術を使っても、暗示をかけるのがせいぜい……その暗示だって、いつか必ず切れる……」

「その通りだ。それに、君が今持っている恋れん愛あい感情だって暗示によって作られたものかもしれない。イドにとっては心理誘ゆう導どうなんて魔術以前の技術だ。石丸さん、君はありもしない恋愛感情をイドに上書きされているだけかも──」

「違うっ!!」

　石丸矢ノ歌は両手で頭を抱え、激しく左右に振った。短い髪かみが揺ゆれる。

「この気持ちは、まやかしなんかじゃない！　私は、あの人を、愛してるっ！」

　ヒステリックな叫び。危険な精神状態と言えた。彼女は涙を流しながら誰だれにともなく訴うつたえた。

「でも……もう、わからなくなった……なにもかも……あやふやで……この思いも、……もしかしたら……って、思ったら……もう……」

　彼女は頭を振るのをやめ、立ち尽つくした。顔を手で覆おおい、つぶやいた。

「叶かなうなら、全部、忘れさせて欲しい……。これまでの事も、私がした事も、私の中にあるこの思いも……」

　図書館に彼女の嗚お咽えつが響く。

「魔術が……、魔術が、存在するなんて、知らなければ良かった……。あの人の愛を、私の物に出来るかも、しれないなんて、知らなければ良かった……。……全すべて、忘れてしまいたい。……あの人を、愛していた事さえも……みんな……」




　沈ちん黙もく。




　石丸はその場で座り込んだ。イドはニヤニヤ笑っている。




　……播機さんの呟つぶやきが、その静せい寂じやくを破った。




「……やっか。今、『忘れてしまいたい』って、言ったよね？」





61　私は視線だけ先生に向けながら心の中で願った。お願い先生、気づいて!!




62　播機さんの視線を受けてすぐ、僕はイドに向かって走り出した。






　最初の一歩の踏ふみ込みを少しだけ、ほんの少しだけ、深くする。少しだけ足音が強調される。イドは優ゆう秀しゆうであるがゆえに、この違い和わ感かんに気づく筈。もう一歩進む。

　予測どおりイドは気づいた。こちらに視線を送り、一いつ瞬しゆん、彼女から注意がそれる。

　僕はまっすぐイドに向かって走りながら、そのまま目を閉じた。





63　私は右手を肘だけ回して、首に下げているペンダントを握にぎり締しめた。






　そしてその鎖くさりを、渾こん身しんの力を込めて引っ張った。




　ピシッ




　乾かわいた音を立てて鎖がちぎれ、ペンダントが空中に四散する。まるでスローモーションを見ているかのように、ゆっくりと破は片へんが飛び散るのを見ながら、私は心を落ち着かせる。

　大だい丈じよう夫ぶ。出来る。覚えている。私は何も忘れない。それが、私の特技なのだから。

　飛び散る破片の一つに焦しよう点てんを合わせ、叫んだ。秋津先生が言った通りに。寸分の違ちがい無く。

「《速攻インス術式タント◆切れ端はしは小鳥に》！」

　呪じゆ文もんを紡つむいだ途と端たん、私の右手から赤い光の泡あわがわき出した。それらは瞬しゆん時じに無数の魔ま法ほう陣じんとなって周囲に飛び出す。鎖の欠片かけらがそれを通過し小さな鳥に姿を変える。小鳥たちは羽根を羽ばたかせて飛び上がろうとする。しかしそれは重要ではない。私はぎゅっと目をつぶり、更さらに大きな声で叫んだ。

「《速攻インス術式タント◆鳥は光に》！」

　その瞬しゆん間かん、あたりは強きよう烈れつな光に包まれた。





64　光がまぶたを通して入り込んでくる。播機さんの術が成功したのだ。






「なんだこれは！」

　声を上げたイドめがけて、僕は目を閉じたまま、右手をフルスイングさせる。




　ゴッ




　なかなかいい入り方をした。

「クッ」

　小さなうめきの後、ドサッと音がした。

　光源を見ないように薄うす目めを開ける。イドが膝ひざをついてうずくまっていた。顔をゆがめている。

　僕は奴やつを見下ろして言った。

「まあ、播機さんがやるまでも無いから、代理でね。イド、殴なぐられるのは痛いか？」





65　突とつ然ぜんの明るさに驚おどろいて美奈の拘こう束そくがゆるんだ。






　私は腕うでを振ふりほどいて、座り込んだままのやっかに駆かけ寄った。

　両手でやっかの肩かたに触ふれる。ペンダントを引きちぎった時に傷を付けたらしく、私の左手の甲こうから血が一筋流れていた。痛みは感じない。大丈夫だ。この程度の傷。やっかや、他ほかの子達が負った、あるいはこれから負うだろう傷に比べれば、なんでもない。

　私は心の中で「大丈夫だ」と繰くり返した。そうでないと、これから自分がやろうとしている事に心が耐たえられそうに無かった。

　私はやっかの肩をぎゅうっと摑つかんだ。そして繰り返した。

「やっか、今、『忘れてしまいたい』って、言ったよね？」

　泣きじゃくるやっかは、ようやく私の顔を見た。

「……はる、ちゃん？」

　その声は、普ふ段だんのやっかだった。私の、大切な友達の、やっかだった。

　理り屈くつはわからないが相手の同意が必要なのだ、多分。

　私はゆっくりと、真しん剣けんに、もう一度聞いた。

「言ったよね？」

　私はやさしく彼女の名を呼んだ。

「やっか」

　その時、何かに取り憑つかれていたかのようなやっかの瞳ひとみが、元の彼女のそれに戻もどったように見えた。

　彼女は答えた。私が求める言葉を。

「……うん」

　一いつ瞬しゆん目を閉じて考える。私がこれからする事は許される事なのだろうか？　直感的にはＮＯだ。でも、今、やるしかない。私は、なにを犠ぎ牲せいにしても、それがやっかの思い自体だとしたって、これ以上彼女の心を他人に踏ふみ躙にじらせたくはないのだ。

　その時、私は思った。この状じよう況きようになって思いついた。後で秋津先生に聞いてみよう。あの人にならば、私の行動をどう評価されても構わない。たとえやってはいけない事だったと言われても、素す直なおに反省出来そうだった。なんでだか、そんな気がした。

　目を開ける。やっかを、私の友達を、私を絶望から救ってくれたかけがえの無い親友を、真正面から見つめた。今度は私の番だ。

　私は、小さく息を吸い、ゆっくりと言葉を紡いだ。




「《その言トウス・葉を契アウラ・約とするネヴアル》」




　赤い光が、私とやっかを包み込んだ。

　私は、やっかの顔をずっと見ていた。やっかも、私を見ていた。

　私が何をしたのか彼女が分かる筈はずが無い。でも、その瞳は、とても哀かなしそうに見えた。

　やっかは少しずつまぶたを閉じようとしていた。私は彼女の細い体を精せい一いつ杯ぱい抱だきしめた。やっかも、それに応こたえて私を抱だきしめた。息が苦しくなるほど強い抱ほう擁ようだった。そして、そのままやっかは気を失った。

　首筋で、やっかが最後に流した涙なみだを感じた。





66　播機さんが《約束》を終えるのを僕は眺ながめていた。






「ずいぶん、変わった目で、彼女を見るんですね。秋津先生？」

　振り向くとイドがこちらを見ていた。奴は続けた。

「そうか、彼女が《紅オストラム》だったとはね。秋津先生と会えただけでも僥ぎよう倖こうだってのに、もう一つ面おも白しろいおもちゃをプレゼントされた気分ですよ」

　奴の顔がイヤミにクックッと笑う。

「私が今、何を考えているか、わかりますか？」

「分かりたくもないね」

「簡単ですよ。彼女に、あの子と同じ結末を与あたえたらどうなるかな、とね」

「！」

　イドはゆっくりと播機さんに近づこうとした。僕は反射的に叫さけんでいた。

「香音！　《緊きん急きゆう防ぼう御ぎよ▼対象[image: ]《紅オストラム》◆最優先指定》!!」

　一階の床ゆかに転がっていた香音が、跳はねるように飛び上がり、三回のジャンプの末に播機さんとイドの間に降り立ち、両手を広げた。

　……しかし、それだけだ。イドに対たい抗こうするだけの出力が、香音には、もう、ない。

　イドは黙だまって右手を伸のばして香音の首を摑み、持ち上げ、そしてゆっくりと絞しめた。嫌いやなきしみが聞こえた。

　香音は体をだらんと垂らして、ただ、されるがままだった。

　イドは首だけ捻ひねって僕を見た。

　僕はイドではなく、香音を凝ぎよう視ししていた。

「秋津先生、がっかりですよ。こんな物を壁かべにするくらいしか無いんですか？　もうネタ切れ？　もう少し私を楽しませて下さいよ。そうじゃなきゃ、わざわざ戻ってきた甲か斐いが無い」

　イドは、更さらに指に力を込め、香音の首を絞め上げる。

　僕はイドではなく、香音を凝視していた。

　イドはこちらを見ている。だから僕が見ている物が見えていない。

　僕は、意味不明な事象を、見ていた。

　香音の後ろで播機さんが立ち上がっていた。

　彼女は飛びかかるような勢いで、イドが首を絞めている香音の側まで走り、そして、




　そして、彼女の携帯電話を香音の耳に押し当てたのだった。





67　その少し前、私のポケットから聞き慣れた着メロが流れ出した。






　それはいつどんなとき、たとえどのような状況であろうとも、二フレーズ以内に出なければいけない着信メロディだった。だから私はやっかを抱きしめたまま、反射的に携けい帯たいをポケットから取り出して通話ボタンを押した。




「……仄香？」

『お姉ちゃん、何が起きてるのかは把は握あくしてるわ。時間がないから、私の言う通りにして。いい？』

　真しん剣けんな声が携帯から響ひびく。この異常な事態において私は直感的に悟さとった。間ま違ちがいない。この子も、論理魔ま術じゆつ師しなのだ。

「……わかった」

『今持ってるその携帯電話を、このまま笠木さんの耳に押し当てて。押し当てたら『＃シヤープ』を押すの。いい？　私を信じて』

「……いつだって、あんたを信じてる」

『愛してるよ、お姉ちゃん』

　それだけの会話で良かった。私はダッシュで笠木さんの元にたどり着き、携帯を笠木さんの耳に押し当てて『＃』を押した。





68　姉がプッシュしたタイミングをキャッチして、私は緊きん急きゆうバッチプログラムを強制送信した。携帯電話経由でコードが《人形ドール》に転送される。




69　その直後、香音の体が、まるで全身に電流が走ったかのように反り返った。






　そして、香音は、エネルギーが切れていて動くはずの無い左手をゆっくりと持ち上げ、彼女の首を絞めていたイドの右みぎ腕うでをむんずと摑つかんだ。

「なっ!?」

　イドが驚おどろいて声を上げ、手を振ふりほどこうとする。しかし、食い込んだ香音の腕うでは離はなれない。香音はイドから目をそらさずに言った。

《再充じゆう塡てん完かん了りよう。魔術師メイガスよ、命令を》

　僕は何が起きたのか上手うまく把握出来ずにいた。しかし、これは最後のチャンスだった。

　走って香音の後ろに立ち、彼女の肩かたに手を置いた。

「受け取れ。香音」

　意識を集中し、僕の中の《可能性ルウキス》を直接香音に送り込む。僕の手から放出される《可能性ルウキス》が幾いく筋もの青い稲いな光びかりとなって、香音の体の表面を駆かけ巡めぐる。注入される《可能性ルウキス》に反応して、香音の体が小刻みに震ふるえた。

　香音の体全体が、体内の《可能性ルウキス》の残量が一気に上じよう昇しようした為ために淡あわく青く光りだす。漏もれ出るエネルギーが風を起こし、香音のセーラー服をはためかせる。

　僕はイドから目を逸そらさずに、最後の呪じゆ文もんを紡つむいだ。

「《雷いかずちの槍やり▼段階レヴエル[image: ]Ⅱ：対象[image: ]イド：照準[image: ]接せつ触しよく対象》」

　香音はイドの顔面に向けて右手を掲かかげた。魔ま法ほう陣じんが空中にいくつも浮うかび上がり、掲げた右腕に連なった。魔法陣が発する青の光が香音の瞳ひとみに映り込み、まるで怒いかりに燃えているように見えた。

《雷の槍射出準備完かん了りよう。チャージ済み。魔術師メイガスよ、許デイ可・ウをドス》

　イドの顔が引きつる。慌あわてて対たい抗こう魔ま術じゆつを紡ごうとした。

「こ、《理ことわりの壁かべ▽段階レヴエル[image: ]──」

　しかし、遅おそい。

「香音、手を離せ！」

　イドの拘こう束そくが解かれる。しかし逃にげる暇ひまなど与あたえない。

「《雷の槍◇発ウル動トウガ！》」

　香音の右腕に何十本もの稲妻が走り、弾けるように四方に放出された。空中をうねるように舞ったそれは、急速に一つの束にまとまり、そして一直線にイドの顔面に直撃した。




　爆発。




[image: ]

「グワアアアアッ！！！」

　大きな叫びと共に、イドが後方に吹っ飛び、書しよ棚だなに激げき突とつする。倒とう壊かいする書棚。煙けむりが舞まう。そして沈ちん黙もく。

　僕は壊こわれた書棚に近づく。イドが仰あお向むけに倒たおれていた。うめいている。意識はあるようだ。

　苦痛にゆがめた顔を左手で覆おおっている。指の隙すき間まからただれた皮ひ膚ふが見える。至近距きよ離りからの攻こう撃げきだったから、物理的ダメージも相当のものの筈はずだ。

　右手は、変な方向に曲がって、背中に隠かくれていた。折れているかもしれない。

　イドは痛みに襲おそわれながら、それでも顔をゆがめて僕に力無げに笑ってみせた。そして、とぎれとぎれに喋しやべった。

「なぜ、トドメ、を、刺ささないのですか。秋津、先生。殺せた、筈、だ。私、を」

「……簡単に死んでもらっては困る。イド、《島》に戻もどって罰ばつを受けろ。そして罪を償つぐなうんだ」

「甘い、甘い、よ、秋津、先生。ここで、私を、殺さな、かった、事、を、きっと、後こう、悔かい、する、よ……」

　イドの声が、徐じよ々じよに小さくなっていく。目も閉じようとしている。身体ダメージが限界点を突とつ破ぱして、気絶しようとしているのだろう。

　イドは最期にもう一言、喋ろうとしていた。

「それ、に……」

　絞しぼり出すような、ささやくような声だった。僕はイドに顔を近づけて聞いた。

「それに、なんだ？」

　するとイドは閉じかけていた目をパッと開いて、唇くちびるをニヤリと醜みにくくゆがめた。

「！」

　イドは楽しそうに話しかけた。

「それに、《島》はとても退たい屈くつなんだ。あんたも行ってみればわかるよ。兄さん？」

「貴様っ!!」

　イドは一気に呪文を紡いだ。

「《空間転移▽指定座標[image: ]２Ｉ》！」

　しまった！

「香音！　拘束しろ！」

「遅い！　《空間転移◇発動》！」




　閃せん光こうが視界の中で爆発する。




　眩まぶしさに思わず目を逸らす。そしてもう一度振り向くと、そこにはイドはいなかった。

　イドのいた場所には、魔法陣──空間転移に必要な印──が、血で描えがかれていた。背中に回されていた右手は、これを描かいていたのだ。

　僕は小さく息をする。逃げられた。完全に僕のミスだ。油断していた。クソッ。




　ガタンッ、ゴロッ




　香音が、今度こそ動力が底を突つき、糸が切れた人形のように床ゆかに転がった。目を閉じて横たわっている。眠ねむっているようにも見えた。

「せ……ん、せい」

　播機さんがふらふらと近づいてきた。バランスを崩くずして倒れそうになるのを、僕は抱だきとめた。

「怪け我がしてないかい？」

「は……い」

　意識を切り替かえよう。とりあえず今回の件はこれで終わりだ。次は必ず捕つかまえる。必ず。

「ごめんね。怖こわい思いをさせちゃったね。もう、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　僕は、体重を僕に預けている播機さんを起こそうとした。

　と、その時、鋭するどい叫さけびが周囲に響ひびいた。

「なんで放っておいてくれなかったのよっ!!」

　播機さんが僕の胸の中でビクッと震ふるえた。その叫び声は宮原美奈のものだった。

「なんで、なんで……」

　宮原はつぶやきながら僕の前に立った。播機さんは顔を上げない。

　僕は表情を消して言った。

「あのまま、君達が彼らを拘こう束そくしていたら、彼らはいずれ死んでしまっていた」

「……だって、私は彼を愛していたもの！」

　会話が嚙かみ合わない。困ったな。後で記き憶おく封ふう鎖さするから、ここで説得する必要も無いのだが、それでは体を張って石丸矢ノ歌を止めた播機さんにちょっと申し訳ない。

　僕はもう少しだけ説得する事にした。

「それに、君達が術を使った分だけ、君達自身の《可能性ルウキス》が失われる。君達の持つ貴重な《可能性ルウキス》を《鴉ノツクス》に渡わたす必要なんか無いんだ。それだけじゃない。その力は人類が進化する為ための力でもあって──」

「そんな事、私には関係無いっ!!　私は、彼を愛したいだけなのよ！」

　その言葉を聞いた途と端たん、僕の中の何かが切れた。修練が足りないと思うときはこういう時だ。

「……驕おごるなよ、人間」

　宮原美奈は、僕の発する言葉の強さに思わず体を引いた。僕の口は勝手に動いた。

「君には関係ある。そりゃあ、人類が滅ほろびるのがたかだか数百年早まるだけの事かもしれない。だが、我々は、我々論理魔ま術じゆつ師しは、ただそれを守る為だけに、今この時を生きている。我々だけじゃない。君達だって本当は同じ宿命を背負っているんだ」

　こんな事、彼女に言ってもなんの意味もない。なにを言われてるのかも分からないだろう。でも僕は、喋しやべり続ける事しか出来なかった。

「人間は忘れてしまったのかもしれないが、我々は決して忘れない。それが、七つの《血族クラン》と人間が交かわした、古き時代より生き続けている盟約だからだ！」

「安芸、もういい」

　肩かたに手が置かれた。振ふり返るとタバコをくわえた姉さんが立っている。

　僕は冷静さを取り戻もどした。前を見ると、宮原美奈が泣き崩れていた。僕の剣けん幕まくにおびえてしまったようだ。しまった。悪い事をした。

「あ……」

「大丈夫だ。彼女達はこちらで対応する。下の子達も眠らせただけだろう？　後は我々に任せておけ」

「……お願いします」

　姉さんが無言で手を振ると、《血族クラン》のスタッフが続々と図書館の中に入ってきた。

　僕は姉さんに尋たずねた。

「いつから見てました？」

「中に入ったのはついさっき。大体の動きは外から《追跡トレース》出来てたがな」

「そうですか……」

「しかし、あれは驚おどろいたぞ、安芸。どんな手品を使って香音を再起動させたんだ？」

「ああ、それは僕じゃないんです」

「なに？」

「でもまあ、心当たりはあります」

　僕は床ゆかに落ちていた携けい帯たい電でん話わを拾い上げた。しかし、携帯電話はショートしたかのように焦こげて壊こわれていた。これはもう使えない。僕は天てん井じようを向いて言った。

「でも、聞こえてるんでしょ？」

「おい安芸、何を言っている」

『ええ、聞こえています』

　天井についたレンズがこちらに回転し、ジェシカの映像が目の前に投射された。僕は尋ねる。

「君が、仄香さんだね」

『お初にお目にかかります。《蒼マーレ》の魔ま術じゆつ師し殿どの』

　映像が答える。いつものジェシカの口調と微び妙みように違ちがっていた。

「おいジェシカ、なんの冗じよう談だんだ」

　姉さんはまだ状じよう況きようを吞のみ込めて無いらしい。映像は姉さんの方を向き、お辞じ儀ぎした。

『仄香と申します、周藤理事長。ジェシカさんの格好をお借りしてすみません。どうぞお見知りおきを』

「……ジェシカシステムをハッキングしただと!?　そんな事、出来る訳が!!」

　姉さんはタバコをくわえたまま片手で頭をかきむしった。

『プログラムが得意なもので。セキュリティホールと侵しん入にゆう方法については、後でレポートを送付します』

「ただのハッカーに出来るような芸当じゃない！　ジェシカシステムは単なるフレームワークじゃ無いんだ。論理魔ま術じゆつの素養の無い人間にはアクセスすら出来る筈はずが……!!」

　そこまでわめいてから姉さんは動きを止めた。唇くちびるからタバコがこぼれ落ちる。

「……仄香、だと？　まさか……」

　映像は微笑ほほえんでいる。代わりに僕が答えた。

「そうです。彼女は播機仄香さん。播機遙さんの妹です。そして」

　目の前の映像を見る。

「そして、二人目の《紅オストラム》だ。しかも、姉よりもずっと早くから魔術師として覚かく醒せいしている」

「……《完結したフオル・円環キアカル》はなにをやってたんだ。今日まで見つけられなかったなんて」

　姉さんが悔くやしがる。映像は、ちょっと悲しそうに笑った。

『覚醒と同時に、私は精神的な問題で、家から外に出られなくなりました。世界から見て、私は存在しないも同然なんです』

「でも、君は僕の窮きゆう地ちを救ってくれた」

　僕の言葉に、映像はにっこり笑って答えた。

『お間ま違ちがいなきよう。先生の窮地ではなく、姉の窮地を救おうとしたのです』

「……ああそう」

『長年使用されている《人形ドール》は、設計上の特性から、構成部品全体に動力源がわずかに残った状態で稼か動どうしています。それらをかき集めて、一時的に機動力を復活させるバッチプログラムを送信しました。まあ、二回使える技わざではありませんが』

「すごい技術力だね。助かったよ」

『繰くり返し言いますが、秋津先生、あなたを守ったわけではありません。というか、むしろあなたは余計です』

「……？」

『正直に言えば、姉の周りに男の影かげがあると想像するだけで、もう意識がどうにかなってしまいそうです。今すぐあらゆる手段を用いて足のつかない武器か人間を調達して、姉にむらがる害虫を片かた端はしから始末したくなる衝しよう動どうにかられます』

「言っている事がよくわからないんだけど……」

『もし秋津先生が、教師という立場を利用して姉に対しよからぬ事を企くわだてようとしたら、末代まで地じ獄ごくの苦しみを味わうような周しゆう到とうな計画を立案即そく実行致いたしますので覚かく悟ごして下さい』

「よからぬ事って？」

『とにかく！　姉は、決して、先生には渡わたしませんからっ！　お忘れ無きようお願いします』

「ますますわからない。渡すって、何を？　播機さんが何か渡すの？」

『その鈍どん感かんさも一部腹立たしいものがあります』

「とにかく、お礼を言うよ。ありがとう」

『……まあ、いいです。こちらこそ、姉を守って頂き、ありがとうございました。またいずれ、お話しする機会もあるでしょう。それでは失礼します』

　ジェシカの映像は、もう一度お辞儀をした後、消えた。

　姉さんは何もなくなった空間を凝ぎよう視ししている。何かを考えているようだ。僕は聞く。

「校内へのハッキングを告発するつもりですか？」

「馬ば鹿か。あの才能を放っておく手は無いと考えてたんだよ。どうにかして味方に引きいれたい」

「そうですか……」

　ポジティブな人だ。真ま似ねできないし、したくもない。

「じゃあ、僕は修復作業を手伝ってきますね」

「いや、いい。それはこっちでやっておく。お前はその子を送っていけ」

「え？」

　姉さんに指さされて初めて、ずっと、播機さんを片手で抱だき抱かかえていた事に気づいて、ちょっと焦あせった。

　播機さんは、目を閉じて、寝ね息いきを立てていた。





70　うっすらと目を開ける。私は誰だれかに運ばれていた。






　視線を上げると、至近距きよ離りに秋津先生の顔があった。

「え？　あ？　ええ？」

　突とつ然ぜんの事で動どう揺よう。またもお姫ひめ様さまだっこされている。今度は意識がある。夜の廊ろう下か。誰も見ていない。しかし猛もう烈れつに恥はずかしかった。

「まだ寝ねてていいよ。眠ねむいだろ？」

　確かにまだ眠い。眠い、が、理性が打ち勝った。

「先生、あの、おろして、下さい。歩き、ます」

「歩くのは多分無理。あんなに術を連発した後で、体に力が入らないんじゃない？」

　ん、そういえば、先生の首に回している手すら動かせる気がしない。足にも力が入らない。かろうじて、首から上が動く程度みたいだ。

「車で送ってくから、もうしばらく寝てな。家に着くまでには多少は回復してると思う」

「はあ……。すみません……」

「いや、あんな状じよう況きように陥おちいったのは僕のミスだから。しかしいつも播機さんには驚おどろかされるよ。突然、大だい胆たんな行動に出るよなあ。まさかあそこでペンダント引きちぎって魔ま術じゆつを使うとはね」

「無我夢中、でしたから」

「呪じゆ文もんを紡つむぐって、勢いで出来るものじゃ無いんだけどな……」

　先生は多少呆あきれたような顔をした。前も思ったけど、その顔は割と可愛かわいかった。

「あるいは、《紅オストラム》の血が覚えているのかもしれないね。論理魔術を」

「血、ですか」

「まあとにかく、結果的には、播機さんの行動は最善手だったよ。あの場面ではね」

「最善手……」

　私は先生の顔をしばらく見つめたあと、視線を落として言った。

「ねえ、先生。私、あんな事して良かったんでしょうか？」

「あんな事って？」

「やっかの記き憶おく、ううん、思いを、消してしまったんですよね？　私……」

「彼女がそう望んでいたんじゃなかったっけ？」

「『望んだから叶かなえた』では、あそこにいた女の子達と一いつ緒しよになってしまいます」

「ああ、失礼。つまり、今播機さんが悩なやんでいる、という事が、一番大事な事なんだろうね」

「それ、質問に答えてませんよね」

「回答が欲しいの？　本当に？」

　本当に？　と、言われて考える。確か、秋津先生になら、どう言われても構わないと思っていた筈はずだ。でも、それってどういう事だ？　んんん、もう少し考えれば答えが出そうだが、眠い。

「やっぱりいいです。自分で考えます」

「うん、その姿勢も重要」

　私はまぶたをちょっと閉じながら、小さく笑った。

「なんか、今の言い方、先生みたいですね」

「そう思う？　教育的指導って奴やつ？　三年に一回くらいはやってもいいかもな」

　長い廊下。先生の足音だけが響ひびく。もうしばらくこうしていたいと思った。

「先生、あの時、気づいてくれたんですね。私が魔術を使うって」

「ああ、うん。なんとなく、わかったんだよね、播機さんがなにをしようとしたのか」

　嬉うれしかった。気持ちが通じた事が。そして私が嬉しいと思ったという事を、先生に伝えたかった。ただ、それを言葉にするのは照れくさくって、素す直なおに口に出せなかった。

　なので、かわりに、笑い混じりに茶ちや化かしてみた。

「これも論理魔術ですか？」

　それを聞いて先生は小さく苦く笑しようした。

「どうかな。もっと偉い大だいな力だと思うよ」

「偉大な力？」

「うん。世の中には、魔術なんかよりも強力な力がいくらでもあるからね」

「たとえば？」

「うーん、友情とか、信しん頼らいとか、愛とか、かな。最後のは、まだ実戦で遭そう遇ぐうした事は無いけど」

「なんなら、私が教えてあげましょうか？」

　そう言って私は笑った。疲つかれていたので、１２０％スマイルにはちょっと足りなかった。

「人から教わるものでは無い事くらいは知ってる」

　ちえっ。冗じよう談だんでむくれてみせる。先生は微笑ほほえんでいた。そして、思い出したように言った。

「そういえば、一つ謎なぞが残ったね」

「なんですか？」

「石丸さんの思い人。《鴉ノツクス》に心を売うり渡わたしてまで自分のものにしたかった人は誰だったんだろう？　あの場にはいなかった。多分」

　私はちょっと楽しくなった。この人には教えてもいいだろう。

「先生、気づいて無いんですか？」

「え？　なにが？」

「やっかの好きな人ですよ。教師のくせに分からないの？」

「なりたくて教師になった訳じゃないし、そんなスペシャルな事、教師なんかに──」

「美奈です」

「分かるはずが……、え？　なに？」

「やっかは、美奈が好きなんですよ」

「……なるほど」

　私は小さくあくびをした。すでに半分眠ねむっていた。

「先生、質問、してもいいですか？」

「どうぞ」

　私はやっかの事を考えた。美奈の事を考えた。そして、ほんのちょっとだけ、私自身と、秋津先生の事を考えた。

「人は、どうして、人を好きになるんですか？」

　秋津先生は前を見て言った。

「そんなスペシャルな事、教師なんかじゃ分かりません」

　私は、その言葉を聞きながら眠りに落ちていった。
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71　……目が覚めると、走行中の車の中だった。隣となりで先生が「起きた？」と聞いた。






　手て渡わたされた缶かんコーヒーを飲む。コーヒーの温かさが、体の隅すみ々ずみまで伝わっていった。

　家に着くまで、先生はこれからの事を話していた。

「……という訳で、これから播機さんには論理魔ま術じゆつを勉強してもらう事になる。……ちゃんと聞いてる？」

「聞いてますよ？　私が《鴉ノツクス》と直接対決する可能性があるから、その自衛手段として魔術を覚えるんでしょ？」

「それだけじゃないよ」

「なんですか？」

「僕にかけた《約束》を解いてもらう必要がある。解かい呪じゆはそう簡単には出来ない。もっと修練を積んでもらわないと」

「ええ？　それ、解かなきゃ駄だ目めですか？」

「当然だろう！　そうだ。昨日『命を救ってもらったお礼がしたい』って言ったよね？　お願いだから魔術を勉強して、この術を解いてくれ。いや、下さい」

「まあ、乗りかかった船って奴ですか？　やりますよ」

　やぶれかぶれに聞こえるかもしれないが、私には明確な意図があった。つまり、あのイドとかって奴を、今度こそ私がぶんなぐる為ためには、あいつの土俵に立つ必要があるのだ。

「……まあ、やる気になってくれるのは助かる。当面は、うーん、そうだな、理事長に頼たのんで、ダミーの部活動でも作ろうか」

「部活動ですか？」

「そう。で、放課後に勉強する。部室はそうだね、僕の研究室がいいかな。あそこなら機密保持も万ばん全ぜんだから。実じつ践せんはともかく理論の方は、播機さんならすぐマスター出来ると思う」

　その後、部の構成員やら名めい称しようやらをとりとめなく話している間に、自宅に着いた。

　サイドブレーキを引いた後、先生はタバコに火を点つけて口にくわえ、体を伸のばした。

「いやあ、激動の三日間だったなあ、いや、四日目に入ってるか。日付が変わってる。もう11日だ」

　それを聞いて思い出した。

「あ、そうだ。先生。私、今日が誕生日なんですよ！」

「へえ、そりゃおめでとう」

　こっちを見ようともしない先生の顔の前に両手を差し出す。

「なにかプレゼント下さい」

　ダメモトで言ってみる。

「え、なに？」

「プレゼント」

「うーん……。ええと、僕、人には言葉しか贈おくらない事にしてるんだけど」

　また面おも白しろい事を言う。

「言葉ですか？　それでもいいですよ」

「そう？　じゃあ」

　火を消さないように灰皿にたばこを置いた後、先生は名めい刺し入れから名刺を一枚抜ぬき出し、手帳に挿ささってるボールペンを抜いて、紙を裏返して今日の日付を書き込んだ。そして、ちょっとだけ考えてから、サラサラと文字を連ねた。私は紙の上を滑すべるインクの線を目でたどった。

『誕生日おめでとう。17歳のこの一年が、播機遙にとって最高にスペシャルな一年でありますように』

　秋津先生は、ちょっと考えてから、文末に一文を書き足した。

『to 3H from 2A.』

「はい、どうぞ」

　差し出された名刺を両手で受け取って、首だけ先生の方を向いた。

「３Ｈと２Ａってなんですか？」

　再びタバコを吸い始めた先生は、こちらを見ないで答えた。

「はりはたはるか（Hari Hata Haruka）と、あきつあき（Akitsu Aki）」

「あっ！　それはスペシャルですね!?」

「そうかな？」

「そうですよ！　ありがとうございます！」

「喜んで頂いて光栄至し極ごく」

「お礼しなきゃですね」

「いらないよそんなの」

　先生は窓の外に煙けむりを吐はいた。うーん、なにがいいかな。

　あ、そうだ。

「先生？」

「なに？」

「先生、私が本当に知りたがってる事だったら、なんでも答えてくれるんですよね？」

「君がそういう風に術をかけたからね。だから、出来れば不用意な質問はしないで欲しい。これは前にも言ったね？」

　ならば不意打ちである。

「先生、私の事、気になる？」

『気になるに決まっている』

　先生は煙を吐きながら答えた後、目を見開いたまま硬こう直ちよくした。そして、絞しぼり出すように言葉を繫つないだ。

「……もちろん、生徒と、して」

　ふうん。

　まあ、いいか。

「もう一個いいですか？」

「今みたいな質問だったら勘かん弁べんしてよ!?」

「違ちがいますよ。そのタバコ」

「ん？　コレ？　学外だから吸ってもいいでしょ？」

「別に吸ってる事を怒おこったりしませんよ」

「じゃあ、なに？」

「いい香かおりがしますね」

「ん？　吸ってみる？」

「いいですか？」

　先生は答えずに右手のタバコを私に渡わたそうとした。私はシートベルトを外して体を運転席に乗り出し──





72　──そして彼女は、タバコでは無い方の口から煙を吸った。




73　私は体を起こすと、すぐにドアを開けて外にでた。






　しばらく硬直していた先生は落ち着いてこちらを向いた。

「……前から思っていたから、そろそろ意外でもないけど」

「なんですか？」

「いや、やっぱり意外。播機って、時々、突とつ飛ぴな行動に出るね」

「あ、初めて呼び捨てで呼んでくれましたね！」

　これはちょっと照てれ隠かくしだな。我ながら。

「そうだっけ？」

「そうですよ！　うーん、今日はスペシャルだ！」

　両手を上げて体を伸のばす。

「楽しそうだね……。午前１時過ぎなのに」

「高校生ですからね」

「僕も年ねん齢れいほとんど変わらないんだけどな……」

「ああ、まあ、先生は女子高生ではないですから」

「そういうものかな……」

　私はぺこりと頭を下げた。

「今日はどうもありがとうございました」

「こちらこそ。じゃあ、明日以降の事は理事長と相談しておくから」

「はい、よろしくお願いします。安芸先生」

「お、初めて名前で呼んだね」

　先生はそう言って、タバコを灰皿に押しつけてから、車を発進させた。

　私はそれを、見えなくなるまで見送った。

「さて、と」

　家の門を開けながら明日からの事を考える。が、考えなきゃいけない事が多すぎてやめた。

　とりあえず、熱いお風ふ呂ろに入ろう。そして、仄香と今日の事を話そう。話したい事は山ほどある。その後、ふかふかのベッドで心ゆくまで寝ねよう。明日、じゃなくて今日は木曜日。一時間目はサボリだ。今決めた。思いっきり朝あさ寝ね坊ぼうしてやろう。

　玄げん関かんの鍵かぎを探しながら、今度は秋津先生の事を考えようとして、やっぱりやめた。あせることはない。

　なにもかもこれからだ。だって私の高校２年の生活は、まだ始まったばかりなのだから。

　私は玄関に入って、まだ起きているであろう妹に、大きな声で呼びかけた。

「ただいま！」







　バックステージ（あとがき）







　タバコは[image: 20]歳はたちになってから！　自動車は……18だっけ？　そんなわけで、遙と安芸の初めての冒ぼう険けん、『放課後の魔術師メイガス①オーバーライト・ラヴ』はいかがでしたでしょうか？　お楽しみ頂けたなら望ぼう外がいの喜びです。このページから読んでる人は、読み終わってからでまったく構わないのでレジに直行すればいいと思います。いやいや、ご遠えん慮りよなく。




　さて、本書は第十二回スニーカー大賞奨しよう励れい賞受賞作「３Ｈ２Ａ論理魔術師は深夜の廊下で議論する」を改かい稿こう、改題した物です。つまり、私、土つち屋やつかさのデビュー作になります。読んで頂いて本当にありがとうございます。頑がん張ばった甲か斐いもあったというものです。まだ本屋さんの棚たなで悩なやんでいる方はこれを読み終わってからでまったく構わないので（くどい）。




　しかし受賞した時は本当に嬉うれしかったですのことよ……。携けい帯たい電話に連れん絡らくを頂いた後、職場の廊ろう下かで飛び跳はねました（実話）。あれから一年、改稿に改稿を重ねて今皆みなさんにお届けしております。担当編集さんにはホントご迷めい惑わくをおかけしました。「小説は作家と編集者が半分ずつ作る」って事を実感しましたです。ハイ。




『放課後の魔術師メイガス』は、それ以前に書いていた３つの小説のエッセンスを統合させた物です。最初に《論理ロジカル魔術師・メイガス》という単語が生まれ、そこから「論理と魔術師ってどう融ゆう合ごうするんだろうか」という風に設定を膨ふくらませていきました。《血族クラン》を始めとして、今回詳しよう細さいが語られなかった要素についても、次巻以降明かされていく事でしょう（願望）。




　また、それらのエッセンスに加えてドラマ『24』のような、次々に視点を切り替かえていく事でスピード感を生み出す手法を小説の世界に持ち込み、一風変わった学園群像劇が書けるんじゃないかと挑ちよう戦せんしてみました。この挑戦が成功しているかどうかは、読どく了りようされた皆さんのジャッジにお任せしたいと思います。どうでした？（どきどき）




　出来上がった文章を読み返してみると、当初予定していた方向性とは随ずい分ぶん違ちがう形に収まったのですが、改めて見るとこれ以外に着地点があるとも思えず、土屋自身は遙と安芸の物語を書き上げる事が出来て非常に満足しております。もちろん、彼と彼女はまだ出会ったばかりでして、本当の──より二人にとって重大な──物語は、これから始まるのですが……。




　作中の呪じゆ文もんについて補足。《……》と、カッコで囲まれている文は、アゥレットという架か空くう言語です。今の所、単語はギリシャ語とゲール語から多くを借りているのですが、独自の語もあり（Ｙｅｓウルトウとか）、基本的な文法も作っています。将来的には、この言語をより深く理解する為ために、読者の皆様に協力をお願いしたいなーと妄もう想そうしていたり……。




　最後に謝辞を。素す晴ばらしいイラストを描えがいてくれたふゆの春はる秋あきさん、本当にありがとうございました。初めてイラストを見た時、そこに遙や安芸が「立っている」のを見て、嬉しくて涙なみだが出そうになりました。これからもどうぞよろしくお願いします。応おう援えんしてくれた友人の皆様本当にありがとう。特にＮ田Ｊ平君、君がいなければこの作品は世に出なかったよ。今は苦しいだろうけども頑張って下さい。生活力皆かい無むの作者をサポートして下さっている（現在進行形）両親と姉[image: ]（とその素敵な旦だん那な様方）にも本当にありがとう。「こっちの仕事をおろそかにしたらどうなるかわかってるな？」と声援（？）をかけてくれた職場の仲間たちありがとう。なかでもチームＴＯＢのみんなに拍はく手しゆを！　いつもマイナーなドイツゲームに付き合ってくれる新宿ゲーム会のメンバーもありがとう。そしてなにより、作業の遅おそい土屋をなだめすかして出版までこぎつけた、担当編集のＵ野さん、本当にすみませんでした……、じゃなかった、ありがとう！　最後に、これはもう言うまでも無い事ではあるけども、読んでくれた読者の皆様に、百万の感謝を！　あなたのおかげで、土屋はここまでやってこれました。本当にありがとう！




　まだまだ書ききれないけど、今回はこれくらいで。




　さて、次巻では、今度は深夜の北鳳学園を舞ぶ台たいに、様々な事件、出会い、策さく謀ぼう、魔術戦、新キャラ登場、サービスシーン、その他もろもろが繰くり広げられる予定です。安芸と遙との心の距きよ離りにも微び妙みような変化が訪おとずれ、そして……。是ぜ非ひ是ぜ非ひ、ご期待下さい。




　それでは、どうぞ今後とも二人の若き《論理魔術師》、秋津安芸と播機遙、そして一人の若き（？）《物語を書く者》、土屋つかさを、よろしくお願いします。





土屋　つかさ　　






Ｐ．Ｓ．ブログやってます。




土屋つかさの今か無しか


http://someiyoshino.at.webry.info/（２０１４年５月現在）
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